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　わたくしのお祖ば母あ様さまは華か花かの国の出身でね、とってもお話が上手だったの。

　お祖母様は、華花の国や『富ふ貴き花か』のことはもちろん、嫁とつぎ先であるエメリー国の神話や古き神々のこともよく学ばれていて──この国に嫁いだのだから、たくさん勉強したのよ、と仰おつしやっていたわ──、それをわたくしに聞かせてくださったの。

　わたくしの生まれた国は、他国から『からくりの国』と言われているわ。けれど同じくらい、『灰色の国』とも呼ばれているの。

　どうしてか分かる？

　エメリー国は灰でくすんでいるからよ。この国が、『神が愛したこのうえなく美しい国』や、『華花の国』と呼ばれているのとは大違い。

　わたくし、華花の国に生まれたかったと思わずにはいられなかったわ。だってお祖母様のお話の中の華花の国は、本当に魅み力りよく的てきだったのだもの。

　でもお祖母様は、そんな魅力的な華花の国から、灰色の国へと嫁いできたことを、全然後こう悔かいしていらっしゃらないようだったわ。

　わたくしが華花の国への憧あこがれを募つのらせてゆくのを知ったお祖母様は、ハーシェラスピラルの神のお話をしてくださったの。

　わたくしの国にも、かつてはとても美しい鋼はがねがあったのよ。

　虹色の鋼。

　まるで意思を持つように、鍛きたえる者の意を汲くんで自在に形を変える特別な鋼なの。

　ハーシェラスピラルは、その虹色の鋼をわたくしたちへ授さずけてくださった、命の螺ら旋せんの神。

　今はもうない虹色の鋼と一緒に、忘れ去られてしまった神。

　わたくしの国はもう、神からの授かりものを失ったわ。

　けれどこの国は違う。

『富貴花』。『富ふ貴き華か石せき』。花から鉱こう物ぶつへと変わる、奇き跡せきの宝石花──。

　ねえ、わたくし、幼おさない頃からずっと望んでいたの。

　この国──ハミルトン王国に来ることを。

　この目で『富貴花』を、『富貴華石』を見て、手にしたいと、ずっとずっと願っていたのよ。
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　親愛なるセラフィーナ姉様




　朝晩の風に、わずかながら秋の気配を感じるようになりました。

　姉様におかれましては、変わらずお元気のことと推すい察さついたします。

　互いにハミルトン宮きゆう殿でん内ないで暮くらしておりますのに、なかなかお会いできませんこと、少し寂さびしく思っています。

　今わたくしが育てている『富ふ貴き花か』は、つつがなく成長しています。春にはきっと、美しい『富ふ貴き華か石せき』を収しゆう穫かくできるでしょう。

　無事『富貴華石』ができたら、その時にはわたくし、姉様に申し上げたいことがあるのです。

　それでは、次にお会いできる日を心待ちにしています。

　どうぞお身体からだ専せん一いつにお過ごしください。




姉様の幸福を願う妹より
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　夏も終しゆう盤ばんを迎むかえ、穏おだやかに吹く風の中に、そろそろ秋の気配を感じるようになったその日。

　セラフィーナ・アランデルが自みずからの失敗を悟さとった時には、もう後戻りできない場所にまで来ていた。

「あの、ごめんなさい……ッ、どいてください───！」

「いやああああああ───ッ！」

［カシューッ！］

　セラフィーナの、常にはあまり聞かない焦あせった声と、こちらは結構よく聞く侍じ女じよパメラの悲鳴が、ハミルトン宮殿の中央広場に響ひびき渡る。

　庭に咲き誇ほこる美しい生花を愛めでつつ散歩をしていたひとびとは、北の翼よく棟とう側がわから迫せまりくる叫さけび声に、いったい何事かと顔を上げ……次の瞬間に目を剝むいた。

　誰もが『それ』を見るなり、顔を引きつらせ慌あわててその場から転ころがるように逃にげてゆく。

　そのひとりひとりにいちいち謝罪をするセラフィーナは、だが凄すさまじい勢いで彼らの前から去っていってしまう。

　危あやうく『それ』に巻きこまれかけたひとりが、呆ぼう然ぜんと見送る。

「なんだあれは……。動物か？」

「動物じゃない。顔はおろか四し肢しすらもなかったぞ……！」

「じゃあいったいアレはなんだ」

　それは、その場にいた誰もが思ったことだった。だが『それ』の正体を知る者は誰もいない。ただ呆ぼう然ぜんと、『それ』と『それ』に乗ったふたりと一匹の後ろ姿を見送るばかりだった。

「だから、だから言ったのに！　あたし言ったのに！　乗るのはやめときましょうって！」

　パメラはすでに涙声だ。

「でも試し乗じようする前にプレゼントするわけにはいかないし」

「そもそも『これ』を贈おくろうとする嬢じよう様さまのお考え自体、外はずれているかと！」

「このままどこかに激げき突とつしたら、やっぱり怪け我がをしてしまうかしら」

　先刻より少しは落ち着いたセラフィーナは、この危機をどう乗り越えようかと思案顔だ。

　セラフィーナとパメラ、そしてペットのカシュカシュが乗る『それ』は、見た目は夏雲のように純白でふかふかしており、まるでクッションだ。

　大きさは馬一頭ほどだが四肢はない。四足歩行の動物に跨またがるようにではなく、セラフィーナとパメラは『それ』の上に正座をしていた。

「嬢様の実験で初めてすごい発明だと思ったのに、これブレーキないじゃないですかあ！」

「そこを失念していたわ。富ふ貴き華かクッションと、科学省の方々が改造した『富ふ貴き華か虫ちゆう』をさらに合体させてみたら、『富貴華虫』の推すい進しん力りよくで飛ぶんじゃないかと考えたまでは妙みよう案あんだったのだけれど。──あ、そうだわ、『富貴華虫』を外せば飛ばなくなるはず」

　だがセラフィーナがそう言って背後を振り返るなり、パメラの悲鳴が耳をつんざく。

「嬢様、動かないでええ！」

　後ろにいるパメラが、慌ててセラフィーナを前に向かせた。

「ああああ、でもこのままじゃ、『富貴花』の花はな庭にわに行っちゃいます……」

　空飛ぶ富貴華クッションの勢いは、いまだなお衰おとろえず、すでに中央広場を抜け、『富貴花』の花庭へと続く森の小こ路みちへと進んでいた。

　やがてハミルトン王国の第二王子が世話をしている花庭も見えてくるが、そこに彼の姿はない。

　瞬またたく間に王家の花庭の横を通り過ぎ、とうとう『富貴花』の花庭にまで来てしまった。

　薄暗い森から出た途と端たんに、サァッと視界が開ける。

　花庭にいたひとびとの目が一いつ斉せいにセラフィーナたちに向き、大きく見開かれた。

　富貴華クッションには馬のように手た綱づなはないものの、身体を左右に傾かたむけることで、これまでどうにか物や逃げ惑うひとびとにぶつからずに済んでいた。

　だが、花庭にいた数あま多たの守しゆ衛えいはともかく、貴族の娘や女教師たちは動きが鈍にぶい。

「きゃあ……！」

　少女や教師に危うく激突しかけ、ヒヤリとする場面が何度もあった。

「停とまりなさい、セラフィーナ・アランデル！」

「停めたいのは山々なのですが」

「そちらに行ってはなりません～～～～ッ!!」

　絶ぜつ叫きようが響き渡った。

　そちら。

　目前に迫せまるは、二十余あまりある花庭の中で一番の規き模ぼを誇ほこる──つまり、家格が大変立りつ派ぱな貴き族ぞくの花庭だった。

「まずいまずいまずいですよ───！」

　誰もが、花庭がメチャクチャになるという惨さん事じを想像した。だがその時、セラフィーナたちの前に立ち塞ふさがる少女の姿があった。

　見覚えのあるひとの姿を認め……。

「危ないわメリー！」

　セラフィーナは思わず叫さけんでいた。

　だが目の前の少女はどこうとしなかった。ほかの娘たちと違い、表情には恐怖はなく、平静そのもので、手にしていた鋭するどい棒状のものを振り上げた。

「姉様頭を下げて」

「ひゃああああ！」

　背後のパメラが、カシュカシュとともにセラフィーナの背中に縋すがる。

　プシュッ！

　富貴華クッションが、音を立ててしぼんだ。

　少女が、富貴華クッションに棒状のものを突き立てたのだ。

「あ……っ」

「あいたあ！」

　着地と同時に、腰を強したたか打ったが、思ったほどの衝しよう撃げきはなかった。

　しぼんだ富貴華クッションの上で、セラフィーナとパメラはほう、と安あん堵どの息をついた。

　見上げた先に、ほっそりとした手がすかさず差し出される。足がガクガクしているが、セラフィーナはその手に摑つかまると、踏ふん張ばって立ち上がった。

「お陰かげで助かったわ、メリー。ありがとう」

「ご無ぶ事じで何よりですわ、セラフィーナ姉様。パメラも、カシュカシュも無事ね」

「あ、ありがとうございますー……メリリース嬢様」

　少女はひんやりと冷たく見えるアイスブルーの瞳ひとみで、セラフィーナ、パメラ、カシュカシュへと、順に視線を据すえる。

　少女の名は、メリリース・アランデル。

　セラフィーナのすぐ下の妹で、今季からアランデル花庭の世話をするために、故こ郷きようからやってきていた。

「セラフィーナ・アランデル……！」

　そこへ、『富貴花』の学校にいた当時には毎日聞いた声が響き渡った。

「ファーガソン先生、お久しぶりです。お元気そうで何よりです」

「挨あい拶さつは結構！　いったいどうしたのです、このありさまは!?」

　教師ファーガソンが、青筋を立ててセラフィーナに詰め寄った。

　だがセラフィーナとファーガソンの間に、メリリースがするりと身を滑すべりこませてくる。

「ファーガソン先生、最初からそうケンカ腰では、姉も戸と惑まどうでしょう。誰も怪け我がをしませんでしたし、花庭も無事だったのですから落ち着いてください」

　少女の声は、三十は年上のファーガソンを前に冷静だった。

　まだ十五にしかならないメリリースに諭さとされ、周囲に集まる生徒や守衛たちの視線に、ファーガソンは眉み間けんにしわを寄せつつ、言葉をのんだ。

「皆みな、何をしているの。花庭のお世話は終わったのですか！」

　手を二度叩たたき、花庭に戻りなさいとファーガソンは声をあげる。

　生徒たちが背を向けて各おの々おのの花庭へと散っていくのを見届けてから、教師ファーガソンは、苦々しい表情のまま、あらためてセラフィーナへと向き直った。

　在学中、自みずから騒さわぎの種を蒔まくような真ま似ねは一度もしたことがなかった──つもりの──セラフィーナだが、教師からすれば忘れようにも忘れられない存在だったらしい。

　何せセラフィーナは、この国の至し宝ほうたる『富貴花』を咲かせようとして、花ではなく初年度には気味の悪い『富貴華虫』を、二年目には鼻が曲まがるほど強きよう烈れつな臭においを撒まき散らす『富ふ貴き華か土ど』を作り出したのだ。

　虫の時には王都ハミルティア全域が混乱に陥おちいり、土の時にはしばらくの間、美しく整然としているはずの花庭から、異臭が漂ただよっていた。

　どちらもたいした害はなかったものの、大だい迷めい惑わくな事態を引き起こしたセラフィーナを、学校側は厄やつ介かい者もの扱あつかいした。

　その厄介者がいまさらなんの用かと、教師ファーガソンは気が気でないようなのだ。

　セラフィーナはまず謝罪してから話を切り出した。

「実は妹に用があり、こちらへ参りました」

　セラフィーナは暴ぼう走そうした富貴華クッションの上でも手放さなかった小さな箱を、はい、と少女へ差し出した。

「わたくしに、ですか」

「ええ。誕生日たんじようびおめでとう、メリー。これを貴女あなたに」

　セラフィーナはそう言ってにっこり笑う。

　その言葉に、教師ファーガソンの口から、矢のようなブーイングが逬ほとばしった。










　セラフィーナがハミルトン王国の第二王子、イヴァン・ハミルトンと婚こん約やくし、北の翼棟に住み始めてから四よ月つきほどが過ぎていた。

『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』の据すえ換かえは、すでに五カ所が済んでいる。残すは二カ所。

　アランデル領にほど近い都市トリシアと、ハミルティア宮殿内だ。

『守護富貴華石』には不ふ思し議ぎな力がある。ハミルトン王国の守りの要かなめであり、あらゆる災わざわいを退しりぞけ、これまで王国に平安をもたらしてくれていた。

『守護富貴華石』は、ほかの『富貴華石』同様に、『富貴花』から咲く。

　ひとつだけ違うのは、『守護富貴華石』を抱いだく『守護富貴花』は、特定の人物にしか咲かせられないというところだ。

　特定の人物──それは『咲かし手』を持つ、『咲かしの王』。

　イヴァン第二王子こそ、この『咲かしの王』であった。

　そんなイヴァンとの出会いは、彼の花庭だ。

　セラフィーナはその特異な体質──高価なものほど触れると壊こわしてしまう──ゆえに、イヴァンが咲かせた『富貴華石』を壊してしまった。

　その代だい償しように、イヴァンはセラフィーナを妻にと望んだ。

　出会ったばかりのイヴァンがなぜセラフィーナを望んだのか、真相を知ったのはそれからしばらくしてのこと。

『守護富貴華石』を巡めぐる騒そう動どうを乗り越え、今では互いに想いを寄せながら、セラフィーナはよき妻となるべく、日々勉学に努つとめている。

　同時にセラフィーナは、自らの手が作り出してしまった『富貴華虫』や『富貴華土』を利用し、役立つ発明をしようと、こちらも時間を決めて、毎日実験に勤いそしんでいた。

「その実験の末に出来上がった『これ』が、わたくしへのプレゼント、だと？」

　メリリースは差し出された箱の中を覗のぞきこみながら、軽く首を傾かしげた。

　メリリースはセラフィーナとよく似た美少女だ。ただ、目め尻じりがきゅっと吊つり上がっていることから、姉よりきつい顔立ちに見える。

　背せ丈たけはセラフィーナより高く、また、ほっそりとしたセラフィーナ以上に細くて、丸みに乏とぼしかった。スカートをはいていなければ、少年と見み紛まがうほどだ。

　色味の濃こい見事な金髪を、ばっさり短く切っているのも、その印象に拍はく車しやをかけていた。

「ええ。それとね、花庭の見学もさせていただければと思って……」

「なりません！」

　ファーガソンは凄すさまじい勢いで首を振った。

　その形ぎよう相そうに、セラフィーナはきょとんとする。

「『壊しのセラフィーナ』、貴女は決して花庭に入ってはなりませんよ！」

『壊しのセラフィーナ』。

　久しぶりにそう呼ばれたわと、セラフィーナはちょっと首を竦すくめた。

　高価なものに限って壊してしまうセラフィーナをそう呼んだのは、この学校の生徒だ。それがいつの間にか周囲に広がり、宮殿内では知らない者はいないほどの通り名となってしまった。

「なぜ姉は花庭に入ってはならないのか、明確な理由をお聞かせ願えませんか」

　メリリースの大きな目でじっと見つめられると、睨にらまれているように思えるのか、教師ファーガソンも、心持ち身を引いた。

「よもや『壊しのセラフィーナ』だから、などと莫ば迦かげたことを仰おつしやるのではないでしょうね」

「莫迦げたことではありませんよ、メリリース。貴女の姉がここでどれほどものを壊し、我々に迷惑をかけたことか」

「前々回の虫に関してでしたら、科学省で用よう途とが見つかり、重ちよう宝ほうされているそうですよ。そしてこの前の土に関しては、希き釈しやくすればいい薬や肥ひ料りようになるというではありませんか」

　う、とファーガソンは言葉を詰まらせた。

「あの土が侵しん入にゆうした花庭にも異常はありません。それは先生の目にも明らかでしょう？」

　メリリースはずい、と歩を進め、さらに教師との距離を縮ちぢめる。

「確かに破は損そんしたものもございましょう。けれど姉は悪いことばかりしてきたわけではありませんし、何よりわざとおこなったことなどございません。役立つものとて作り出しました。その功こう績せきを認めず、悪あし様ざまにひとを貶おとしめるようなことばかり申されるのは、教師としていかがなものかと思いますが」

　メリリースの声には本来あるべき抑よく揚ようがほとんどなかった。一本調子で息いき継つぎも最小限、一気に言い放つため、口を挟はさむことも異を唱となえることもできない。ファーガソンはその勢いに押されるままに、一歩二歩と後ずさった。

「姉への謝罪を要求します。そして花庭へ入る許可を」

「メリー、ここから眺ながめるから花庭に入らなくても……」

「姉様、侮ぶ辱じよくを受けたなら謝罪を要求する。それは当たり前のことです。うやむやにしてはなりません」

　きっぱりと言う妹の正論に、セラフィーナは、はいと小さくうなずいた。

「さあファーガソン先生。わたくしの姉に謝罪を」

　ファーガソンは顔を強こわ張ばらせたが、やがて小さくセラフィーナに詫わびた。

「では、花庭に姉を連れていっていいですね。決して事故のないように、わたくしが姉の傍そばにおります」

　そこまで言われてはと、ファーガソンは渋しぶ々しぶ許可した。

「ただし、決して騒ぎは起こさないように！」

「ありがとうございます、ファーガソン先生」

　セラフィーナはにこりと笑った。

　ファーガソンが足音も荒くその場から去っていくのをしばし見送ったあとで、メリリースはふと、足元でおとなしくお座りをするカシュカシュに目を落とした。

「カシュカシュ」

［カシュ？］

　きゅ、と首を傾げたカシュカシュと、メリリースの視線ががっちりかち合った。

　そのまま、しばしの間見つめ合う。

「カシュカシュ、抱っこしてあげてもよくてよ」

　メリリースは無表情のまま細い手を伸ばす。するとカシュカシュは心得たように、手をつたってメリリースの肩かたへと飛び乗ってきた。

［カシュー！］

　頰ほおをすり寄せてくるカシュカシュをじっと見つめながら、メリリースはぽつりと呟つぶやいた。

「相変わらず愛くるしすぎるわ、カシュカシュ。どうしてやりましょう」

「どうしてやりましょうって、メリリース嬢様、その言い方物ぶつ騒そうですって」

「では訂てい正せいするわ。どう可か愛わいがりまくってやろうかしら」

　思案する表情で、メリリースはカシュカシュの頭を指先でゴリゴリ撫なでている。

「メリー、これ」

　セラフィーナはあらためて、箱をメリリースへと渡した。

「メリー、貴女以前、馬が欲しいと言っていたわよね。でも馬は手に入れるのが難しいから、これがその代わり」

「馬の代わり」

　ぽつりと呟いた声には、不ふ審しんや嘲ちよう笑しようなど少しも滲にじんでいない。ただ、これがどうやったら馬の代わりになるのか不思議だと思っているようだった。

　箱の中にある物は、親指大の赤い石ころのようなものだ。

「あのねメリー。これに刺激を与えると、さっきのようにちょうど馬くらいの大きさにまで膨ふくらむの。それから、こっちの『富貴華虫』をつけると、走るように飛ぶのよ」

「……飛ぶのですか」

「ええ、そう。ただ馬の手綱のようなものがないから、どこへ飛んでいくのか分からないのが玉に瑕きずなのだけれど」

「それ、致ち命めい的てきな瑕ですけどね」

　ひっそりと背後からパメラが突っこむ。

「『富貴華虫』を少なめにつけてみれば、動きを制せい御ぎよできると思うの。貴女幼おさない頃、暴れ馬を乗りこなしたでしょう？」

　気に入ってもらえるかしらと、セラフィーナは妹をじっと見上げる。

　メリリースは再び箱の中を見つめた。そして顔を上げると、その頰をわずかに緩ゆるめる。

「ありがとう、姉様。大切に使わせていただきますわ」

　セラフィーナはぱっと破は顔がんし、パメラはといえば、受け取るんですかと目を剝むいている。

「わたくしは運動が不ふ得え手てではありませんし、いただいたからにはしっかり乗りこなしてみせましょう。──それはそうと、姉様、どうぞアランデル花庭を見てください」

「うわおっきい！　あれはなんですか、メリリース嬢様！」

　アランデル花庭を見た途端に、パメラは目を丸くした。

「すごいわ」

　セラフィーナもまた、妹が丹たん精せい込めて世話をしている花庭に、目がくぎづけになる。

　アランデル家の『富貴花』は、周囲の花庭に比べ、格段に美しかった。

　がっしりとした瑞みず々みずしい茎くき、四方八方奔ほん放ぽうに広がる大きな葉は、日の光を浴あびてキラキラとまばゆく光っている。丈も、ほかの花庭と比べて成長著いちじるしい。

「すっごい綺き麗れいですねえ。ほかの花庭と全然違うじゃないですか……！」

　パメラの感かん嘆たんの声に、セラフィーナも心からうなずく。

　メリリースは、自らの手で立派に育てている花庭をじっと見つめていた。

　それは、ここまで花庭を美しく育てた自じ負ふ心しんに溢あふれた瞳だった。

「そういえば、メリー。先日の手紙にあったこと、『富貴華石』が収穫できたら、言いたいことがあるって、何？」

「『富貴華石』が収穫できたら申します。姉様、それまでどうかしばしの我が慢まんを」

　メリリースはきっぱりとそう告つげる。

　我慢？

　セラフィーナとパメラは顔を見合わせ、我慢って何？　と問うたが、メリリースがその答えを口にすることはなかった。
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「なんかおかしかったですね、メリリース嬢様」

「なんだかわたしが我慢を強しいられているような言い方だったけれど……」

　我慢をしている覚おぼえがまるでないから、首を傾げるばかりだ。

　セラフィーナはちらりと背後の花庭を振り返った。

「メリリース嬢様は、頑がん固こ一いつ徹てつ、アランデル家至上主義でいらっしゃいますからねえ。なんか思いこんじゃってるんでしょうか？」

　まあ、アランデル家の皆様方は全員ご家族を愛しまくってますけれどね。

　パメラはそう言って、ふふ、と笑った。

「今度ご家族全員が集合なさるのは、嬢様の成せい婚こんの儀ぎでしょうかね？　御結婚は、いつ頃になりますか？」

「『守護富貴華石』の据え換えがすべて終わってからかしら」

「まだ時間がかかりそうですか？」

「新しい『守護富貴華石』が収穫できていないから、もうしばらくは」

『守護富貴花』は、いつ咲くか分からない。

　貴族の娘たちが育てている『富貴花』は、各家によって数日のズレはあるが、春、半日のうちに一斉に花開く。けれどイヴァンの花庭はとても気き紛まぐれで、年に何度も蕾つぼみをつけるのだ。

　それはイヴァンがハミルトン王族の直系であり、『咲かしの王』だからなのかもしれない。

　イヴァンが咲かせる『富貴華石』は、とても美しい。

　彼の硬かたい感かん触しよくの大きな手が、意外にも器用に『富貴華石』を収穫する瞬間を見るのが、セラフィーナは好きだった。

「早くすべての『守護富貴華石』を据え換えないと冬になっちゃいますね。冬の結婚式はちょっと大変かも」

　以前はイヴァンとの結婚に反対していたパメラも、今では応おう援えんしてくれている。

「そういえばパメラはどなたか意中の方はいないの？」

　セラフィーナの侍じ女じよは、昔から恋多き女性だった。

　とはいっても、「あのひと素す敵てき～」、「すっごく好み！」と言うばかりで、友人以上の間あいだ柄がらになった男性を、セラフィーナは知らなかった。

　パメラは大きな目をさらに丸くして、セラフィーナを凝ぎよう視しした。

「どうかした？」

「あの嬢様が、よもや他人の恋こい路じに興味を持たれるなんて……」

　パメラは感動したように、手を組んで空を見上げている。

「やっぱり恋って偉い大だいですねえ。ちょっと遅い目め覚ざめですけど、嬢様がちゃんと恋をしてくださって、あたしも嬉うれしいです」

「それで、パメラさんの意中の方はどなたなんですか？」

　ふたりの間に、笑み交まじりの声が絶ぜつ妙みようのタイミングで挟まれる。

　突然の声に、セラフィーナは、あら、と少し目を瞠みはる程度の反応だったが、パメラは相当驚いたようで、ひゃっと声をあげた。

　同時に振り返ると、イヴァンの従者が笑みを浮かべながら、ふたりの後ろに立っていた。

「グレンさん。どうなさったんですか、こんなところで」

　イヴァンの従者──グレンは笑んだまま、ふたりの頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまで視線を滑らせる。

「ちょ……、な、何見てんですか！」

「中央広場は噂うわさで持ちきりですよ。おふたりとカシュカシュが奇妙な物体に乗って、凄まじい勢いで飛んでいったとかで。──怪我などないようで何よりです」

　あ、とセラフィーナはパメラと互いの顔を見合わせた。

「イヴァン様も大層心配なさっていましたが、花庭がどうしても目を離せない状態でしたので、わたしが参った次第です」

　行き違いになってしまいましたがと、グレンは言い添そえる。

「それは申し訳ないことをしました。ご覧のとおり、怪我ひとつ負おっておりません」

［カシュー］

　頭を下げるセラフィーナとひと声添えるカシュカシュに、グレンはにこりと笑った。

「それで、花庭がどうしても目が離せない、というのは……」

「ええ、今まさに『富貴花』が咲くところです」

　まあ、とセラフィーナは声をあげ、そわそわとイヴァンの花庭の方へ視線を注そそいだ。

「あの、わたし先に参りますね」

　そう言い置いて、セラフィーナは走りだした。

「それで、パメラさんの意中の方とは？」

「そんなひといませんよ」

「おや、『パメラさんが意中のひとだ』と言う者はいるというのに、つれないですね」

「何がつれないんですか……！」

　グレンとパメラの、じゃれ合いのような言葉の応おう酬しゆうを背中で聞きながら、セラフィーナは足早に進む。

『富貴花』の学校とハミルティア宮殿の間にある森を通り抜ける途中に、王家の花庭──すなわちイヴァンの花庭──はある。

「イヴァン様」

　暴走富貴華クッションに乗って『富貴花』の花庭に向かった時にはなかったその姿を捉とらえ、セラフィーナは思わず彼の名を呼んだ。

　赤せき褐かつ色しよくの鮮あざやかな髪と、明るい茶の瞳を持つ男──イヴァン・ハミルトンが、セラフィーナを認め、慮おもんぱかるように首を傾げた。

「無事だな？」

「あ、はい、大丈夫ですし、どなたにも怪我を負わせておりません」

　そうか、とイヴァンは安堵したように軽く微笑ほほえんだ。

　最近は毎日顔を合わせているのに、思いもよらない場所で姿が見られればやっぱり嬉しい。

　勢いのまま花庭の中に入りそうになったセラフィーナは、だがすぐに、つんのめるようにして歩みを止めた。その様子がおかしかったのか、イヴァンの目がさらに細められる。

「少しそこで待っていろ」

「はい」

　イヴァンは今まさに咲き始めた『富貴花』に、手て際ぎわよく順に触ふれてゆく。

　イヴァンの指が触れた途端、やわらかな花びらの縁ふちから、澄すんだ透とう明めい色しよくに変化し、やがては硬く結けつ晶しよう化かしていくのを、セラフィーナは息を止めて見守った。

　グレンとパメラが背後に並ぶのも気づかず、セラフィーナは『富貴花』が『富貴華石』となる瞬間に見入る。

「セラフィーナ」

　イヴァンの長くしっかりとした指が、真まっ直すぐに花庭の中央に向けられた。その指の先に視線をやった途端に、あ、とセラフィーナは声をあげる。

　ほかの『富貴花』と違い、ほんのりと発光している蕾があった。

「『守護富貴華石』ですね？」

　イヴァンは、そうだとうなずいた。

　では、古い『守護富貴華石』の据え換えがおこなえるわと、セラフィーナは顔を綻ほころばせる。だがすぐに、イヴァンをうかがうように首を傾げた。

　──イヴァン様はわたしを聖堂に連つれていってくださるかしら。

　イヴァンから、古い『守護富貴華石』を壊させない、決して聖堂に連れて行かないと言われたのは、つい最近のこと。

　その考えは翻ひるがえしてくれたはずだがと、そっとイヴァンの茶の瞳を覗く。

　イヴァンは心得ているかのように、ふと笑みを見せた。

「トリシアに行くぞ。一緒にな」

「はい、ぜひ一緒に！」

　セラフィーナは二度、三度とうなずいた。

　やがて無事『守護富貴華石』の収穫を終えたイヴァンは、花庭から出てきた。

『守護富貴華石』だけでなく、透明度が高く、美しい『富貴華石』も手にしている。

　イヴァンはセラフィーナの侍女に両手を出させ、『守護富貴華石』以外の『富貴華石』を、その上に置いた。

　パメラは慌あわてて両手いっぱいの『富貴華石』を落とさないように胸に抱きしめながら、キラキラ輝く花の結晶を、そっと覗きこんだ。

「……すっごい、綺麗」

　触さわることはできないが、セラフィーナもまたパメラの手の中の『富貴華石』を覗く。

　そんなセラフィーナを、イヴァンは引き寄せてきた。

「本当に怪我はしていないんだな？」

　さらりと肩から腕へと、イヴァンの指先がセラフィーナに触れた。

「はい、本当に怪我ひとつしていません」

「何があったのか話せ。実験をしていたんじゃないのか？」

　はい、と首を竦めながらも、正直に話そうとしたその時、

「イヴァン様、そろそろ刻限です。お話は移動しながらでいかがでしょうか」

　そばに控ひかえていたグレンが声をかけてきた。

　イヴァンは、そうだったなと、小さくため息をついた。

「これから何処いずこへか向かわれるのですか？」

　だがその問いには、イヴァンは少しだけ眉まゆ根ねを寄せ、ごく軽くうなずくだけだった。

　その様子が気になってそっと顔を覗くと、イヴァンはすぐに眉間のしわを解いた。

「別に未開の地へ探検に行くわけじゃないんだから、そんな心配そうな顔はするな」

　父上のもとへ行くだけだと、イヴァンは続けて言う。

「陛へい下かのもとへ、ですか」

　自身の父親に会いに行くにしては、イヴァンはどこか憂ゆう鬱うつそうだった。

　それが不思議で、だがすぐに以前パメラから聞いた噂話を思い出す。

　──陛下はイヴァン殿下とはあまりお会いにならないと……。

　口さがない噂は、イヴァンの耳に入っているのかもしれない。そしてその噂は、あるいは事実であるのかもしれない……。

「『守護富貴華石』について、詳しよう細さいが記き載さいされた本を貸していただこうと思っている」

　宰さい相しようマキャナリーが言うには、重要な書物は王家の図書室ではなく、別に保管されているのだそうだ。

　イヴァンはその書物の所有者が、父──アルダス・ハミルトンではないかと考えているのだと言う。

「半月前に謁えつ見けんを願い出ていたんだが、昨夜ようやく返事が来た」

　その声こわ音ねは、知らなければならないことだから陛下に会いに行くが、そうでなければ足を運びたいわけじゃない、とでも思っているようだった。

　普段から他者の思おも惑わくには疎うといセラフィーナだが、ことイヴァンに関しては、なけなしの想像力が働く。

「あの、わたしも同行させてはいただけないでしょうか？」

『富貴花』や『守護富貴華石』については、セラフィーナも当事者であるという自覚がある。何より、イヴァンにばかり負ふ担たんをかけたくない。

　自分ができることならば、率そつ先せんしておこないたかった。

　イヴァンは、だが少し困ったような表情をしてみせた。

　申し出は迷惑だっただろうかと不安に駆られつつ、それでもイヴァンから目を離さずにいると、彼はふと苦笑を漏もらした。

「言いたいことは、まあいくつかあるが、いいよ。一緒に行こう」

「はい……！　あの、仰りたいこと、とは？」

「ん？　そうだな、おまえが同行を願い出たくなるほど俺は情けない顔をしていたのかとか、意外と心配性しようなんだなとか、そんなところだ」

　セラフィーナこそ、自分の考えがイヴァンに筒つつ抜ぬけであることを知る。

　これまで学友や教師たちに、何度「何を考えているのか」とぼやかれたか数えきれないほどだ。それなのにイヴァンの目には、自分は相当分かりやすいらしい。

　もしかしたら、これまでもイヴァンはセラフィーナの心を、その想いを、ずっと察してきたのだろうか。

　──なんだか少し恥はずかしい。

　ほんのり熱くなる頰を隠かくすように掌てのひらで包みこむと、グレンがくすくすと笑った。

「では、まずは北の翼棟へ戻り、お支し度たくをいたしましょう」

　父とはいえ、一国の王へのお目どおりに普段着のままというわけにはいかない。

　セラフィーナたちは北の翼棟へと向かった。
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　ハミルトン宮きゆう殿でん中央──アルダス・ハミルトン王が住まい、また執しつ政せい及および宮廷の諸もろ々もろの行事をおこなう場所である。

　ふたりの王子が住む南北の棟には、いずれも最高級の調度品が揃そろえられてはいるが、決して華か美びではなかった。

　対する王が住む中央宮殿は、鮮あざやかな『富ふ貴き華か石せき』の彩いろに溢あふれていた。

　室内ばかりか、部屋を繫つなぐ回かい廊ろうの壁や天てん井じよう、公おおやけには使われない小部屋に至いたるまで、数百、数千という数の『富貴華石』がふんだんに使われていた。

　他国からやって来た者たちは、口々に賛さん美びを送り、目を眩くらませた。

　柱から窓枠ひとつに至るまで、精せい緻ちな細さい工くで飾られる中央宮殿へセラフィーナが赴おもむいたのは、今日で二度目だ。

　イヴァンの婚こん約やく者しやとしてアルダス王に紹介されて以来となる。

　ここに来る時には、細心の注意を払わなければならない。

　そこかしこに『富貴華石』があるここで、興味を惹ひかれてほんの少し壁に触ふれたが最後、宮殿が瓦が解かいしてしまうかもしれないからだ。

　王との接見は、私的な間である『レミントンの間』でおこなわれた。

『レミントンの間』は、華美ともとれる中央宮殿の中にあって、むしろ意外なほど質素な趣おもむきで、ほかの部屋にはふんだんに飾られている『富貴華石』が、ほとんど見当たらなかった。

　上かみ座ざに座る王の前に、イヴァンとセラフィーナは膝ひざをついて頭を下げる。

　普段は着用しない、金きん襴らんの長衣と足先まで隠れるドレスを纏まとったセラフィーナは、イヴァンより半歩下がった場所で、胸に手を当てた。

　視線は床へ向ける。許されるまで、直接王の姿を見ることは禁じられているためだ。

「父上におかれましては、ご健けん勝しようにて何よりです」

　イヴァンの声は、いつもと少し違っていた。

　緊きん張ちようしている、というふうではない。父に対する親しみや甘えといったやわらかな印象が少しもうかがえないのだ。

　父である前に一国の王に対しての接し方を見ているようで、それがセラフィーナには少し切ない。

　異母兄のアンドリューとは、あんなにも仲がいいのにと、密ひそやかな嘆たん息そくが零こぼれた。

「おまえも息そく災さいそうだな」

「はい、小さな病やまいひとつ得ておりません」

「何よりだ」

　アルダス王の声は、イヴァンと比べて少し高く、細かった。

「セラフィーナ・アランデル」

　顔を上げることを許されたセラフィーナは、伏せていた目を真まっ直すぐに上げた。

　アルダス・ハミルトン王。

　金色の髪と、薄紫色の瞳ひとみ。

　初めて拝はい謁えつした時、アンドリューが王似であることを知った。似ているというより瓜うり二つだ。

　御おん年とし四十三というが、アンドリューやイヴァンの兄にしか見えない。

　アルダスは、それほどに若く見える、美しい王──完かん璧ぺきなハミルティーナだった。

　アルダス王の影のごとく、ひっそりと背後に立つマキャナリー侯こう爵しやくの姿をも認める。セラフィーナは侯爵へ一瞬目を向け、すぐに王へと深く頭を下げた。
















　型どおりの挨あい拶さつを交かわすと、アルダス王は早そう々そうにイヴァンへと向き直った。

「それで、話したいこととは？」

「父上がお持ちであろう『本』をお貸しいただきたいのです」

「『本』。なんの本だ」

「書名は存じ上げません」

「それでは分からないだろう」

　アルダスの声はあくまでもやわらかい響ひびきをさせている。だがセラフィーナはそこに、王の微かすかな苛いら立だちを感じとった。

「この国の──ハミルトン王国の建国にまつわる『本』です。『富ふ貴き花か』、『富貴華石』、『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』について、正しいことが記されている『本』を、ぜひ読ませてください」

　王は一度、口を噤つぐんだ。

　薄紫色の瞳をわずかに細め、じっとイヴァンを見据える。

「それを読んでなんとする」

「古い『守護富貴華石』をすべて据え換えたあと、この国がどうなるのかを知りたいのです」

「この国の行ゆく末すえではなく、『咲かしの王』と『壊こわしの王』がどうなるのかを知りたいのではないか？」

　アルダスは、イヴァンからセラフィーナへとちらりと視線を注そそいだ。

　その言葉に、セラフィーナは小さく身を震ふるわせた。咄とつ嗟さにイヴァンに目を向けそうになり、それを堪こらえる。





『七つの地の華はなが砕くだけたとき』

『壊しの王の命をも奪うだろう』






『咲かしの王と壊しの王』という本の中に書かれた一節だ。

『守護富貴華石』を壊す時、セラフィーナの身は強い衝しよう撃げきを受けてしまう。

『守護富貴華石』が終末に近づいていればいるほど、セラフィーナが受ける衝撃もまた大きい。意識を失い、一度は息が止まることもあった。

　イヴァンはそれを厭いとい、一時はセラフィーナに『守護富貴華石』を破壊するなと命じた。

　痛みや苦しみは、セラフィーナにとっては些さ細さいなことだった。これまで厄やつ介かいでしかなかった、この『壊し手』を生かすことができる。そこにこそ、自みずからが生まれてきた意味があるのではないかと思えたのだ。

　だが今は、気き遣づかってくれるイヴァンの想いを蔑ないがしろにしたくないと思っている。

　大切に思ってくれるイヴァンを、セラフィーナも大切にしたい。

「俺は、この国とセラフィーナを救いたい。どちらかだけでは救ったことにはならない。──だから、父上」

「イヴァン、『ハミルティア識しき本ほん』はおまえに読ませるわけにはいかない」

『ハミルティア識本』。

　──それが、すべてのことが書かれた『本』……。

「なぜですか」

　イヴァンは、アルダスの返答に気け色しきばんだ。思わず立ち上がりかけ、だがそれをぐっと堪える。立つ代わりに、燃えるような眼まな差ざしで、父王を強く見据えた。

　アルダスは一瞬、その双そう眸ぼうに気け圧おされたように押し黙り、ふいと横を向いた。

「それはおまえがわたしではないからだよ」

「──」

「『ハミルティア識本』は王だけが読むことが許される本だ。おまえはもちろん、アンドリューにも今は読ませるわけにはいかない」

　イヴァンはぐっと唇くちびるを引き結んだが、黙だまりこみはしなかった。

「では父上、どうか教えていただきたい。手元にある本には、七つの地の『守護富貴華石』が砕けた時、『壊しの王』の命も奪われるとありました。それを回かい避ひする方法が、識本にあるのではないですか」

　片膝をついたまま、イヴァンは身を乗り出す。

　アルダスの目は一瞬イヴァンを捉とらえたが、すぐにまた視線を逸そらす。

「父上」

「……おまえに教えるつもりはない」

「それは教えたくても教えられないという意味ですか」

　アルダスは驚くことに、首を横に振った。

「わたしがおまえに教えたくないからだ」

　──え？

　聞き間違いではないかと、セラフィーナは王の前にありながら、イヴァンに顔を向けてしまった。

　イヴァンはカッと目を見開き、思わずといったようにその場から立ち上がった。

「おまえに教えたくない？」

　周囲で王を警けい護ごする近この衛え兵へいたちが進み入ろうとしたが、アルダスは勝手に立ち上がったイヴァンを諫いさめなかった。だがその代わり、白くなった頰ほおを強こわ張ばらせながら、王より高い位置にあるイヴァンの顔を見上げる。

「わたしはおまえにこの国を救えと命じたか？　打うち棄すてられた王家の花はな庭にわの手入れをし、『守護富貴花』を咲かせ、その手で古い『守護富貴華石』から新しい『守護富貴華石』に据え換えてくれ、と？　誰もそんなことは頼んでいない。おまえが勝手にやっていることだ。わたしはおまえを咎とがめないが、手を貸すつもりもない。わたしは知らない」

　イヴァンの足が、アルダスへと向かう。その瞳は激しい怒いかりを湛たたえていた。

「仮にも一国の頂いただきに立つ王が、ハミルトンの行く末を『知らない』なんて言うな！」

　摑つかみかかろうとするイヴァンの手を押さえたのは、マキャナリー侯爵だった。

「言葉が過ぎますよ、殿でん下か」

　イヴァンは激しくマキャナリーの手を振り払った。

「不ふ敬けい罪ざいで俺を牢ろうにでも入れるか」

　マキャナリーに一歩遅れてイヴァンを取り囲む近衛兵たちへ、鋭するどい視線を向ける。

　一いつ触しよく即そく発はつ、その場の空気が痛いほど張り詰める。

「さて、いかがされますか、王よ」

　アルダスはふいとそっぽを向いた。

　イヴァンが、ギリ、と歯を嚙かみしめる音が、セラフィーナにまで届く。

「陛へい下か」

　セラフィーナは思わず王を呼んだ。

「質問をお許しいただけますか？」

　アルダスはひっそりと眉まゆ根ねを寄せたが、構わないとうなずいた。

　セラフィーナもまた立ち上がり、イヴァンの隣へと並んだ。

「陛下は、イヴァン殿下が自らの手で育てられた『富貴花』をごらんになったことはございますか？」

　王はてっきりイヴァンの罪の軽減を願いでるものと思っていたようだ。軽く目を見開いて、セラフィーナを見据える。

「ごらんになっていないのでしたら、ぜひ、足をお運びください」

「行ってどうなる」

　セラフィーナはにこりと笑った。

「イヴァン殿下がお育てしている花庭は、もともとお后きさき様さまが愛めでていらした生花の庭だったとうかがいました」

　アルダスは微かに身を強張らせた。

「咲く花は違えど、お后様が愛された庭です。ですから陛下にもごらんいただけたら、と」

　イヴァンが丹たん精せい込めて『富貴花』を育てている姿を、王に見てほしかった。イヴァンのおこないは、今以上の地位を望んでいるからではない。

　セラフィーナは、イヴァンがハミルトン王国をどれほど大事に思っているかを、知ってほしかったのだ。

　アルダス王に、そこまでセラフィーナの意図が伝わったかどうかは分からない。だがセラフィーナの視線の先にいる王は、白い頰のまま目を伏せ、軽くため息をついた。

　クリフォード、と呼ぶ。

　名を呼ばれたマキャナリーは、無言のまま王へと目を向けた。

「王子の処分は必要ない」

　はい、とうなずいたマキャナリーは、周囲の近衛兵へ軽く手を上げた。兵たちはすぐに元の位置へと戻る。

「疲れた。部屋に戻る」

　王は立ち上がるともう何も言わず、イヴァンとセラフィーナを見ることもなく、その場から去っていってしまった。

　あとに続いたマキャナリーだけは、一度ふたりを振り返った。

「殿下、今後は気をつけられるがよろしいですよ。いつもセラフィーナ嬢じようが傍そばにおられるとは限らないのですから」

　ひんやりと冷たい声で、それだけを告げた。

　部屋に残ったのは、わずかな兵らとふたりのみだ。

「……イヴァン様」

　きつく唇を引き結び、眉根を寄せるイヴァンを、そっと覗のぞきこむ。

　その瞳の中には、燃えるような怒りと、強い哀あい切せつが浮かんでいた。

　その目を見た瞬間に、セラフィーナの心も痛みを覚える。

「戻りましょう、北の翼よく棟とうへ」

　イヴァンは、ふ、と肩かたから力を抜いた。セラフィーナを見る目に、険はもうない。

　イヴァンはうなずくと、熱くなった指で、セラフィーナの手首をそっと握にぎりしめた。










　驚かせたか、と部屋に戻ったイヴァンは苦笑を零した。

　セラフィーナの部屋には、今はふたりしかいない。王との謁えつ見けんを終えた主あるじたちを見て、彼らの従者と侍じ女じよは、何かあったのだとすぐに察したようだ。

　グレンは所用を済ませてきますと、パメラはお茶を用意してきますねとそれぞれ言い、ふたりだけにしてくれた。

　長なが椅い子すに腰かけた途と端たん、イヴァンはセラフィーナの膝に頭を落とした。

　金襴の長衣の上に、イヴァンの赤せき褐かつ色しよくの髪が散らばる。

　急な膝枕に、セラフィーナの鼓こ動どうが跳はね上がった。

「イ、イヴァン様」

「少しここで休ませろ」

「あ、はい」

　手はどこに置いたらいいのだろう、落ち着かない。

　慌あわてるセラフィーナを見上げ、イヴァンは悪戯いたずらっぽく笑った。

「手はここ」

　セラフィーナの手を取って、己おのれの頭の上にぽんと載のせる。

　初めて口づけを交わして以来、イヴァンは事あるごとに、あるいは何もなくとも、セラフィーナに触れてくる。

　最初こそ、触れられるたびに鼓動を速め、死んでしまいそうなどと口にしては、イヴァンを苦笑させていた。

　けれどそれが毎日続くようになると、確かにドキドキするけれど、それだけではなく、イヴァンの手が触れてくることを、いつの間にか望むようになった。

　触れてもらえて嬉うれしい。そしてイヴァンが許してくれるのならば、セラフィーナ自身も触れたいとまで思うようになっていた。

　セラフィーナはその思いのまま、イヴァンの赤い髪に指を潜くぐらせて、優しく梳すいた。

　くすぐったいのか、イヴァンは目を閉じたまま薄く笑った。そして片方の掌てのひらを上に向けて、セラフィーナに差し出す。セラフィーナは空あいている方の手を、イヴァンの掌に重ねた。

　イヴァンは指と指を絡からませ、握ったり離したりを繰くり返す。

「王はいつもあんな感じだ。己の国のことなのに、俺にはどうして父上があんなにも『守護富貴華石』に無関心なのか、まったく理解できない」

　国の行く末だけでなく俺のこともなと告つげる口く調ちようは、重いものではない。けれどその言葉は、セラフィーナの胸を切なさでいっぱいにする。

「父上の王位継けい承しよう権けんは第三位だったそうだ。王になるとは、本人も周囲もまったく思っていなかったらしい」

　ところが父王、第一王子、第二王子が相次いで亡なくなるという不幸が続き、甘やかされ放題だった末息子の現王が王位を継ついだのは十七の時だった。

　あまりにも若くして王となったアルダスは、国の頂に立つ栄えい誉よや誇ほこりより、戸と惑まどいや怯おびえの方が大きかったのだろう。王は政治に消極的で、宮廷の高官らにほとんど任まかせきりという状態だと、イヴァンは苦く言う。

　噂うわさを聞いたことはあるか、とイヴァンは問うてくる。

「宮殿内ではあまりにもたくさんの噂が囁ささやかれますから、何が本当で何が噓うそかわたしには分かりません」

「俺は王の子じゃない、という噂は？」

　セラフィーナは口ごもったが、正直にうなずいた。

「この、赤い髪と茶の瞳がな、似ているんだそうだ」

「……どなたに、ですか」

「母上の元婚約者に」

　指を潜らせているイヴァンの赤褐色の髪へと視線を落とす。

「元……」

「父上は、ほかに婚約者がいた母上を略りやく奪だつしたそうだ」

　今の父上からは考えられないがなと、イヴァンは苦笑する。

「母上の元婚約者はずいぶん前に死んだそうだし、母上も俺が五歳の時に身み罷まかられた。噂が本当かどうかは、当人たちしか分からない」

　分からないんだから、考えるだけ無む駄だということだ、とイヴァンは呟つぶやく。

「イヴァン様……」

　イヴァンは、父王とは似ても似つかないこの髪を厭いとうているのだろうか。

　美しい髪の色だと、セラフィーナは思う。

　まるで血の色だ、不ふ吉きつだと言う者もいるだろう。けれどセラフィーナには、この色は命の色のように見える。

　咲かしの王たるイヴァンに相応ふさわしい、生命力そのものを染そめ上げた美しい髪の色ではないか。

「わたしはイヴァン様の髪の色が好きです」

「……そうか？」

　イヴァンは薄く目を開け、セラフィーナを見上げてきた。

「はい。子どもを授さずかった時、その子がイヴァン様に似た赤い髪だったら嬉しいです」

　イヴァンの血を引く子は、きっと凜り々りしくて美しい子になるだろう。イヴァンにそっくりの赤ん坊を腕に抱く己を想像して、セラフィーナはにこりと微笑ほほえんだ。

　だがそう言った途端、イヴァンは目を丸くして、言葉に詰まったような顔をした。

「イヴァン様？　いかがされましたか？」

「……念のため訊きくが、どうやったら子が授かるか知っているか？」

　今度は、セラフィーナの方がきょとんと目を瞠みはる。

「閨ねやをともにすればよろしいのですよね？」

「閨で具体的に何をするか分かっているのか？」

　セラフィーナは目を瞬しばたたかせ、頭の中で、以前読んだものの本のページをつまぐった。

　だが該がい当とうする答えが見つからない。

　セラフィーナが読んだ本のどれもこれも、肝かん心じんのところで暗転してしまっていたのだ。

「ええと、……具体的に何をするのでしょう」

　ちょっと困って、首を傾げながら問うと、イヴァンは途端に噴ふき出した。

「イヴァン様？　あの……」

　イヴァンは、だと思った、と言いながらなおも笑い続ける。笑いながらセラフィーナの髪をひと房ふさ指に絡めると、優しい力で引いた。

　膝の上のイヴァンに近づく。

「つい最近まで接せつ吻ぷんのやり方すら知らなかったというのに、いつの間に閨のことを調べ上げたのかと思ったぞ」

　物知らずですみませんとしょげると、いまだにくすくす笑いながら、イヴァンはセラフィーナの膝の上で、仰あお向むけから横向きになった。

　セラフィーナの腹部に額ひたいを押し当て、両手を腰に回し抱きしめてくる。

「イ、イヴァン様……」

「おまえが俺の家族になるんだな」

　くぐもった低い声。だがセラフィーナの耳には、確かに聞こえた。

　急な接近に、脈みやく拍はくは上うわ擦ずりそうなほど速い。けれどその言葉の意味に気づいたセラフィーナは、鼓動を鎮しずめるようにそっと胸に手を当てると、はい、とうなずいた。

「家族になります、イヴァン様。たくさんの子を生なしましょう。赤い髪の子や金の髪の子を。賑にぎやかで楽しい家族を作りましょう」

　ふたりで、ともに。

　セラフィーナはそう言うと、再びイヴァンの髪を撫なでる。
















　そのためには、この国を破は滅めつから守らなければならない。

『ハミルティア識本』を読めないのは残念だし、王が何を考えているのか、セラフィーナには理解できない。何か、深い意味や思いがあるのかもしれないけれど。

　それでも、セラフィーナがすることはひとつだった。

　──『守護富貴華石』の据え換えを、イヴァン様とともに無事成功させる。

　今この国に住む大切なひとびとのためにも、これから生まれてくる未来の子のためにも。

「ともに、ゆきましょう」

　セラフィーナはそっとそう囁いた。
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　王家のひとびとは、結婚後も劇的に生活が変わるわけではないらしい。

　つい十日ほど前にアンドリュー第一王子と成婚の儀ぎを終えたヴァレリア姫の部屋は、結婚前と同じであり、普段の生活もさしたる変化はないという。

　セラフィーナは相変わらず、十日に一度は姫からお茶会に誘さそわれていた。

「わたくし、ほんの少しだけれど、ハミルトン王国の血が流れているの」

「え、そうなのですか？」

「ええ、わたくしのお祖ば母あ様さまが、当時のハミルトン王の妹だったのよ。とてもお優しいお祖母様でね、わたくしに、ハミルトン王国や『富貴花』のことをたくさん話して聞かせてくださったの」

　ヴァレリアは懐なつかしむように目を閉じた。

「でしたら、ヴァレリア様も『富貴花』を咲かせることができるのですね」

　ハミルトン王族の血に繫がる娘であれば『富貴花』を咲かせ、自らの手で『富貴華石』を収しゆう穫かくすることもできるのだ。

『富貴花』をこのうえなく愛してくれているヴァレリアのことだ。もし『富貴花』を咲かせることができたなら、お喜びになるのではないかと、セラフィーナはふと思いついてそう言った。

　だがヴァレリアは、きょとんと目を瞠った。

　いつもおっとり微笑むヴァレリアには珍めずらしい表情で、セラフィーナは妙なことを言ってしまっただろうかと首を傾げる。

「わたくし、土に触さわったことはありませんわ」

「え、そうなのですか？」

「エメリー宮殿は、宮殿内はもちろん、外庭も通路もすべて金属で覆おおわれているのです」

　セラフィーナとパメラは互いの顔を見合わせ、目を丸くしている。

「金属で……」

　国が違えば、自分が当然と思っていることもまったく違うことをセラフィーナは知る。

　俄が然ぜんエメリー国に興味を持ったセラフィーナは、さっそくヴァレリアに問いかけた。

「エメリー国は、どんな国なのですか？」

　ヴァレリアは思い出すように目を細め、外に続くサンルームへと視線を向けた。

「エメリーは工業の国。土ど壌じようが肥ひ沃よくではないので、木々の緑も花々もごく一部の地域でしか見られないの」

「緑も、花もないのですか」

　エメリー国から山ひとつ越えたところにあるアランデルは、領内の三分の二は森林で占められているというのに、かの国は自然が育ちづらい国なのかと、セラフィーナは目を瞠る。

「ハミルトン王国とは、まったく違うのですね」

「ええ、本当に。全然違うわ」

　うなずくヴァレリアを見るなり、セラフィーナはハッと口をつぐんだ。

　ヴァレリアの声が、これまで聞いたことがない響きを伴ともなっていたからだ。

「たくさんの工場から吐はき出される煙けむりによって、空はいつでも灰色。鉱こう物ぶつを掘ほり起こそうと山を削けずるから、余計に植物は育たない。──ハミルトンとは、本当に何もかも違う」

　かの国を思い出しているのだろう、ヴァレリアは手にしていた手巾ハンカチをきゅっと握りしめた。

　ヴァレリアの侍女はふたり、主に寄り添そうように、あるいは守るように左右に分かれると、床に跪ひざまずく。

　リリとシャシャを交互に見やったヴァレリアは、すぐににこりと微笑んだ。

「もちろん素す晴ばらしいところもたくさんありますわ。セラフィーナは、金属で作られたからくり人形を見たくはない？」

　ヴァレリアの明るい声に、セラフィーナはパッと破は顔がんした。

「はい、ぜひ！」

「では参りましょう」

「どこへですか？」

　ヴァレリアは、ふふ、と悪いた戯ずらっぽく笑った。

「わたくしの旦だん那な様さまのところへよ」
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　穹窿ドーム型がたの屋根の下、科学省内は見たこともないもので溢れ返っていた。

　金色のボディを持つそれは、頭と手足があった。

　形だけを見れば、ひとのようだ。ただし背せ丈たけは成人男性より頭五つ分は高く、関節にあたる部分には鋲びようが無数に打たれ、ギシギシと金属が軋きしむ音が聞こえてくる。

　頭であろう部分には、真しん紅くの丸いものがふたつついている。目を模もしているらしい。

　鼻や口はない。

　ボディ全体は、滑なめらかに研けん磨まされているものの、不ぶ格かつ好こうさは否いなめなかった。

　手は長く、膝ほどまでもある。脚あしは太くて、どっしりと自らの身体からだを支えていた。

　しかもその物体は、ただの置物ではなかった。

　ズシーン、ズシーン、と地響きをさせながら、歩いていたのだ。

　動くそれの背後に目をやれば、同様の物体がずらりと並んで立っていた。

　一、二、三……全部で十体以上もある。

「な……なんですかあれは──ッ!?」

　初めて見る得え体たいの知れないモノに、パメラは心底仰ぎよう天てんし、頓とん狂きような声をあげる。セラフィーナはといえば、その物体に目を奪われて、言葉もない。

　ようやく我に返ったセラフィーナは、その物体から目を離し、ヴァレリアを見た。

「ヴァレリア様、あれが金属でできたからくり人形ですか？」

「ええ、そうよ」

　ヴァレリアはにっこり笑う。だが背後にいたパメラは、「あれは人形とは言いませんよ、ええ、決して言いませんとも」と呟いている。

「素晴らしいですわ！　動力はなんなのでしょう、人形の内側に歯車があるのかしら。それともエメリー国にも『富ふ貴き華か虫ちゆう』のようなものがあるのかしら？」

　うずうずと手を伸ばしかけるセラフィーナの前を、巨大なからくり人形が通過する。

「セーラちゃーん！」

　からくり人形の背後から、聞き慣なれた声が聞こえた。

「……え」

　首を傾げるセラフィーナに、ひょいと顔を見せたのは、ハミルトン王国第一王子、アンドリューだ。

「アンドリュー殿下、からくり人形に乗っていらっしゃるのですか！　つまり操そう縦じゆうできるということですね!?」

「そう！　見て見て、すごいでしょう～！」

　アンドリューのはしゃぎっぷりはただごとではなかった。

　嬉しくてたまらないというように、頰を紅こう潮ちようさせている。

「ヴァレリアー、すごいよこれ！」

　喜ぶ夫を見上げるヴァレリアは、気に入っていただけてよかったですわとおっとり微笑んだ。

「エメリー国からアンドリュー殿下にと賜たまわったからくり人形ですわ。きっとお喜びくださると思っておりましたが、本当によかった」

　ほかのからくり人形にも科学省の研究員が乗っているが、動かすのは難しいのか、皆手を焼いているようだ。

　わーとかぎゃーとか、芳かんばしくない声が轟とどろいてくる。

　アンドリューただひとりが、床に置かれた実験途中のあれこれを蹴け飛とばし踏ふみつけながら、縦じゆう横おう無む尽じんに動いていた。

　おかげで、ただでさえ物が多く片付かなかった研究棟は、いまや足の踏み場もないほど散らかっている。だがそんなことには目もくれない研究棟の主は、ひとしきりからくり人形で遊ぶと、セラフィーナと妻の前に停とまった。停止方法も修得済みらしい。

「ヴァレリア、エメリー国はさすがだね、こんなすごいものを作れるんだ……！」

　興こう奮ふん冷さめやらぬアンドリューは、床に飛び下おりると、その勢いのままヴァレリアに手を伸ばし、ひょいと抱き上げた。そして高く持ち上げると、くるくるくるとその場で回り始めたのだ。

「あ……っ」

「アンドリュー様!?」

　からくり人形の背後を走り回ってふらふらのセスが、主の行為に仰天して慌てて諫めようとする。

「ア、アンドリュー殿下、目が回ってしまいますわ」

「はっ、ごめんごめんつい。はい」

　床に下ろすと、生まれてこの方こんな扱いをされたことなどなかったのだろう、ヴァレリアはふらりと倒れそうになる。

「わーごめんごめん」

　アンドリューが腰を支えると、ヴァレリアはふうと息をつき、頭を軽く押さえた。

　大丈夫？　と覗きこんでくる夫へ、ヴァレリアは苦笑した。

「大丈夫ですわ。こんなにも殿下に気に入っていただけたのですから、エメリー国の技術者も大たい層そう喜ぶことでしょう」

「うん、気に入った。でも実はね、ほんのちょっとだけ、物足りないところがあるんだ」

「まあ、どこですの？」

「顔！」

　アンドリューは、楕だ円えん形けいの頭部をピシッと指した。

「……顔、ですか？」

「そう。みんな同じ顔でしょう？　つまんないよねー？　名前だって付けたいし、だったら違う顔をしていた方がいいと思わない？」

　顔を挿すげ替かえても、エメリー国のひとたちは怒らないかなあ、と呟くアンドリューに、ヴァレリアは、ふふ、と微び笑しようを零した。

「構わないと思いますわ」

「そう？　じゃあ顔を変えちゃおっかなあ」

　アンドリューもまた、にっこり微笑む。

「以前エメリー国に行った時には、こういう人型のからくりなんて見かけなかったなあ。エメリー国の技術力の進歩はすごいね」

「まあ、殿下はいつエメリーにいらっしゃったのです？」

　わたくし、存じ上げておりませんわとヴァレリアは首を傾げた。

　アンドリューは、からくり人形のボディをコンコン、と叩たたく。

「だって君はまだ生まれてなかったもの。僕が二歳の頃かな。その時にたくさんのからくりを見て、僕も自分の国でいろんなものを作りたいと思うようになったんだー。……あ」

「『あ』？」

　突然の声に、ヴァレリアはどうしたのかと首を傾げた。

　アンドリューはからくり人形をじっくり見据え、そうしてその目をヴァレリアへと向けた。

「あー。……なるほど」

「……殿下？」

　常にないアンドリューのその眼差しを受け止めるヴァレリアの声に、わずかながら怪け訝げんそうな色が滲にじむ。だがアンドリューはすぐににっこり微笑んで、首を振った。

「なんでもないよー。忘れていたことを思い出しただけ。──あ、セラちゃん。これに乗りたくない？」

　ふたりが話す間、セラフィーナは巨大なからくり人形に、ぽぅ、と見み惚とれていたのだが、そんな誘ゆう惑わくを持ちかけられた途端、えっと目を丸くし、普段からは考えられないほどのスピードで、アンドリューに向き直った。

「よろしいのですか……!?」

「うん、もちろーん。面おも白しろいから、ぜひセラちゃんには乗って楽しんでもらいたいな」

「嬢様……！　先日の富貴華クッションの失敗をよもや忘れていないでしょうね！」

　絶対に落っこっちゃいますよ！　と慌てて止めるパメラを、セラフィーナは振り返った。

「もう一生乗れないかもしれないわ。これが最後かもしれないのよ。ぜひ乗りたいの！」

　その必死さに、パメラは言葉をのんだ。

「セラちゃん、こっちから乗るんだよ」

　からくり人形の背後には、ひとひとりが座って乗れるような操縦席コクピツトがあった。

「ここに足をかけて、上のぼって、操縦席に乗りこむ」

「は、い」

　期待に満ちた瞳でからくり人形を見上げ、セラフィーナがその背に掌を当てた次の瞬間──

　ピシッ。

　からくり人形に、ヒビが入った。

　そのヒビは瞬またたく間まにからくり人形全体に亀き裂れつを作り、音を立てて崩くずれ落ちる。

　大音響ののち、シン、とその場が静まり返った。

　研究棟の床に散らばるのは、からくり人形の残ざん骸がい。ただの金属片だった。

　セラフィーナは思わず口元を押さえ、その場に立ち竦む。

　──からくり人形が、壊れ……。

　まさか、と目を疑う。

　頭の中が真っ白になりながら、思わずアンドリューに顔を向ける。

　アンドリューは、床を見ていた。金属片となったからくり人形を。

　その目は見たこともないほど鋭く、セラフィーナはハッと全身を強張らせた。

「アンドリュー殿下……」

　エメリー国から賜った祝いの品を壊してしまったことに、目の前が真っ暗になる。

　ついさっきあんなにもはしゃいでいたアンドリューの、大切なからくり人形を壊してしまった。……この手が。

　セラフィーナの震える声に、アンドリューは、一度瞬まばたきをする。そしてセラフィーナに顔を向けた時には、すでにいつものアンドリューに戻っていた。

「セラちゃん、怪け我がはない？　破片でどこか切ったりしてない？」

「あ……だ、大丈夫、です」

　アンドリューはよかったと、にっこり笑った。

「怪我がなくて何より」

「あの、アンドリュー殿下、ヴァレリア様、本当にすみません……！」

　ふたりの結婚祝いにと贈おくられた品を、よりにもよって壊してしまうなど、どんな咎とがをも受け入れようと、深く頭を下げる。

「形あるものはいずれ壊れるのが必ひつ定じよう。そんなに謝らなくてもよくてよ」

　ヴァレリアが、穏おだやかな声こわ音ねでそう言ってくれる。

「まだ十体あるしね！　これだって組み立て直せば、また使えると思うよ」

　アンドリューもまた、セラフィーナの罪をごくあっさりと流してくれた。

　顔上げて！　と交互にふたりに言われたセラフィーナは、そろりと頭を上げた。

　目の前の夫婦は、どちらも笑っている。

　ふたりの鷹おう揚ようさに触れればなおのこと、申し訳なさを感じずにはいられない。

　けれどあまりにもセラフィーナがしょげていると、ふたりの気持ちも晴れまい。

「セーラちゃん、ほら！」

　ぽん、と肩を叩かれたセラフィーナは、ぐっと謝罪を飲みこんで、もう一度深く頭を下げた。
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　第六の聖堂──『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』が据すえられているトリシアは、宮きゆう殿でんから馬車でおおよそ七日間ほどかかる。

　一番遠いアランデル領の聖堂と同様に、距離があることから頻ひん繁ぱんには足を運べない場所だった。イヴァンもトリシアの聖堂には、一番目の『守護富貴華石』が暴走を始めた四年前から今日まで、数度しか来たことがないという。

　トリシアに向かうにあたり、イヴァンは以前と違い、わずかとはいえ護ご衛えいを連つれてきていた。

　いずれもマキャナリー侯こう爵しやく家けから借りてきた私兵だ。

『ウィルグレッドで殿でん下かを襲おそった残兵はまだいると考えた方がいいでしょう。殿下とグレンだけならば身軽に動いてもよろしいでしょうが、セラフィーナ嬢じようをお連れするのであれば、多少なりとも兵を随ずい従じゆうさせるべきかと』

　マキャナリー侯爵の言葉に、イヴァンは渋しぶ々しぶながらうなずいたという。

　御ぎよ者しやはグレンが務つとめ、箱馬車にはイヴァン、セラフィーナ、パメラが乗車する。その馬車の前後左右に、六人の騎き乗じようしたマキャナリーの私兵が随行していた。

「それで、それは？」

　セラフィーナの膝ひざの上に大切に置かれたポシェットに、イヴァンは首を傾かしげる。

　セラフィーナは、にこりと笑って、袋からひとつひとつ取り出し、膝に並べ置いた。

「この黒い飛礫つぶては、アンドリュー殿下から賜たまわったもので、『絶対に役立つ作品その二五六』です」

　こちらの細長い筒つつ状じようのものは、中に『富ふ貴き華か虫ちゆう』が入っているんです。息を吹きこんだら、途と端たんに飛び出して、相手に襲いかかるそうで、『絶対に役立つ作品その三〇八』です。こちらは……と、セラフィーナはいくつもの『敵てき撃げき退たいグッズ』を説明していく。

　そのほとんどが、アンドリューから渡されたものだ。

「なるべくイヴァン様の足手まといにならないよう、がんばりますね。もちろん何事もなく据すえ換かえが終われば一番いいのですが」

　トリシアへは、物もの見み遊ゆ山さんで向かうわけではない。

　セラフィーナはだが、イヴァンがともに『守護富貴華石』の据え換えに行こうと、そう言ってくれたことがとても嬉しかった。

　イヴァンは当初、セラフィーナとパメラのふたりはトリシアの領主に預け、自分たちだけで聖堂へと赴おもむき、安全確認をしようと考えていたらしい。

　そうしなかった理由を聞かされた時、セラフィーナの胸のうちは、ぽぅ、と熱くなった。

『仮面の者たちは、恐おそらくまた自分たちを待ち構えているだろう。だが離れれば、おまえが無ぶ事じか不安になる。ならばどれほどの危険が待ち受けていたとしても、俺の傍そばに置いて、俺の手で守る方がいい』

　イヴァンはそう言ったのだ。

『本にもあっただろう。『手と手をたずさえ、心を違たがえずひとつとなってともに歩むことで』とな。──俺たちはともに歩む』

　と。

　イヴァンの出したこの結論に、セラフィーナが否いなと言うはずもなかった。

　イヴァンが、自分と同じように思ってくれていることが嬉うれしかった。

　七日の旅を経へて到着したトリシアの森は、セラフィーナの故こ郷きよう、アランデル領にある宵よい裂ざきの森とよく似ていた。

　木々が密集していて、地面にまで光が届きにくい。

　隆りゆう起きした木の根が、馬車がこれ以上進むことを拒きよ絶ぜつしていた。

　そのため、途中からセラフィーナはイヴァンと、パメラはグレンと馬に乗って聖堂まで向かうことになった。

　馬上のひととなったセラフィーナは、興味深く高い場所から森を見回した。

　宵裂きの森には、たくさんの虫や動物がいたが、この森では、獣けものや鳥の鳴き声がまったくしなかった。

「ずいぶんと静かな森ですね」

　虫の音さえしないことが不ふ思し議ぎで、セラフィーナは背後のイヴァンを振り返った。

　と、その時、イヴァンの後方で、何かが光るのを見た。

「あ……ッ！」

　セラフィーナが叫さけんだのと、イヴァンがそれに気づいたのは、ほぼ同時だった。イヴァンは剣を抜きざま、何かを払った。だが次の瞬間、馬のいななきが耳をつんざく。

　ふたりが乗った馬が、いきなり前まえ肢あしを振り上げたのだ。

　あっ、と叫んだセラフィーナの背中が、イヴァンの胸にぎゅうと押しつけられる。

　イヴァンはセラフィーナとともに落ちないように踏ふん張ばり、手た綱づなを強く握にぎった。

　馬はいきなり走りだした。

「イヴァン様！」

「嬢じよう様さま──！」

　背後でグレンたちの声が聞こえてくるが、馬は止まろうとしない。

「イヴァン様、今、何かが……！」

　光った何かは、矢のように見えた。矢は馬に刺ささりそうになり、そこをイヴァンの剣が払ったのだ。だが矢が掠かすり、そのことに驚いた馬が暴ぼう走そうを始めたらしい。

　興こう奮ふんした馬はなかなか止まろうとせず、隆起の激しい木の根につまずきそうになりながら、なおも走り続ける。

　イヴァンの手綱さばきは見事なものだった。セラフィーナの腰を支えながらその手で手綱を握り、もう片方の手には抜いたままの剣を握っている。

「イヴァン様、聖堂です」

　折り重なるように生はえる木々の隙すき間まに、黒々とした石造りの聖堂が見える。

　目前に迫せまるトリシアの聖堂は、セラフィーナが初めて見た、エーヴリー島のものとよく似た形をしていた。

　聖堂が見えたことで、わずかに安あん堵どしたセラフィーナは、だが金属の扉とびらの前に、螺ら旋せん模も様ようの仮面を被かぶった者たちの姿を見つけてしまう。

　イヴァンが耳元で小さく舌打ちをするのが聞こえた。

　手に剣を持つ仮面の者たちは、少なく見積もっても二十人以上いるようだ。

　彼らは圧倒的多数の差にものを言わせてか、馬上のふたりに襲いかかってきた。

「セラフィーナ、なんでもいいから投げろ！」

「あ、はい！」

　アンドリューからもらった、『敵撃退グッズ』の存在を思い出したセラフィーナは、ポシェットに手を突っこむ。指先に触ふれた『絶対に役立つ作品その二五六』を取り出し、仮面の者たちへ投げつけた。

　だがセラフィーナのコントロールはイマイチだった。仮面の者たちに届くことなく、ぽとん、と地面に落ちてしまう。

「ああ、失敗！」

　ではこれはどうかしらと、吹き矢のような形の筒状のものに、空気をふぅっと吹きこんだ。

　筒の中に入っていた『富貴華虫』は、飛び出したかと思うと、仮面の者たちへ凄すさまじい勢いで飛んでいく。

「今度は成功です！」

　と、思ったのだが、実は失敗だった。

『富貴華虫』は標的を決めて飛ぶのではない。ただ飛ぶのだ。

　だから仮面の者たちだけでなく、セラフィーナたちにも襲いかかってきてしまう。

「アンドリューのやつ、使えない武器を寄よ越こしたな……！」

『富貴華虫』にぶつかられて、馬は混乱の極きわみにあった。悲鳴のようないななきをあげると、前肢を振り回し、ふたりを落とそうとする。

　それを堪こらえながらセラフィーナを抱かかえ、しかも敵と相あい対たいするのだ。イヴァンの負ふ担たんは相当なはずだった。

　セラフィーナもイヴァンの助けとなるよう、襲いかかってくる仮面の者たちを見据えた。

　目を逸そらさず、限界まで引きつけて、相手が剣が振り上げたその瞬間を狙ねらって、黒い飛礫つぶてを投げつける。当たった途端、飛礫から黒い粘ねん着ちやく液えきがドッと飛び散り、白地の仮面を真っ黒に染そめた。

「うわ……ッ！」

「あっ、当たりました！」

　いったい『絶対に役立つ作品その二五六』の中身はなんなのだろうか。

　仮面の者は悲痛な声をあげながら、地面でのた打ち回っている。

　思わず大丈夫ですかと言いたくなるほどの悶もん絶ぜつぶりだが、すぐに新あら手てが押し寄せてくる。

「イヴァン様！」

「殿下……っ」

　背後からグレンと護衛たちが走り寄ってくると、イヴァンとセラフィーナを守るように、馬の周りを取り囲んだ。

　仮面の者と護衛は一瞬見合うと、すぐに裂れつ帛ぱくとともに剣を切り結んだ。

　そこかしこで戦いが始まる。

　キン、と剣と剣が切り結ばれる鋭するどい音が、耳に痛い。

　護衛たちが合流したとはいえ、相手の数は多い。

　セラフィーナはできうる限りイヴァンの邪じや魔まにならないようにしながら、自みずからもアンドリューから授さずけられた武器を、仮面の者へ投げつける。

「……パメラ!?」

　敵味方入り乱れる中、セラフィーナの視界に、パメラが入った。

　パメラは顔を真っ青にしながらも、聖堂の扉に向かって走る。

　仮面の者たちはパメラの動きにはまるで気づかず、護衛たちとの戦いに無我夢中の様子だ。その隙すきを突いて、パメラは扉に掛けられたいくつもの錠じようを、ひとつずつ開けはじめた。

　鍵かぎはグレンが持っていたはずだがと、イヴァンの従者に目をやる。

　グレンはイヴァンのすぐ傍かたわらで剣を振るっていた。

「パメラさんが鍵を開けたら、おふたりは聖堂の中へ」

　イヴァンはグレンの声に、分かったとうなずいた。

「場所を空あけます。入り口まで馬で向かってください」

　グレンはふたりがかりで襲いかかってくる仮面の者を流れるような仕草で受け止め、押し戻し、ふたりが乗る馬の前を広げる。

　イヴァンは一気に扉まで進むと、馬を飛び下りるなり、追い縋すがる仮面の者をひと太た刀ちの下に地面へと沈しずめた。

　相変わらずの太刀さばきに、セラフィーナは目を瞠みはる。

「鍵、開きました！」

　パメラの声がその場に響ひびき渡った。

　イヴァンはセラフィーナを抱き寄せるようにして馬から下ろしてくれる。礼を言う間もなく、パメラの手で開けられた扉の先へ走った。

「嬢様、灯あかりです。持って行ってくださいな！」

　薄暗い聖堂に入るなり、『守護富貴華石』の甘い匂においが押し寄せ、キィキィという、『守護富貴華石』の声も微かすかに聞こえてくる。

　トリシアの聖堂は、外観だけでなく内部もエーヴリー島のそれとよく似ていた。

　角灯ランプひとつでは駆く逐ちくできない闇やみが延々と続いている。恐らく廊ろう下かの突き当たりに、『守護富貴華石』が安置されている部屋があるのだろう。

「パメラ、どうしたの!?」

　パメラから灯りを受け取り、走りだしたセラフィーナだが、当然ついてくると思った侍じ女じよは、まだ扉の前にいた。

「先に行っててください。扉が開かないようにしとかないと……。あ、あった！」

　パメラがゴソゴソしているのを振り返りながら、セラフィーナはイヴァンとともに走った。

　パメラとカシュカシュはすぐに合流してくる。

「何をしたの？」

「両開きの扉のノブに細さい工くを。これで少しは時間が稼かせげます」

「このどさくさによく考えついたな」

　感心したようにイヴァンが呟つぶやくと、

「お褒ほめの言葉をいただき、大変光栄なのですが、これはグレンさんの案です」

　息を切らしながらも、パメラは少し恥はずかしそうに笑った。

「最近パメラはグレンさんと仲が良いわね」

　パメラは最近、グレンを『クラウザーさん』と姓せいではなく、名前で呼んでいた。

　だがパメラは、セラフィーナの何げない言葉に、驚くくらい大きな声をあげた。

「べっ別に仲良くなんてないですよ……！　何言ってんですか嬢様！」

　裏返った声で必要以上に焦あせるパメラにセラフィーナはきょとんとし、イヴァンは苦笑した。

　三人と一匹は、奥を目指してひたすら走る。

　ドォン──！

　扉を力任まかせに開けようとしているのだろう、重い音が二度、三度と繰くり返される。

　振り返ってみても、すでにずいぶんと走っているから、入り口は闇に沈んでよく見えない。

　五度目の音で、扉が破られた。

「追え！」

「あっちだ！」

　開け放たれた扉から、何人も躍おどりこんでくる。同時に矢を番つがえ、弓を引く音が耳を打った。

　前方を走っていたイヴァンが、セラフィーナの手をぐいと引き、そのまま背中に庇かばわれる。

「頭を下げろ！」

　イヴァンの声に従って、すかさずセラフィーナはパメラとともに、その場にしゃがみこんだ。

　ビュウッと音を立てて、暗闇を切り裂さくように矢が飛んできた。

　矢が見えない……！

　背筋がゾッと震ふるえる。

「イヴァン様！」

　視界が利きかなくとも、イヴァンの剣の腕は冴さえていた。

　この暗闇の中、イヴァンは見事、矢を斬きり伏せたのだ。

「角灯ランプを置け！」

　矢は灯りを目指して飛んでくる。セラフィーナは即座に床に角灯を置いた。

　同時に三人と一匹は、その場から走りだす。

「……あっ！」

　と、セラフィーナの隣を走るパメラが、小さな悲鳴をあげた。

「パメラ……!?」

「な、なんでもないです。ちょっとチクッとしただけですから」

「矢が刺さったの!?」

「刺さってませんって。少し掠っただけですから！」

　パメラがいると思おぼしき方へ視線を向けるが、暗い聖堂内では、侍女の状態を見ることは叶かなわなかった。

　ただ、走る速度は落ちないし、足どりも軽快だ。

　心配だが、ここで止まるわけにはいかないし、たとえ止まったとしても、この暗さではパメラの様子を見ることはできない。

　セラフィーナはぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめ、拳こぶしも握りしめ、扉目指して走った。

「今回はずいぶんとしぶといな」

　イヴァンは苦々しく呟いた。

　やがて廊下の突き当たり、『守護富貴華石』が据えられている部屋に到着する。

「鍵を開けろ！」

「はい！　鍵、鍵……、ああああ～、鍵穴が見えません～ッ！」

　焦るパメラの声に、セラフィーナは何か自分にできることはないかと、頭を働かせた。

　セラフィーナはポシェットに手を入れて、ゴソゴソまさぐる。目的のものを取り出すと、えい、とできるだけ遠方へ投げつけた。

「な、なんだこれは……!?」

「うわ──！」

　敵の悲鳴交まじりの声が、ガランと広い聖堂に響き渡った。

「セラフィーナ？」

「富ふ貴き華かクッションを投げました。矢や剣先に当たればしぼんでしまいますが、少しでも時間が稼げれば、と」

　富貴華クッションは無限に広がるから、通路で通せんぼしてくれるだろう。

　セラフィーナは次ついで、座りこんで鍵、鍵、と呟くパメラの隣に腰を下おろした。

「落ち着いて、パメラ。イヴァン様、こちらの鍵はいくつですか？」

「三つだ」

　鍵を開けようとするふたりを守るように、イヴァンが前に立つ。

「ではパメラ、ひとつわたしに。パメラは上から、わたしは下から鍵を開けてみましょう」

「は、はい……！」

　鍵を受け取り、一番下にある錠を手に取る。鍵穴を探さぐり、鍵を差しこんだ。

　合わない。

　開かない～、とパメラの急せく声も上から聞こえてくる。

　セラフィーナが先に、真ん中の錠に鍵を差し入れると、

「開いたわ。パメラのは一番下ね。もうひとつを貸して」

「はい！」

　パメラがしゃがみこんで一番下の鍵を、セラフィーナは上の鍵を開けた。

「イヴァン様！」

　三人とカシュカシュは扉の先の部屋に飛びこんだ。

　むせ返るほどの甘い匂いがどっと押し寄せてくる。

　目の前に聳そびえるのは、『守護富貴華石』だ。

　天窓が、部屋に明るい光を呼びこんでいる。その光に照らされた、巨大な『守護富貴華石』は、威い容よう、といっていい。

　青黒くぬめるその巨岩を、セラフィーナは見上げた。

　と、『守護富貴華石』を照らす光のその先に、セラフィーナはひとの姿を認めた。

「イヴァン様、上に……！」

　呼び声は、果はたしてイヴァンに届いただろうか。

　天窓が音を立てて割られ、破は片へんがバラバラと落ちてくる。

「……ッ！」

　扉の前にいたパメラは無事だった。だが『守護富貴華石』の近くまで歩みを進めていたセラフィーナとイヴァンには、鋭い破片が容よう赦しやなく降ふり注そそいだ。

　思わず目を閉じたセラフィーナを救ってくれたのは、やはりイヴァンだった。

　腕を引き寄せられ、その胸のうちへと抱きこまれる。

　イヴァンの着けていた長衣に包まれ、セラフィーナの上へはひと欠片かけらすらも、破片は落ちてこなかった。

　痛みが少しもない。そう思った刹せつ那な、セラフィーナはハッと顔を上げた。

「イ、イヴァン様……」

　落ちてきた破片で傷つけたのだろう、こめかみから頰ほおにかけて、痛々しい傷があった。その傷から血が溢あふれ出している。

　流れ落ちる血を見た瞬間、セラフィーナは自分が傷を負おったような痛みを胸に覚える。

　血を拭ぬぐおうと、震える指先を伸ばす。だがセラフィーナが触れる前に、イヴァン自身がぐい、と無造作に傷口をこすった。

「大丈夫だな？」

「わたしよりイヴァン様が……！」

「たいした傷じゃない。気にするな」

　あまりにも無む頓とん着ちやくに言われたが、血は止まらず顎あごへと滴したたり、イヴァンの襟えり元もとを汚した。

　止血をしたいのに、天窓を割った者たちは、そんな暇いとまをセラフィーナに与えなかった。

　敵は上から縄なわを下ろし、そこから『守護富貴華石』の部屋へと侵しん入にゆうしてきたのだ。

　縄を伝ってやってくる仮面の者たちは、ひとりやふたりではない。

「嬢様、イヴァン殿下。ここは一度退ひくべきでは……」

　そう告つげるパメラの声もまた震えている。

　パメラの言うとおり、一旦退いて、改めて据え換えることこそが最良の策なのではないか。

　セラフィーナはイヴァンを見上げた。

　大地の色の、その澄すんだ瞳ひとみは、けれど決して諦あきらめてはいなかった。

　天てん井じようから降り注ぐ光を受け止め、眩まぶしいほどに輝いている。

「イヴァン・ハミルトン、セラフィーナ・アランデル。お命頂ちよう戴だいする」

　目の前に迫る仮面の者の数は六人。

　イヴァンのみであれば、あるいは勝機があるかもしれない。だがセラフィーナとパメラがこの場にいる限り、どうしても足を引っ張ってしまう。

　イヴァンが眉み間けんにぐっと力を込める。そしてひとつ息をついた。

「仕方がない。気は進まないが使うか」

　イヴァンは長衣の内側に手を突っこんだ。そしてその手を出しざま、上空へ放り投げた。

「カシュカシュ！」

　イヴァンが投げた『何か』を、その場にいた全員の目が追った。

［カシュー！］

　天井近くの梁はりに、いつの間に上のぼったのか、セラフィーナのペットがちょこんと座っていた。

　カシュカシュはイヴァンが放り投げたそれを見事キャッチした。両手で抱え、キャッキャッと喜んでいる。

　仮面の者たちの動きが、一瞬だけ止まった。その瞬間を、イヴァンは見み逃のがさなかった。

　再び懐ふところに手を突っこむと、今度はそれを自分と敵の間に投げつける。

　途端に、全員をすっぽり包みこむほどの網あみが、仮面の者たちを襲い、過あやまたず覆おおいこんだ。

「な……、なんだ……！」

「痛い──っ」

　網はどうやら頑がん丈じような鋼はがね製せいのようだ。中の者たちが暴れれば暴れるほど、容赦なく傷つける。

「イヴァン様、それは」

「アンドリューから渡された、『絶対役立つ作品その三二八』だそうだ。……まあ役立ったな」

［カシュー］

　見事陽動の役目を果たしたカシュカシュが、セラフィーナの腕の中に飛びこんできた。

　イヴァンが放り投げたものは、カシュカシュの大好物の甘い木の実だった。

　嬉しそうに木の実を頰張るカシュカシュを、セラフィーナはよくやったわねと抱きしめた。

「セラフィーナ」

　イヴァンが手を差し出す。その手は彼の血で汚れていたが、セラフィーナはためらわず掌てのひらを乗せた。

　安堵してクタクタと床に座りこむパメラと上じよう機き嫌げんのカシュカシュ、そして網に雁がん字じ搦がらめにされて身動きが取れない仮面の者たちの前で、セラフィーナとイヴァンは見事『守護富貴華石』の据え換えに成功した。
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　聖堂でセラフィーナたちを襲った輩やからたちは、一いつ旦たんトリシアの領主へと預けられた。

　領主は突然の第二王子の訪問に度ど肝ぎもを抜かしたが、仮面の者たちを即座に牢ろうへと叩たたき入れた。

　イヴァンのこめかみの傷も浅く、血止めの薬が効きくと、包ほう帯たいもいらないくらいでセラフィーナは胸を撫で下ろした。

　襲しゆう撃げきで命を奪われた者は、幸いにもいない。ただ重症ではないものの、ほとんどがどこかしら傷を負っていたため、セラフィーナたちは領主の城に一夜だけ世話になることになった。

　イヴァンが触れていてくれれば、古い『守護富貴華石』を壊こわす時にも痛みが半減する。

　これまでは触れた途端に意識を失ってばかりだったが、イヴァンのお陰かげでウィルグレッドの聖堂同様に、体調は悪くなかった。

　ひと晩休めば、ほぼ普段と変わらず動くことができるのは嬉しい。

　だが翌日、いつもはセラフィーナより早起きのパメラが、寝台から起き上がれずにいた。

　覗のぞきこんだパメラの顔は真っ赤で、苦しそうな呼吸を繰り返している。

「ひどい熱……。パメラ！」

　触れたパメラの額ひたいは、火に炙あぶられたように熱かった。

　まさか、と嫌いやな予感がセラフィーナの鼓こ動どうを押し上げる。

　トリシアの聖堂の暗闇の中で、パメラの腕を矢が掠った。

　矢は袖そでを切り裂きはしたが、肌はだにはほとんど触れなかったはずだ。

『守護富貴華石』の据え換えを終えたのちに、セラフィーナが自らの目で、掠り傷だったことを確かめたのに。

「パメラ、待っていて……！」

　セラフィーナは部屋を飛び出した。










　毒の種類が判明いたしました、とトリシア領主から遣つかわされた医術師が言った。

「ティネリラの根から抽ちゆう出しゆつされたものです」

「ティネリラ？　なんだそれは」

「この国では珍めずらしい植物です。致ち死しには至いたりませんし、今解げ毒どくすれば問題はありませんが、この状態が三日から五日続くと、その後解毒剤を処方しても、手足に痺しびれが残ることがございます」

　医術師はそこで言いよどんだ。

「実は、当領内には、解毒剤がございません」

　セラフィーナはハッと顔を強こわ張ばらせる。その場にいた者たちも同様だった。だがセラフィーナは、すぐに医術師に向き直った。

「ティネリラの根の毒でしたら、アランデルに解毒剤があります」

　アランデル領の宵裂きの森には、毒を持つ植物もあるが、同時に万能薬にもなる植物も生えていた。

　セラフィーナの父は、毒草と薬草を定期的に採さい集しゆうし、管理している。

　セラフィーナもまた、管理室にはよく足を運んだし、そこにあるすべての毒草とその解毒剤を覚えていた。

　医術師は、アランデルならば確かにございましょう、と深くうなずいた。

「グレン」

　イヴァンが、己の従者を呼んだ。

　普段から笑みを絶たやさないグレンの顔も、今は怖こわいほど表情がない。

「急ぎアランデル領に向かい、義ち父ち上うえから解毒剤をいただいてこい」

　グレンはうなずき、すぐに立ち上がった。

「待ま……っ、従者の貴方あなたが殿下のお傍から離れるなんてやめてくださいな！　あたしなら、嬢様と一緒に戻れます……！」

　熱で朦もう朧ろうとしているはずなのに、パメラは無理やり起き上がった。

　と、セラフィーナが止める前にグレンがパメラの肩をぐいと押し、ベッドへ寝かせて伸のしかかる。そしてさらに顔を近づけた。

「そのイヴァン様から命めいを受けたのです」

「で、ですけど……っ」
















「イヴァン様がわたしにアランデル領へ行くよう言った理由は三つあります」

　ひとつ、わたしは何度もアランデル領に行ったことがあります。当然近道も知っています。アランデル領まで、ここから馬車で三日かかりますが、わたしが早馬で行けば一日強で着くでしょう。わたし以上に速く馬を走らせることができる者は、そうはいません。

　ふたつ、わたしはアランデル領主……つまり貴女のご主人様と面識があります。ほかの者よりスムーズに面会が叶うでしょう。

「そして三つ目」

　グレンはそこで、口を噤つぐんだ。

「……な、なんですか」

　グレンは、微かに笑って首を振った。

「それは言わないでおきましょう」

　そう言って、パメラの額にキスを落とした。

　ちゅ、と軽かろやかな音を立てて、グレンは素す早ばやく起き上がる。

「では、行って参ります。イヴァン様、パメラさんの解毒を無事終えましたら、すぐに追いますゆえ」

　イヴァンは軽く頰を緩ゆるめ、ああ、とうなずいた。

　グレンは上衣を翻ひるがえし、あっという間に部屋から去って行く。

　セラフィーナがそろりと侍女を覗くと、真っ赤な顔のまま、茫ぼう然ぜん自じ失しつといった体ていだ。

「パメラ、グレンさんの帰りを待っていてね」

「……はい」

　ぐったりと寝台に沈んだパメラは、素す直なおにうなずいた。
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　怪我人を残し、一行はトリシアを出発した。

　グレンに代わって御者を務める護衛は、イヴァンの指示を受けて、最短で到着するべく、馬を走らせた。

　イヴァンがハミルトン宮きゆう殿でんに戻るのを急いだのは、トリシアの聖堂での襲撃が、これまでと異なっていたからだ。

　仮面の者たちは、明確にイヴァンとセラフィーナの命を狙っていた。

「命を頂戴する」

　と、確かに言ったのだ。

　己だけでなく、セラフィーナの命をも危険に晒さらさなければならない今の状況に、イヴァンは強い憤いきどおりを覚える。

　まずは、外よりも安全であろうハミルトン宮殿に少しでも早く戻り、セラフィーナの身の安全を確保したかった。

　ふたりの様子が常とは違うことに、聡さといペットは気づいているようだ。

　セラフィーナの手の甲に、己の小さな手を乗せ、一いつ生しよう懸けん命めいに主あるじの顔を見上げていた。

「……大丈夫よ、カシュカシュ。パメラは大丈夫」

［カシュー……］

　そう言いながらも、朝までパメラの不調に気づかなかった自身に、セラフィーナは落ちこんでいるようだった。

　イヴァンが苦痛の半分を引き受けたからといって、『壊し手』であるセラフィーナの負担が皆かい無むになるわけではない。昨夜は常と同様に、落ちるように深い眠りに就ついたのだろう。

　向かい合って座っていたが、イヴァンはセラフィーナの隣へ移動した。

「イヴァン様？」

　イヴァンは何も言わずに、セラフィーナの肩かたを引き寄せ、胸に抱きしめた。

　セラフィーナは一瞬だけ身を強張らせたが、すぐにその力を散らし、イヴァンに凭もたれかかってきた。

「あと一カ所だ」

「はい」

　うなずいたセラフィーナのこめかみに、イヴァンは唇を押し当てる。触れるなり震えて閉じられた瞼まぶたにも、キスを落とした。

　金色の長い睫まつ毛げ、滑なめらかで艶つややかな頰、花びらのようにやわらかな唇と、順に触れてゆく。

　セラフィーナはそのつど肩を震わせるが、少しも拒こばまず、さらに自らを委ゆだねるように身を寄せてきた。

　セラフィーナから寄せられる信頼を、イヴァンは決して損そこないたくない。

　ともにいればいるほど、セラフィーナを愛いとおしく思う。今この瞬間にも、そしてこれからも、命が潰ついえる瞬間まで、傍らにいたいと願う。

　常に笑っていてほしい。悲しい思いなど、欠片かけらも味わわせたくない。本当は痛みなど、髪一筋ほども感じてほしくない。

　──華はなは壊れる。

　本に書かれていたその文章は、ずっとイヴァンの頭にある。

　すべての『守護富貴華石』を据え換えたその時に、どんな明日が待っているのか……。

　だが不安に思うより、未来を信じたい。セラフィーナとともに生きていく未来を。

『守護富貴華石』の据え換えは、あと一カ所。

　ハミルトン宮殿の聖堂──そこで終わるのだ。

「据え換えが終わったら成婚の儀ぎだ。おまえの家族も皆みな来ていただくぞ」

　鼻先が触れ合うほど近くでそう囁ささやくと、セラフィーナはパッと目を開けた。

　その距離のなさにぎょっとしたようだが、頰を赤らめながら、小首を傾げる。

「終わったら、すぐ、ですか？」

　イヴァンは笑った。

「すぐだ。翌日でもいいぞ」

「翌日ですか？　では『守護富貴華石』の据え換え十日前には、父様へ手紙が到着していないと……十日間では旅の用意ができませんから、遅くとも十五日ほど前に連絡しなければ。あっ、ですが婚前の儀がございますから、翌日は無理ではないでしょうか」

　イヴァンの、冗談交じり、半なかば本気の提案に、セラフィーナは律りち儀ぎに答える。イヴァンはくすくすと笑みを零こぼした。

「では今のうちに逆算しておいてくれ。おまえの花嫁姿を最短で見られるように」

　その言葉を本気と取ったのだろう、セラフィーナは指を折って思案を始めた。

　どこの誰が『守護富貴華石』の据え換えを邪魔しようと、父王がイヴァンのおこないをどれほど厭いとうても、必ず成なし遂とげてみせよう。

　傍らに在ある最愛の少女と、生きて、ともに幸福となるために。




　だが、七日かかる行程を一日減らして戻ってきたハミルトン宮殿では、大変な騒さわぎが起こっていた。

　貴族の娘たちが大切に育てている『富ふ貴き花か』。そのほとんどが、一夜にして枯かれ果ててしまったのだ──。
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　新たな仮面の者らの襲しゆう来らいもなく、無事宮きゆう殿でんへと戻ったセラフィーナたちだったが、馬車を降おりるなり、使用人からアンドリュー殿でん下かの従者がお越しです、と告つげられた。

　私的な間である『サイラスの間』に入った途と端たん、長なが椅い子すに座っていたセスが跳はねるようにして立ち上がり、ふたりに走り寄ってくる。

　セスの顔色は真まっ青さおで、今にも倒れ伏しそうなほどだった。

「どうした」

　イヴァンはもちろん、セラフィーナも、その尋じん常じようではない様子に不安を覚える。

「イヴァン殿下、花はな庭にわが……、『富ふ貴き花か』が枯かれてしまいました……！」

　イヴァンとセラフィーナは、サッと顔を強こわ張ばらせた。

「各貴族が管理している花庭も、──イヴァン殿下の花庭も、です」

　イヴァンはその言葉を聞くなり、『サイラスの間』を飛び出した。セラフィーナもあとに続こうとし……だが振り返ったイヴァンに、ここにいろと言われ、進めた足先を咄とつ嗟さに止める。

『北の翼よく棟とうへ戻ったら、できるだけ外に出ないでくれ』

　馬車に揺ゆられている間、初日とハミルトン宮殿に到着する直前に、二度、言われたことだ。

　イヴァンが何を思ってそう告げたのか、セラフィーナも理解していた。

『北の翼棟と……そうだな、南の翼棟だったら大丈夫か』

　南の翼棟の主あるじをイヴァンは信頼しているのだろうし、もちろんセラフィーナも同様だ。

　トリシアの聖堂で襲おそってきた輩やからは、『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』だけでなく、ふたりの命をも狙ねらっていた。

　だからこそ、毒に侵おかされたパメラをトリシアに置いてきてまで、ハミルトン宮殿に戻ってくるのを急いだ。

　イヴァンは何よりも、セラフィーナの身の安全を優先してくれたのだ。

　危険な真ま似ねはしてほしくないと思ってくれていることは、充分に分かっている。

　役に立てない自分に歯は痒がゆい気持ちにもなるが、勝手に動くことで、逆にイヴァンの負ふ担たんになるような真似だけはしたくなかった。

「セラフィーナ様、よろしいでしょうか」

　行きたいが行けない、そんなセラフィーナの焦しよう燥そうを慮おもんぱかってくれたのか、呼びかけるセスの声はとても静かだった。

「あ、はい」

「花庭については、アンドリュー様も大変憂ゆう慮りよなさっておいでです。科学省がすでに動いておりますので、イヴァン殿下が仰おつしやるとおり、セラフィーナ様は宮殿でお待ちください」

「……分かりました。ではほかに、わたしにできることがあれば、なんでも言ってください」

　セスは、気弱そうな笑みを浮かべ、ええ、とうなずいた。

「アンドリュー様が、セラフィーナ様はそう仰られるだろうと予想しておいででしたよ。──こちらを」

　セスは、背の低い卓たくの上に置かれた紙の束たばと本を手に取ると、それを差し出した。

「こちらの紙には、図書室で盗まれた本の内容の詳しよう細さいが記しるされています。内容だけでなく、ページ数やどんな装そう丁ていなのかも」

　セラフィーナは礼を言って、紙をめくった。

　タイトル、総ページ、装丁、内容と、セスが言うように、とても丁てい寧ねいにまとめられている。

「そしてこちらですが」

　焦こげ茶ちや色いろの本の表紙はボロボロで、背の部分は細い紐ひもで綴とじられた古いタイプのものだ。

　──表紙にタイトルがないわ。

　かつてマキャナリー侯こう爵しやくから渡された一冊の本が脳のう裏りに浮かぶ。

　その本もまた、表紙にタイトルがなかったのだ。

「これは？」

「セラフィーナ様は、『ハミルティア識しき本ほん』をご存じでしょうか？」

　密ひそやかな声が告げた内容に、セラフィーナは大きく目を見開いた。

「え、……まさか」

　セラフィーナは慌あわてて本を見み下おろした。

「あっ、いえ……！　すみません、誤解させるようなことを申しまして」

「あ、『ハミルティア識本』ではないのですね」

「ところが、違う、とも言いきれないのです」

　どういう意味だろうと、セラフィーナは首を傾かしげた。

「セラフィーナ様は、『富貴花』や『富ふ貴き華か石せき』、ハミルトン王家、咲かしの王や壊しの王を扱った書物を読んでいくうちに、不ふ思し議ぎに思ったことはございませんか？」

「不思議に、ですか」

　セスははいとうなずくと、少し下がった眼鏡めがねを、ゆっくりと押し上げた。

「どうして数冊、数十冊にわたって、同じフレーズ、同じ内容が書かれるのだろう、と」

　そういえば、とセラフィーナはうなずいた。

「アンドリュー様は幼おさない頃から、『非効率ではないか、内容が同じならば一冊でいいのではないか』と思っておられたそうです。本を一冊作る労力は、並なみ大たい抵ていのものではありません」

「確かにそうですね」

「そこでアンドリュー様は発想の転てん換かんをされたのです。『もしかしたら一冊の本を元にして、テーマ別に新しい本を作っていったのではないか』と」

　セラフィーナは、あっと声をあげた。

　その推論は、素す直なおに納なつ得とくできる。

「アンドリュー様は、その『最初の一冊』が、陛へい下かだけが読むことのできる『ハミルティア識本』なのではないかと考えておられます。識本から作られた多くの本は、陛下以外の他者が読んでも差さし障さわりのない部分のみ写されたのだろう、と仰っていました」

「ですが、陛下のみが読むことのできる本を書き写すことができるのでしょうか？」

　疑問を投げかけると、セスは微苦笑を浮かべた。

「その『ハミルティア識本』の内容を記し、装丁をし、『本』を作った職人がおりますでしょう」

「あ、王様がおひとりで本を作るわけではありませんものね」

　最初の王が、文章を書き、綴とじて、表紙をつけて……という工こう程ていをおこなうさまを思い浮かべてしまう。

　まさか王様がそんなことはしないだろうと、すぐに思い直したが。

　セラフィーナの言い方がおかしかったのか、セスは口元を綻ほころばせてうなずいた。

「これも、アンドリュー様が仰ったことなのですが、この本は、現在陛下のお手元にある『ハミルティア識本』の元になったもの、あるいは元『ハミルティア識本』なのかもしれない。本としての体てい裁さいが危あやうくなってしまったために、陛下のお手元には装丁を改めた『ハミルティア識本』が渡ったのではないかと、アンドリュー様はお考えです」

　セスの説明を受けるうちに、セラフィーナは、己おのれが今手にしているのはとんでもない代しろ物ものなのではないかと、こくりと息をのんだ。

　──これを読めば、知りたかったことが分かるかもしれない……。

「中を見てもよろしいですか？」

「もちろんです。ですが、破損寸前ですので、お気をつけて」

　そっと、そぉっと、表紙をめくってみた。

「まあ……」

　セラフィーナは二度三度と瞬まばたきを繰くり返す。

「これはちょっと……、な、なんて書いてあるのかしら？」

　相当昔に作られた本なのだろう。紙は毛け羽ば立だち、文字は掠かすれている。

　しかも、これまでセラフィーナが見たことのない文字だったのだ。

「こう言ってしまうのは悔くやしいのですが……読めませんよね、それ」

　はあ、とセスはため息をつく。

　文官としての矜きよう持じが疼うずくのだろう。──文字が読めない、なんて。

「とっても個性的な文字ですね……！」

「個性的、……ま、まあ、そう、ですね」

　消しよう沈ちんしているセスとは反対に、セラフィーナは俄が然ぜんこの文字の『解読』に興味を覚えた。

「セスさん、この本をお貸しいただけますか？　わたし、読んでみたいのです」

　もちろん、そのつもりでお持ちしましたと、セスはうなずく。

「アンドリュー様もわたくしもこの本を読みこなすことはできませんでした。ですがこの本が真実『ハミルティア識本』ならば、これまで知り得なかった謎も、解くことができましょう」

　よろしくお願いいたします、とセスは頭を下げる。セラフィーナはうなずいた。

「ところでアンドリュー殿下は、何処いずこからこのような本を見つけられたのでしょう？」

　首を傾げるセラフィーナの前で、どうしたことかセスはぎくりと肩かたを震ふるわせた。

「さ、さあ……、わたくしにもそれは……」

　問うてはみたものの、セラフィーナは、この本の出所にはさほど興味がなかった。中身への関心の方が勝まさったからだ。

　突っこんでこないセラフィーナに、セスは安あん堵どしつつ拍ひよう子し抜ぬけしたような顔をしている。

　セスは最後に、これはイヴァン様とグレン、パメラさん以外には見せないでくださいと言い、北の翼棟をあとにした。

　セスを見送り、セラフィーナは紙の束と本を大事に抱かかえ、自室へと向かう。

　──これが今、自分にできること。

　花庭のことはもちろん、『守護富貴華石』はどうなるのか、不安が胸に渦うず巻まいている。

　もし、こんな時に古い『守護富貴華石』が暴ぼう走そうしたら……。

　想像しただけで、背筋がふるりと震える。

　いつも傍そばにいてくれる、心強いパメラもいない。

　けれど、思い悩んでも、何も解決しない。

　今自分ができることをしよう。

　早さつ速そく解読をするために、セラフィーナはそっと古い本を開いた。
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『富貴花』の花庭が、枯れた──。

　イヴァンは馬を乗り捨て、花庭へと駆け寄る。

「……ッ！」

　花庭は無残なありさまだった。

　トリシアの聖堂に向かう直前に見た花庭は、美しい葉を空に向けいっぱいに広げていたのに、今は灰色に変色し、地に触れんばかりに垂たれ下さがっている。

　茎くきも同様に、瑞みず々みずしく水分を湛たたえていたはずが、カサカサに乾かわききっていた。

　無意識のうちに拳こぶしを握にぎりしめ、花庭をじっと見み据すえる。

「……何が起こった」

　零こぼれ落ちた声は掠れている。

「殿下、イヴァン殿下ではございませんか……！」

　花庭の前に立ち竦すくんでいたイヴァンを呼ぶ、騒さわがしい声が耳を打った。

　ゆっくり振り返ると、新緑色の服を纏まとった男たちが数人、イヴァンへと駆け寄ってきた。

　科学省の者たちだ。

　老齢の者もいれば、イヴァンより若い者もいる。だがいずれも共通しているのは、皆アンドリューを熱烈に慕っている信者であることと、いつでも子どものように目をキラキラさせていることだ。

　いつだって希望に満ちていたその眼まな差ざしは、だが今は泣きそうに歪ゆがんでいる。

「ああ……ッ、イヴァン殿下、本当に申し訳ないことをいたしました！　わたくしめらがもっと花庭の警けい備びを厳しくしていればこのようなことには……」

　イヴァンの前に座りこむと、額ひたいを地面にこすりつけんばかりに謝罪する。

　イヴァンは驚いて、おい、と膝ひざをつく。

「なんだ、その花庭の警備っていうのは。俺はおまえたちにそんなことを頼んだ覚えはない」

　と言い終えた瞬間に悟さとった。

　恐おそらく留る守すの間、イヴァンの花庭はアンドリューの命めいによって守られていたのだ。

　科学省の者たちは、顔を伏せたままおいおい泣きはじめた。その、あまりにも盛せい大だいな嘆なげきっぷりに、イヴァンの方は逆に落ち着きを取り戻す。

「とりあえず泣きやんで顔を上げろ。詫わびはもういい。それより何があったのか、分かる限りでいいから話せ」

　すると科学省の者たちは、言われたとおり顔を上げた。そして涙に濡ぬれる瞳ひとみをひしと向けながら、膝でいざるようにしてイヴァンに接近してきた。

「なんとお心の広い……！」

「アンドリュー殿下の仰おおせのとおりだ！」

「イヴァン殿下～～～～！」

「うわ……！」

　一いつ斉せいに近寄られたイヴァンは、そのあまりのキラキラした目に押され、思わず立ち上がり、飛び退すさるようにして下がった。

　いつもそうなのだが、科学省の者たちは、わけの分からない親愛の情を寄せてくるから、戸と惑まどうばかりだ。

「……いいから立て。話を聞かせろ」

　再度言うと、全員がはい、とうなずいた。

　年長の者が代表して口を開く。

　昨夜何者かが宮殿内に侵しん入にゆうし、守しゆ衛えいたちに眠り薬を嗅かがせたうえで、花庭に白い粉を撒まいたのです、と告げた。

「眠り薬は霧きり状じようにしたうえで、守衛たちのいる場所に流したようです。彼らの証言によりますと、抗あらがいがたい眠気に襲われた、とのことです」

「花庭に撒かれた白い粉とは？」

　毒薬か何かかと、イヴァンの眉み間けんは、ぐっと寄せられた。だが驚くことに、科学省の者は首を横に振った。

「撒かれた白い粉は、成長促そく進しん剤ざいでした」

　イヴァンは、は？　と目を瞠みはる。

「成長促進剤？　なんだそれは。なんだってそんなものを花庭に撒いたんだ」

　科学省の者たちもまた、一様に首を捻ひねった。

　イヴァンは、亡なき母から受け継ついだ花庭に目をやった。

　枯れ果てた『富貴花』。

　焦あせりが再び、イヴァンの胸に押し寄せてくる。

　今は種を蒔まく時期ではない。仮に蒔いたとしても、芽が出るかどうかすらも分からない。

『守護富貴華石』の据え換かえは、あと一カ所で終わるのに、これでは次の『守護富貴華石』が収しゆう穫かくできるのはいつになるのか。

　最悪、不要なものを撒かれたこの地では、もう二度と『富貴花』は咲かないかもしれない。

　背筋に震えが走る。

　──このまま『富貴花』が……『守護富貴花』が咲かなくなったら。

　この国はどうなってしまうのか。

　ただ一度見た、『守護富貴華石』の暴走が脳裏を過よぎる。

『壊しの王』にしか壊せない、硬かたい『守護富貴華石』が形を失い、青黒いドロドロとした液体となり、津波のように大きく波打った。溶岩と化した『守護富貴華石』はすべてをのみこんで、島を覆おおいつくし……粉々に砕くだいた。

　聖堂のあった島は無数の石いし塊くれとなって、海に沈しずんでいったのだ。

　あの、悪夢のような現実に、再び見舞われるのか──。

　イヴァンは、残る一カ所となったハミルトン宮殿内の聖堂のある方角へと顔を向けた。

　一番近い場所にあるからこそ、最後に残した聖堂だった。

　トリシアの聖堂に向かう前に、ハミルトン宮殿内の『守護富貴華石』を確認し、まだもつだろうと判断したのだが、にわかに嫌いやな予感が湧わき上がってくる。

　見てこよう、と踵きびすを返すと、科学省のひとりが、あの、と遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

「なんだ」

「実は、貴族の娘たちの花庭で、騒そう動どうが起こっております」

「騒動？　なんの騒動だ」

「アランデル家の花庭だけが無事なのです。そのため他家から不ふ審しんの目を向けられているようです」

「──なんだって？」

「正確に申し上げますと、ほかにも無事な花庭はあります。ですがすべての『富貴花』がピンピンしているのは、アランデル家の花庭だけなのです」
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　まるで悪夢を見ているようだ。

　これまで心を込めて『富貴花』の花庭の世話をしてきた貴族の娘たちは、この荒こう涼りようたる風景に言葉を奪われた。

　呆ぼう然ぜんと立ち竦む娘もいた。

　自らの花庭に走り寄り、そのあまりの荒れように泣き伏す娘もいた。

　消沈は、やがて怒いかりへと変化した。

「どうしてあの家の『富貴花』は無事なの」

　ひとりの呟つぶやきは、その場にいた全員の疑問だった。

　青々とした葉を生おい茂しげらせ、美しく成長している『富貴花』は、一ひと株かぶも枯れていない。

　娘たちは重い足を引きずるようにして、『あの家』の花庭へと進む。

　見れば見るほど──憎にくらしい。

「どうして貴女あなたが育てた『富貴花』だけ枯れていないの、メリリース・アランデル……！」

　一番大きな花庭を預かる、ランス伯はく爵しやく家けの三女が金切り声をあげた。

　花庭の中で、ひとり雑草を抜いていたアランデル男だん爵しやく家けの次女、メリリースは、花庭を取り囲かこむようにやってきた貴族の娘たちに向かって、顔を上げた。

　そのひとりひとりに、真まっ直すぐな視線を当てた。

　静かな眼差しに、娘たちは、ふと押し黙だまる。

「分かりません」

　メリリースの声は抑よく揚ようもなく、それゆえ冷たく聞こえる。

　一瞬黙りこんだ娘たちは、その反応に一気に爆発した。

「分からないわけがないでしょう！　貴女の花庭だけじゃない、無事なのは！」

　ランス伯爵の娘はアランデル家の花庭に、足を踏ふみ入れようとした。

「入らないでください」

　メリリースの声は鋭するどく、娘に近づくと、手を摑つかんで花庭から引き離した。

「痛い……！」

「他家の花庭に足を踏み入れるのはルール違い反はんですよ、コレット・ランス」

「ルールも何もないじゃない。見なさいよ、ほかの花庭を！」

　ランス伯爵の娘は、怒りも露あらわに叫さけんだ。

「メチャクチャよ！　これで今季の『富貴花』は全ぜん滅めつだわ。『富貴華石』の収穫もできない！」

「わたくしが撒いた災わざわいではありません」

「だったらどうして貴女の花庭だけ……!?」

「わたくしには分かりません」

　小さなアランデル花庭の周囲には、もはや貴族の娘だけではなく、彼女たちの使用人や守衛、『富貴花』の学校の教師たちまでも集まって来ていた。

　枯れ草となった他家の花庭と比べ、アランデル花庭は苛いら立だちを募つのらせるほどまばゆく美しい。

　その、ほかの花庭とあまりにも違う様よう相そうに、守衛や教師らも、不審の目を向けずにはいられないようだった。

「不公平だわ。わたくしの花庭はあんなにも醜みにくく枯れ果ててしまったというのに……。おかしいじゃない。絶対におかしいわ！」

　ランス伯爵家の三女は涙声でそう叫ぶと、メリリースが摑んだ腕を振り払った。そしてドン、とメリリースを強く押しのけ、激げつ昂こうしたまま、アランデル花庭へと走る。

「コレット……！」

　暴走する伯爵家の娘の名を呼んだのは、制止かそれとも追つい随ずいしようとしたのか。

　彼女の五人の使用人もまた、アランデル花庭に足を踏み入れかけた。

「何をしている」

　アランデル家の花庭が踏み荒らされようとした、まさに直前、低い声がその場に響ひびいた。










　全員の視線が馬上のイヴァンへと向けられ、ハッと息をのむ音が聞こえてきた。

　彼ら彼女らは、第二王子を視界に映うつした瞬間に、全身を硬こう直ちよくさせる。

「何をしている、と訊きいた」

　声は、怒号ではなかった。むしろ静かで、だがだからこそ金かな縛しばりにあったかのように、皆身動きひとつできずにいる。

「──イヴァン殿下」

　表情が変わらないのは、メリリースだけだった。

　平素とまったく同じ顔で、王家への忠誠の証あかしとして、両手を重ねて胸に当て、頭を下げる。

　なぜここに第二王子が、と戸惑いと強い不安におろおろしていた周囲の者たちも、慌ててメリリース同様に、胸に手を当てた。

　イヴァンは一度、メリリースに視線を据えたあとで、ひらりと馬から飛び降りた。

「無事なのは、アランデル花庭だけ、というわけではないようだが」

　花庭をぐるりと見回してからイヴァンが声をかけた相手は、年配の女教師──ファーガソンだ。

　ファーガソンはカクカクとうなずいた。

「一株残らず無事なのはアランデル花庭のみですが、一部被害が及およんでいないものがミドルトン花庭とマーレイ花庭、ほかいくつかの花庭にございます」

「なぜそちらの花庭が無事なのか、その調査は？」

「そ、それは」

　イヴァンは静かな眼差しで、一同に等しく視線を配くばる。

「他家の花庭に足を踏み入れるなど、言ごん語ご道どう断だん。花庭を枯らそうとした輩と同じことをしようとしたのだと、おまえたちは理解しているのか」

　その声に、何人かがハッと息をのむ。

「足を踏み入れようとした者も、それを止めなかった者も等ひとしく罪人だ。分かっているのか」

　竦んでその場に棒立ちとなる者の中で、ひとりの娘がキッと面おもてを上げた。

「お、お言葉ですが、イヴァン殿下……！」

　コレット・ランスだった。

　なんだ、と見下ろすイヴァンの視線に身を強張らせつつも、ランス伯爵家の娘は唇くちびるを開く。

「この家の花庭だけすべて無事だなんて、不自然極きわまります……！　わたくしは、この家の者の仕し業わざに違いないと確信しております！」

　相手が王子であっても、コレットは引かなかった。頭に血が上のぼりきってしまっているのだ。

　真っ青になったのは、周囲にいた教師たちだった。

　なんの調べもつかないうちに、確信しているとコレットは言ってしまったのだ。

「コレット・ランス……ッ」

「わ、わたくしは間違っておりません！」

　もう退ひけない、ときつく拳を握りしめるコレットの前で、イヴァンはため息をついた。

　その時、イヴァン殿下～！、と宮殿の方から、わらわらとやってくる団体があった。

「イヴァン殿下もおいででしたか！」

　イヴァンの花庭にいた者たちとはまた違う、科学省の研究者たちだった。

「おお、皆様方、お揃そろいでございますね。よかった！」

　老いも若きも、科学省の面々はいずれもにこにこと笑みを浮かべている。

「な、なんですの。よかった、などと」

　教師ファーガソンが、この非常時にと、眉間にしわを寄せる。

「枯れた花庭と無事な花庭、その原因がなんとなく分かった感じなんですよー！」

　なんだその微妙な言い回しはと、皆が怪け訝げんな顔をする。

「ええとですねー、わたくしたちはまず、すべての花庭の土を余さず調べてみました。そこで分かりましたのは、枯れていない花庭の土には、少し違う成分が混ざっていたんですねー」

「違う成分？」

「はい、イヴァン殿下。その成分なんですけど、『富ふ貴き華か土ど』でした」

「『富貴華土』……って」

　教師ファーガソンが、恐る恐るというようにアランデル花庭を見やった。

「アランデル家の長子であり、現花庭の管理人メリリースさんのお姉様でもある、セラフィーナ・アランデル様が『富貴花』から作られたものでございますよ」

　そういえば、と花庭の守衛長が、瑞々しく葉を広げている花庭に目を向ける。

「『富貴花』が無事なのは、あのドロドロの土もどきが侵入した花庭ばかりだな」

　立派な体格の守衛長が、思い出したようにそう呟く。

　あの臭においは凄すさまじかったと、守衛長は苦笑いしている。

　科学省の者たちが、そうそうそうですと一いつ斉せいにうなずくのを見て、貴族の娘のうちのひとりが、そろそろと手を上げた。

「では、あの、メリリースさんのお姉様が作られた……『富貴華土』といいますの？　それが撒かれた土ならば無事だったと、そういうことですか？」

「そうそうそうです。多分！」

　自信たっぷりにうなずきながら、最後に多分をつける科学省の者たちに、皆再び微妙な顔をする。

「そもそも『富貴華土』は名前のとおり、『富貴花』からできたものですから、花庭に拒きよ絶ぜつされることなくちゃんと馴な染じんだのでしょうねー」

「『富貴華土』は、希き釈しやくすれば薬にもなるし、肥ひ料りようにもなるし、なんとも素す晴ばらしいものです。大丈夫だった花庭の土は、『富貴華土』をすでに撒かれていたことで、耐性がついたのでしょう。だから余分なもの──成長促進剤を撒かれても枯れなかった」

「やー、すごいですよ『富貴華土』。あの臭いには鼻が曲まがりそうですけれど！」

　あははと笑う研究者たちの言葉を聞くにつれ、貴族の娘たちは、そわそわと次第に落ち着きをなくしていった。

「あの、その『富貴華土』はどこにあるんですの」

「科学省にたくさんございますよ。欲しい方がいらっしゃったら、無料でお配りいたします」

「わ、わたくしいただきたいですわ」

　ひとりがそう言うなり、イヴァンへの礼も早そう々そうに、そそくさとその場から早足で歩きだす。ひとり離れれば、我も我もと慌てて続く。

　すでに枯れてしまったのだから、いまさら『富貴華土』を撒いても無む駄だかもしれない。だが一いち縷るの望みをかけて、貴族の娘たちは、科学省へと向かうのだった。

　だがそこに、ふたりだけ貴族の娘が残った。

　メリリースとコレットだ。

　犯人をメリリースと断言したコレットは、もしかしたら己の花庭を救うかもしれない『富貴華土』が、よりにもよってアランデル家の長女が作ったものであることに、言葉を失っていた。

　自分も科学省に行きたい、けれどメリリースの前で『富貴華土』が欲しいとは、口が裂さけても言えない、とばかりに、ぎゅうとドレスを握っている。

「行かないのですか、コレットさん」

　だが、そう告げたのは糾きゆう弾だんされたメリリース本人だった。

　コレットはぐっと唇を嚙かみしめる。

「い、行きませんわ」

　強情に首を振るコレットへ、メリリースはふうとため息をつく。

「わたくしは他家の花庭がどうなろうと別に構いませんが、もしかしたら生き返るかもしれないのに、その努力を怠おこたろうとするのは、莫ば迦か者ものがすることだと思いますわ」

「ば、莫迦ですって……!?」

「莫迦でないのなら阿あ呆ほうですかしら。──謝罪を」

　ひく、とコレットの喉のどが震える。

「わたくしを犯人扱いしたことに対し、謝罪をしてください」

　メリリースの表情は、やはり能面のように感情が浮かんでいない。

　コレットは悔しそうに頰ほおを歪めながらも、ごめんなさいと頭を下げた。

「謝罪を受け入れます」

　あまりにもメリリースがあっさりと言ったものだから、コレットは一瞬、何を告げられたのか理解できなかったようだ。

　ぽかんとメリリースを見るコレットへ、素そっ気けなく告げる。

「『富貴華土』を取りに行ったらいかがですか。姉が作った『富貴華土』は大量にあるようですが、なくならないとはいえません。貴女の家の花庭は格別に広いのですから、たくさんの『富貴華土』が必要になるのでは？」

　コレットはその言葉で、自分の暴言は許されたのだと悟ったのだろう、跳ねるように科学省へと走って行った。

　その様子を黙って見ていたイヴァンへ、メリリースは向き直る。

　イヴァンはメリリースと一度アランデル領で会ってはいるものの、こうしてマジマジと顔を見るのは初めてだ。

　セラフィーナとよく似ているが、目元が少しきつく、ばっさり切った短髪が潔いさぎよい。

　メリリースはじっとイヴァンを見つめ、そうして深く頭を下げた。

「お助けいただきました。殿下のお声がなければ、花庭に侵入されていたことでしょう」

「いや」

　礼には及ばないと、イヴァンは首を振る。

「花庭が無事でしたのも、姉様のお陰かげです。手紙もしたためますが、イヴァン殿下からも感謝しているとお伝えいただけましたらありがたく存じます」

「伝えておこう」

　メリリースは、再度頭を下げた。

「イヴァン殿下、ここで拝はい謁えつできましたのも何かの導みちびきによるものかもしれません。ひとつ申し上げておきたいことがございます」

「なんだ？」

「わたくし、イヴァン殿下に姉は渡しません」

　メリリースは真っ直ぐイヴァンを見据えると、きっぱりと言い放った。

「──」

　イヴァンばかりか、周りにいた者たちも目を丸くしている。

「わたくし、この世で最上たる『富貴華石』を収穫してみせます。そしてそれを持ってイヴァン殿下のもとへ参上いたしましょう。そうして姉の身柄と『富貴華石』を交換していただきます」

　どういう意味だと困こん惑わくしていたイヴァンだったが、ふいにメリリースの想いを悟った。

　──『富貴華石』の代金代わりにと申し出た婚こん約やくだったからか。

　恐らくセラフィーナは、イヴァンとの馴なれ初そめをすべて家族へ話して聞かせたのだろう。

　壊した『富貴華石』の代わりに婚約者になれ。

　確かにイヴァンは、セラフィーナと初めて言葉を交かわした時に、そう命令した。

　今でもセラフィーナは『富貴華石』の代わりと思っているのであろう、メリリースは、唇を引きしめ、その瞳にはうっすらと敵意すら滲にじんでいた。

　大好きな姉が、モノの代わりに嫁に行くことが、この娘には我が慢まんならないのだ。

　メリリースの不ふ遜そんな物言いに、教師の方が慌てふためいている。だがイヴァンは笑みを浮かべると、一歩メリリースに近づいた。

「悪いがどれほど価値ある『富貴華石』を差し出されても、セラフィーナと交換はしない」

　うっすらと、メリリースの目が見開かれた。

　ほんのわずかな変化だが、これでも驚いているらしい。

　イヴァンはなおも笑みを深めた。

「もちろん『富貴華石』だけでなく、この世の財をすべて目の前に積つまれても、だ」

　セラフィーナは何物にも代えがたい、唯ゆい一いつのひとなのだから。

　言葉にはしなかったそれを、メリリースは悟ったようだ。

　微かすかに眉まゆ根ねを寄せ、戸惑うような、悔しいような顔をしてみせた。

　──セラフィーナは愛されているな。

　家族全員から、湯水のごとく愛情を受けて育ったのだろう。

　だからこそのあの気き性しようかと、イヴァンは目を細めた。

　自らとはかけ離れた境きよう遇ぐうで過ごしてきた婚約者を、些いささかながらうらやましいという思いが湧き上がる反面、そんなセラフィーナと添いとげられることを今こん生じようの幸いと思う。

「イヴァン殿下にとって、わたくしの姉は、誰もが欲しがる最上の宝以上の存在だと、そう仰るのですか」

　姉が幸福になるためには、そこのところは絶対に確認しておかねばとばかりの、メリリースの問いだった。

　この場でその答えを口にしろというのかと、イヴァンは苦笑した。

　いまだここに残る者たちは、イヴァンへの不ふ敬けいを気にするより、王子が語る愛の言葉を聞こうと、耳を欹そばだてているありさまだ。ことに、科学省の者たちときたら、あからさまに期待する顔をしている。

　ここで語る言葉は、一言一句漏もれなくアンドリューに伝わるかと思うとげんなりするが、未来の妹となる娘は一歩も引かず、イヴァンを見据え続けている。

「メリリース・アランデル」

「はい」

　姉よりなお青い瞳から目を逸そらさず、イヴァンは笑った。

　暴ぼう虐ぎやく王子と噂うわさされる男が浮かべるものとは思えない笑みに、周囲の者は目の錯さつ覚かくか白昼夢かと、忙せわしなく瞬まばたきを繰り返した。

「そういうことは、セラフィーナ以外に聞かせるつもりはない」

　言外にそうだとうなずきつつ、メリリースが求める決定的な答えは言わない。

　メリリースは一度、瞬きをした。そうしてしばし、思案を巡めぐらせるように黙りこむと、次の瞬間にはあっさり分かりましたとうなずいた。

「では姉へきちんと告げてくださいませ。わたくしも手紙にしたためておきましょう」

「……うん？」

「『殿下はこの世のすべての財より姉様を愛しているとのことです』と」

　メリリースはそう言うと、ちらりと笑ってみせる。

　イヴァンは言葉を失い……、髪をかきあげてそっぽを向いた。
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　件くだんの本は、未知の文字のように、セラフィーナの目に映った。

　セラフィーナはペンとインク、紙を用意すると、本の文字をひとつずつ真似をして書き出してみる。

　そうしてみて分かったのだが、同じ文字がひとつもないのだ。こんなにも法則性がない文字を、セラフィーナは見たことがなかった。

「何か取っかかりはないかしら」

　だがアンドリューやセスすらも、読めないと匙さじを投げた文字の羅ら列れつは難物だった。

　ぐにゃぐにゃとのたくった文字をじっと見つめていると、目が回ってくる。

「うーん……」

　根気のあるセラフィーナだが、難しいわとため息をついた。

　こんな時、傍にパメラがいてくれたら、気持ちを解ほぐしてくれるようなひと言を、すかさず言ってくれるだろう。

　けれどパメラもグレンも、トリシアから戻ってきていない。

　きっと無事だと信じているが、直接顔が見られない今、不安がまったくないとはいえない。

　しかも『富貴花』の花庭が大変なことになっているのだ。

『富貴花』の花庭のことを考えると、セラフィーナは強い焦燥感に囚とらわれる。

「……イヴァン様の花庭まで枯れてしまったなんて」

　何者かが成長促進剤を撒いたためだと聞いている。

　セラフィーナが作り出した『富貴華土』が撒かれた花庭は枯れずに済んだとも。

　イヴァンも貴族の娘たちも、枯れた花庭に『富貴華土』を撒いたという。

　カサカサに枯れた『富貴花』が持ち直すとは思えないが、とイヴァンは言っていた。だが万が一ということもあるし、新しい種を蒔く前に、できることはすべて確かめたいとも聞いている。

　自分が作った『富貴華土』が役に立てばいい。

　花庭が持ち直せばいい。

「それにしても、いったい誰が花庭に成長促進剤を撒いたのかしら」

　仮面の者たちと関係があるのかしらと、セラフィーナは首を傾げる。

　まさにそれを確認するために、イヴァンは今日、マキャナリー侯爵のもとへ──中央宮殿へと向かっていた。

　仮面の者たちの探たん索さくは、現在マキャナリーがおこなっているからだ。

　何かひとつでもいいから、分からないことが明らかになればいいのにと、セラフィーナは思わずにはいられなかった。

［カシュー？］

　先刻からため息の多い主あるじを、カシュカシュが首を傾げて覗のぞきこんでくる。

「なんでもないわ、カシュカシュ」

　カシュカシュの背を撫なでると、気持ち良さそうに目を細める。

「少し動きましょうか。もしかしたら解読できるいい案が浮かぶかもしれないわ」

［カシュー］

　立ち上がったセラフィーナに飛びつこうとしたカシュカシュの後ろ肢あしが、コツン、とインクの入った瓶びんにぶつかった。

　漆しつ黒こくのインクが卓に零れ、大切な本にドッとかかってしまった。

「ああ！」

　セラフィーナは思わず叫び声をあげ、慌てて本を持ち上げた。

　だが時すでに遅し、開いていたページの半分強が、真っ黒に染そまっていた。

「どうしましょう……」

　呆然とセラフィーナは呟き……だがあらためて本を見た時、ふ、と目に留とまるものがあった。

「……何かしら」

　セラフィーナはじっと見つめ、そうしてそのページを慎しん重ちように、日の光に透すかしてみた。

　黒一色のページの中に、なお黒く浮かぶ文字──。

　のたくっている線の余計な部分は零れたインクに消えて、端たん正せいな文字が並んでいた。

　恐らく最初に書かれた文字と、そのあとで足された線のインクが異なるのだろう。

　本を破は棄きする前に、他者に読まれないように線を書き加えたのかもしれない。





　咲かしの王たるは、炎と大地の色を纏まとい

　枯らしの王たるは、光と水の色を纏う






　そう読めた。

『枯らしの王』は『壊しの王』の古い表現だと、以前ヴァレリアから聞いたことを思い出す。

「……カシュカシュ」

［カシュー……］

　肢先を黒く染め、しょんぼりするカシュカシュを、セラフィーナは抱きしめた。

「すごいわカシュカシュ、読めるわ！」

［カキュー？］

　インクで汚れたカシュカシュの肉球が頰に押し当てられるが、気にせずきゅっと抱きしめる。

「ではさっそく」

　インクをぶちまけようとし……すんでのところで、その手を止める。

「いけないわ。まずはアンドリュー殿下に、お断りしてからにしましょう」

　いくら読むためとはいえ、持ち主に断りもなく、本を真っ黒にするのは憚はばかられた。

　セラフィーナは本を抱えると踵を返す。

「セラフィーナ様？」

　まあまあお顔がインクまみれですわ、と走り寄ってきたのは、イヴァンがつけてくれた侍じ女じよのひとりだ。

　肉球の形の汚れを拭ぬぐってくれる侍女へ礼を言うのもそこそこに、

「これから南の翼棟へ参ります」

　北の翼棟からなるべく出るなとイヴァンから言われているが、南の翼棟に行くのは許されている。

　では、馬車の用意をいたしますね、と侍女はさっそく手配をしてくれた。

　侍女はともに参りますと言ってくれたが、すぐに戻りますからと断る。

「カシュカシュも来る？　アンドリュー殿下に会いに行くのだけれど」

『アンドリュー』と聞いただけで、カシュカシュは部屋の隅すみに逃げてしまった。

　相変わらずカシュカシュは、アンドリューが苦手らしい。

「では、お留守番をしていてね」

　セラフィーナはくすりと笑うと、ただひとり、南の翼棟へ向かった。
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「侯こう爵しやくはいるか」

「いらっしゃいますが、今しばらくお待ちいただけませんでしょうか」

　部屋には陛へい下かが、と護ご衛えい士しが言うが、イヴァンはマキャナリー侯爵の執しつ務む室しつの扉とびらを無む造ぞう作さに開け放った。

「失礼する」

　護衛の言うとおり、部屋にはふたりの姿があった。

　イヴァンを見るなり、マキャナリーはうっすら目を細め、父王はふと黙だまりこむ。

「無ぶ礼れいをお許しください。王と侯爵が揃そろっていれば、いろいろ訊たずねやすいと、気が急せきました」

　王へ挨あい拶さつをした──膝ひざをつき深く頭こうべを垂たれた──あとで、イヴァンは立ち上がった。

「──騒さわがしい。何を訊ききたいのだ」

　王は不快そうに、わずかに眉まゆ根ねを寄せる。

「『富ふ貴き花か』の花はな庭にわが枯かれました。報告は受けているかと思いますが」

　ああ、と素そっ気けなくうなずく。

「『守しゆ護ご富ふ貴き花か』が咲く花庭もです」

「……」

「──父上、『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』の据すえ換かえはあと一カ所です。ですがこのまま『守護富貴華石』が収しゆう穫かくできなければ、ハミルトン王国は暴ぼう走そうした古い『守護富貴華石』にのみこまれてしまいます。近いうちに、必ず。この危機においてもなお、父上は何もなさらないのですか」

　アルダス王の表情が、ぴくりと動く。だが、それでも言葉はなかった。

「父上はこの国を……この国で暮くらす人民をどうしたいのですか」

「どうしようとわたしの勝手だ──と言えばおまえは満足か」

　ひっそりと、アルダス王は呟つぶやいた。

　憤いきどおりは胸のうちを渦うず巻まいている。だがそれをそのまま王へぶちまけても、気が晴れるのは一瞬だけだ。それではなんの解決にもならない。

　イヴァンはぐっと拳こぶしを握にぎりながらも、根気強く、父王の言葉を待った。

　アンドリューとよく似た、けれど生気の薄い薄紫色の双そう眸ぼうをじっと見据える。王は刹せつ那な、イヴァンの視線を受け止めたが、すぐにふいと横を向いた。

「ではわたしもおまえに問おう。もし」

　アルダス王は、一度口を噤つぐんだ。

「国を救うために、自身と愛する者の命を差し出せと言われたならどうする」

「……今、なんと？」

　細く掠かすれる王の声は聞きづらく、イヴァンの耳に切れ切れにしか届かなかった。

「……以前にも言ったはずだ。わたしはおまえに、『守護富貴華石』の据え換えを望んでなどいないことを」

「それはつまり、この国が瓦が解かいしても構わないと、そうお考えなのですか」

「そうわたしが考えていると思っても構わぬ」

　──これほど言葉を尽つくしても、王には届かない。

　疎うとむのなら好きなだけ疎めばいい。だがイヴァンを疎むことと、この国の王に相応ふさわしいおこないをすることとは別ではないか。

　この国が壊こわれてもいい、だなんて、なぜ簡単に言えるのか。

　イヴァンは長く息をついた。握った拳と同じほどに、瞼まぶたに力を込めて目を閉じる。

　諦てい観かんは、だが一瞬だった。

　王がこの国を、そこに住むひとびとを捨てたとしても、イヴァンは諦あきらめたくはない。

　──壊したくない。

「侯爵」

　声は掠れていたが、はっきりと相手に聞こえたようだ。マキャナリーは粛しゆく々しゆくと頭を下げた。

「仮面の者らの首謀者の探たん索さくはどうなっている」

　マキャナリーは、ちらりと王を見、だがすぐにイヴァンの問いに答えた。

「──いまだ判明しておりません」

　そうか、とイヴァンはうなずいた。

　仮面の者らの調べがついていても、マキャナリーはそれを告げないだろう。少なくとも、王の前では。

　ここにいても情報は得られない。

　イヴァンはきっぱりと思いきって、王に挨拶をし、退室した。










　息子むすこの、真まっ直すぐに伸びた背筋を見送った王は、その背中が見えなくなると同時に、深いため息をついた。

　それは安あん堵どともあるいは緊きん張ちようを解ほどいたとも取れる。

　傍そばに立つマキャナリーは、口くち髭ひげの下の薄い唇くちびるの端はしを、うっすらと上げて笑った。

「殿でん下かはずいぶんと成長なさいましたね。わたくしも嬉うれしく存じます」

　マキャナリーの、普段には滅めつ多たに聞けない楽しそうな口く調ちように、王は渋じゆう面めんを作りながら、ちらりと腹心を見上げる。

「それで」

「はい」

「その仮面の者とやらの正体は、当然摑つかめているのであろうな」

　当然です、とマキャナリーはうなずく。

「山を越えた、かの灰色の国の者でございますよ。あの螺ら旋せん模も様ようの仮面を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんです」

「一目瞭然なのは、おまえだけだろう」

　マキャナリーは、くすりと笑った。

「機き巧こう人にん形ぎようが、発ほつ端たんのようです」

「機巧人形」

「『富ふ貴き華か石せき』が、──であるそうです。大量生産でももくろんだのでしょうか」

　ひっそりと囁ささやかれた声を拾ったのは、王のみだ。

　王は秀しゆう麗れいな面おもてを、微かに歪ゆがめる。

「……わたしは、動かぬぞ」

「存じております」

　平然とうなずく腹心に、王はふと拗すねたくなる。

　この世に生まれたその日から、ともにいる男だった。

　マキャナリーは己おのれの手足であり影であり頭ず脳のうであり──アルダス王自身でもある。

「国の危機を見過ごす愚ぐ王おうだ。イヴァンのように、おまえも呆あきれているだろう」

「イヴァン殿下もわたくしも、呆れてなどおりませんよ。イヴァン殿下におかれましては、それこそ拗ねておられるのでしょう。──今の陛下のように」

　そう言われると、さらに拗ねたくなるのだが、さすがに莫ば迦からしくなって、アルダスは子どものように唇を尖とがらせるだけに留とどめた。

「あの者は莫迦だ」

「ご自分の息子を莫迦と申されるのはいかがなものかと」

「莫迦だから莫迦と言っている。この国はわたしのものであり、未来においてはアンドリューのものだ。己の国でもないのに、何をあんなに懸けん命めいになっている。咲かしの王と壊しの王の末まつ路ろを知っていれば、あの者とて『守護富貴華石』を据え換えようなどとは考えなかったはずだ」

　吐はき捨てるように、王はそう言い放った。

「殿下は知らぬのですから」

「──そうだ。知っているのは王たるわたしだけだ。あの者の末路を……」

　アルダスは己の額ひたいを掌てのひらで覆おおった。

「莫迦はわたしだ。イヴァンのおこないを、諫いさめも助けもしない。ただ見ているだけではないか」

「仮に陛下が諫められたとしても、イヴァン殿下は己おのが信念をもって突き進むでしょう。壊しの王たる、かの者とともに」

　壊しの王、とアルダスは呟いた。

「『咲かしの王と壊しの王は、完かん璧ぺきなる一いつ対つい』……。血のようで炎のような髪と、大地の色の瞳ひとみ。光の髪の色と、水のようで空のような色の瞳。まさに本のとおりのおふたりです」

　歌うように告げるマキャナリーの声を否いなむように、アルダスは緩ゆるく首を振る。

「……おまえはむごいな」

「ええ。ひとでなしです」

「わたしの代わりに、王ではないおまえがひとでなしになるのか」

　マキャナリーは微笑ほほえんだ。

「気に入っておりますよ。わたくしはわたくしの役回りを。陛下がわたくしめに与えてくださった、最上の役でございます」

　アルダスは、しばし黙りこんだ。ぽつりと呟く。

「イヴァンも国も、どちらも選べないわたしは愚おろかで……ただの弱虫だ」

　王たる資格はない。

　そう言って深く俯うつむき、そうしてもう、ひと言も口を開かなかった。
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　南の翼よく棟とう、その一番端はしにあるアンドリューの研究棟へ、セラフィーナは急ぎ足で向かった。

　手には焦こげ茶ちや色いろの本をしっかりと抱かかえている。

「セラフィーナ様ー」

「ちょうどよいところでお会いいたしましたわ」

　中央の大階段から、聞き慣なれた軽かろやかな声がかけられ、セラフィーナはつんのめるようにして立ち止まった。

　階段を駆け下おりてくるのは、リリとシャシャのふたりだ。

　白金プラチナ色のふわふわの髪を揺ゆらしながら、セラフィーナの左右に並んだ。

　こんにちは、と挨拶をしたセラフィーナは、軽く首を傾かしげる。

「ちょうどよいところで？」

「はいー」

「今から北の翼棟へ参ろうとしていたところなのですわ」

　シャシャの手には、お茶会に誘さそうカードがあった。日付は今日となっている。

　これまでは大たい抵てい数日の猶ゆう予よがあったのに珍めずらしいと、セラフィーナは目を瞬しばたたかせた。

「『富貴花』の花庭のことや、トリシアの聖堂でのことをぜひ聞きたいと、ヴァレリア様は仰っておられますー」

「あ、でしたら、一度北の翼棟に戻りませんと」

　茶会に誘われたら、ケーキや菓か子しなど、手て土産みやげを持っていくのが習わしだ。

　だがふたりの侍じ女じよは、にこにこと微笑んで、同時にいいえーと首を振った。

「お気になさらないでくださいませー。どうぞお身体からだひとつでいらしてくださいませー」

「ヴァレリア様も、気になさいませんわ。さ、さ、セラフィーナ様」

　リリとシャシャに、がっちり腕を組まれる。

「リ、リリさん、シャシャさん？」

　半なかば強引に引っ張られつつ、ヴァレリアの部屋に到着してしまう。

「まあ、セラフィーナ、早かったのね」

　普段はリリとシャシャ以外にも、数人の侍女が必ず控ひかえているのだが、今日はヴァレリアの姿しか見当たらなかった。

　だがヴァレリアの様子はいつもと同じで、やわらかな微び笑しようをたたえ、セラフィーナを迎むかえる。

「リリ、シャシャ、お茶とお菓子を」

　ふたりの侍女は揃って返事をすると、部屋をあとにする。

「ヴァレリア様、すみません。何も持たずに参りました」

「いいのよ。さ、座って」

　ヴァレリアはセラフィーナを布張りの長なが椅い子すへと誘った。

「その本は何かしら？」

　胸に抱える本に目を向けるヴァレリアに、セラフィーナは説明しようとして、ふと迷う。

　セスからは、イヴァンとグレン、パメラ以外に見せないようにと言われたのを思い出したのだ。

「お借りした本なのです」

「そう」

　ヴァレリアは、さほど興味を抱かなかったようだ。あっさり本から視線を外はずして腰を下ろすと、直前まで読んでいたらしい青い表紙の本を、脇に置き直した。

　なんとなく、セラフィーナの視線がその本に向かい……一瞬、目が留まった。

　何かが引っかかったが、何が引っかかったのか、分からない。

　首を傾げながらヴァレリアに視線を戻した時、ふ、と息が止まった。

　ヴァレリアに、笑みがなかった。笑みばかりではない、怒りや悲しみといったものはもちろん、表情というものが何もなかったのだ。

「セラフィーナ、『富貴花』の花庭が枯れてしまったそうね」

　ヴァレリアは、ようやく聞き取れるような小さな声で、そう呟いた。

　途端にセラフィーナは、ヴァレリアの表情の意味を理解する。

　ヴァレリアの『富貴花』に対する想いを、セラフィーナは常々聞かされていた。

　ハミルトン王国出身の祖そ母ぼから聞いていた『富貴花』を、幼おさない頃からずっと見たかったこと。

　アンドリューから賜たまわった『富貴華石』を初めて手にした時の感動は決して忘れない、この国に嫁とつげてとても嬉しいと、折に触ふれヴァレリアは言っていた。

　ハミルトン国民同様に、ヴァレリアにとっても、『富貴華石』は宝なのだ。

「今、科学省の方が、花庭が元に戻るよう、調査をしているそうです」

「貴女あなたが作ったという『富ふ貴き華か土ど』が、花庭を生き返らせるかもしれないと聞いたわ」

「まだ分かりませんが、そうなったら嬉しいです」

「ええ、そうね。それにしても、なんて愚かなことをしたの……」

「え？」

　ヴァレリアの声は小さかったが、セラフィーナの耳にははっきり聞こえ、それが再び、違和感を抱かせた。

　なんて愚かなことをしたの。

　それはまるで、誰が『愚かなことをした』のか、知っているような言い方ではないか。

「セラフィーナ、貴女の『壊し手』は、素す晴ばらしいわ」

　ヴァレリアがそっと手を伸ばし、セラフィーナの手の甲に触れた。

「壊しの力は即すなわち再生への呼び水。貴女は、『富貴花』にとってなくてはならないひと」

「ヴァレリア、様……？」

　やはりヴァレリアは、いつもと様子が違った。

『富貴花』の花庭のことが、それほどに衝しよう撃げき的てきだったのだろうか。

　なんと声をかければいいのだろう、と考えあぐねていたところで、侍女たちがお茶と菓子を運んできた。

　それをきっかけに、ヴァレリアの黒い瞳が、わずかながら生気を増した。

「ね、セラフィーナ、トリシアの聖堂の話を聞かせて。パメラはどうしたの？」

　セラフィーナはヴァレリアが少しでも元気になればと、姫の望むとおり、聖堂での出来事を話しはじめた。

　待ち伏せされていたこと、パメラが毒矢に襲おそわれたこと、イヴァンとセラフィーナも命を狙ねらわれたこと、だが無ぶ事じ『守護富貴華石』の据え換えが成功したこと……。

「パメラはティネリラの根の毒のせいで高熱が出てしまいました。解げ毒どく剤ざいを接種してから、こちらに戻ってくることになっています」

「大事に至らずよかったですわ」

「ではパメラさんは、今頃こちらに向かっているところでしょうかー？」

　リリとシャシャの安あん堵どの声に、セラフィーナもうなずいた。

「矢を射い掛かけたうえに、命を頂ちよう戴だいする。──そう言ったのですか、仮面の者たちは」

　セラフィーナが首しゆ肯こうすると、途端にヴァレリアは、ぎゅっと拳を握った。

「リリ、シェリシェラのお茶をお願い」

　リリは一瞬目を見開き、だがすぐに、いつものように、はいー、とうなずくと、すぐさま新しいお茶を用意するために、部屋を退出した。

　その茶の名は、初めて聞くものだった。

「シェリシェラは、わたくしが一番好きなお茶で、特別な時にしか飲まないの。……パメラは気の毒だったけれど、貴女が無事でとても嬉しいわ。元気に帰ってきてくれたお祝いに、一緒に飲んでちょうだいね」

　セラフィーナが問う前に、ヴァレリアはそう説明すると、にこりと笑った。

　やがて戻ってきたリリが新しい茶器に注そそいだお茶は、澄すんだ紫色をしていた。

「綺き麗れいな色ですね」

「でしょう？」

　いただきます、とひと口飲むと、口いっぱいに甘みが広がる。

　想像していたより、ずいぶん甘かった。

「甘いでしょう。でもこの甘みが、身体からだの緊張を解ほぐしてくれるのよ。あんまり飲むと眠くなってしまうの」

　ヴァレリアの言うとおり、舌を刺し激げきする甘みが、全身に染しみ入いるように広がってゆくにつれ、次第に頭がぼんやりしてくる。

「あ、ら……？」

　どうしたことだろう。手や足から力がどんどん抜ける。

「すみません、わた、し……」

　手足ばかりか、舌まで動きがままならない。

　ついには、セラフィーナの身体は、ずるりと長椅子に横たわってしまった。

「セラフィーナ」

　覗のぞきこんでくる黒い瞳には、優しい笑みが浮かんでいる。

　さらり、と黒髪が、セラフィーナの頰ほおに触れた。

「貴女の命は、わたくしが守りましょう。ハーシェラスピラルを愚ぐ弄ろうする仮面の者に、決して危害を加えさせないわ。貴女にはすべての『守護富貴華石』を壊してもらわなくては。──それまで生きていてくださらないと、わたくしが困るの」

　ヴァレリアの手元にあったあの本──。

　青色の富貴華石が三つ並んだ装そう丁ていのあの本は、セスから渡された、王家の図書室から盗まれた本の一覧表にあったものではないか。

　──どうしてヴァレリア様が、あの本を？

　そんな疑問が胸に宿った刹那、セラフィーナの意識は、真っ黒に塗ぬり潰つぶされた。
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　苛いら立だちを抑おさえるために、イヴァンは北の翼棟へ戻る前に、花庭に寄った。

『富貴華土』が、あるいは花庭の救きゆう世せい主しゆになるかもしれないと科学省の者たちに言われてから、イヴァン自身もそれを撒まいてみた。

　セラフィーナが『富貴花』から作り出した不ふ思し議ぎな土を、花庭に余さず撒いて丸一日。

　早朝に確認したが、花庭に変化はなかった。

「グレン？」

　イヴァンの花庭には、遅れて帰ってきた従者の姿があった。

「ただいま戻りました」

　グレンは、いつものようにやわらかな笑みを浮かべ、頭を垂れる。

「お傍を離れることをお許しいただき、感謝しています」

「俺についてきても、気になってヘマをされる方が迷めい惑わくだと思っただけだ」

　イヴァンの偽ぎ悪あく的てきな物言いに、従者は、だがすべてを理解したうえで微笑んだ。

　あの時のグレンの気持ちを、イヴァンは正確に理解していた。

　グレンは自みずからの手でパメラを救いたかったはずだ。

　誰しも想う相手は自分の手で守りたい。パメラが矢を受けたのは、グレンのせいではない。けれど彼は、パメラが傷を負おったことで、強く己を責せめただろう。

　イヴァンがグレンならば、同じように思う。

　別の者をアランデル領へ行かせてもよかったが、イヴァンがグレンを行かせたかったのだ。

「解毒は？」

「成功いたしました。二、三日後にはこちらに戻られるかと。解毒剤を接種した途端に、宮殿に戻ると無茶を言いましたが、アランデル家の皆さんにあとを頼んで、戻って参りました」

「アランデル家の皆さん？」

　ええ、とうなずきつつ、グレンは思い出し笑いをした。

「わたしが男爵に事の次第を伝えましたところ、アランデル家の皆さん全員が、トリシア領へ一緒に行くと申されまして」

　男爵は話を聞いた直後に馬を引きなさいと使用人に告げ、パメラの大事は我が家の大事、一緒に参りますわと男爵夫人は言い放ち、セラフィーナの幼い妹弟たちもまた、わたしもぼくも一緒に行きますと、大変な騒ぎになったそうだ。

　その様子を想像して、イヴァンも苦笑する。

　グレンもまた笑みを深めたが、それも一瞬のこと。花庭の様子に、小さくため息をついた。

「大変なことになりましたね」

　常より低い声にイヴァンは軽くうなずく。グレンはそんなイヴァンの様子に首を傾げた。

「思ったほどには焦しよう慮りよなさっていらっしゃいませんね？」

「一応焦あせってはいる」

　枯れた花庭。己の命を狙う輩やからに非協力的な王。隠かくし事ばかりする宰さい相しよう。

　以前の自分ならば、思うようにならない現実に怒いかりを募つのらせ、短たん慮りよな行動に出たに違いない。

「だが今ここで諦めるわけにはいかないからな」

　焦ってはいるが、諦めはしない。

　たとえ父にこの身を疎まれても、イヴァンはもうひとりではない。

　守りたい命がある限り、決して諦めるつもりはなかった。

　イヴァンの、言葉にはしない思いを悟さとったのだろう、聡さとい従者はお供いたしますと軽やかに告げた。
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　重くてたまらない瞼を、漸ようよう上げる。と、目覚めた瞬間視界に映うつったのは、螺旋模様の仮面だった。

「……ぁ……」

　衝撃がセラフィーナの全身を強こわ張ばらせ──たと思ったのに、身体に力がまるで入らない。

　と、仮面を外すたおやかな指が目に入り……その下から現れたヴァレリアの顔を、セラフィーナはただ見つめることしかできない。

「この仮面に描かれているのはね、ハーシェラスピラルの神というの。古いにしえのエメリー国におわした、命の螺旋を司つかさどる神。今はもう、エメリー国の民の心のうちにもない、忘れられた神」

「かみ、さま……」

　その螺旋模様の仮面が、すなわちエメリー国の古い神を模もしたものなのだとしたら……。

「……エメリー、国、が……？」

『守護富貴華石』にまつわる事件は、すべてエメリー国の企くわだてだったと、そう言うのか。

　次第に目の霞かすみも薄れ、唇も、どうやら動きそうだった。

「ヴァレリア、様……、では、イヴァン様やわたしを襲うようにと命じられたのは、ヴァレリア、様、なのですか……？」

　そんなことは信じたくない。

　ヴァレリアは、いつだってセラフィーナを助けてくれたではないか。

　クレメンツ侯こう爵しやくが剣の鞘さやでセラフィーナを打ち据えようとした時には諫いさめてくれたし、舞ぶ踏とう会かいでアンドリューを追いかける時にも、リリやシャシャをつけてくれた。

　お茶会にも誘ってくれて、楽しい話をたくさんしたではないか。

　その裏で、『守護富貴華石』の据え換えの邪じや魔まをしていたのだろうか……？

　信じられない気持ちでいっぱいになる。だがヴァレリアはきっぱりと首を横に振った。

「違うわ」

　違う、と言われて、セラフィーナはホッとする。

「エメリーが勝手にしたことよ。わたくしがこの美しいハミルトン王国をどれほど愛しているか、貴女だって知っているでしょう？」

　よかった、と思わず安堵の声が零こぼれ落ちた。

　だが安堵したのも束つかの間ま、ならばどうして自分はこんな事態に陥おちいっているのだろうと不思議に思う。

　セラフィーナが飲んだ紫色のお茶には、眠り薬が入っていたか、あるいはお茶そのものが眠り薬だったのだろう。

「母国とはいえ、ハミルトン王国への侵しん略りやくを企てていること、しかも間かん者じやに、古の神──ハーシェラスピラルの仮面を使わせたこと、『壊しの王』たる貴女の命を狙ったこと……。わたくしはエメリー国の、そのすべてのおこないに、憤いきどおりを覚えずにはいられません」

　ヴァレリアは、手にした螺旋模様の仮面を、ぎゅっと胸に抱いた。

「貴女にはすべての『守護富貴華石』を壊してもらうまで、生きていてもらわなければ。命を奪われてしまってはとっても困るのよ。だからね、わたくしが貴女を保護することにしました」

　保護。──これが、保護、なのだろうか？

　セラフィーナが考える保護とは、ずいぶんやり方が違うように思うのだが、どうなのだろう。

「……わたしは大丈夫です。ですから、北の翼棟に帰していただきたいのですが」

「駄だ目めよ」

「え、どうして、です？」

「ここにいてくれるのが一番安心だもの」

「でしたら、せめてイヴァン様に、ここにわたしがいることを伝えさせてください」

　ヴァレリアは花が綻ほころぶように微笑んだ。

　今、こういった場面でなければ見み惚とれてしまうほど、たおやかで美しい微笑だ。だがヴァレリアの可か憐れんな唇から溢あふれた言葉は、セラフィーナを消しよう沈ちんさせるものだった。

「それはできないわ」

「何ゆえですか？」

「貴女の安全のためよ。ひとの口に戸は立てられないというでしょう？　貴女がここにいることは、誰にも言っては駄目」

　唇に指を当てて、ね、と笑った。

　セラフィーナは途方に暮れた。それではこれは、保護ではなく監かん禁きんだ。

「エメリー国の間者はね、易やす々やすと宮きゆう殿でんに入ってくるの。だってハミルトン宮殿は、本当に警けい護ごが杜ず撰さんなんだもの。だから図書室の本だって、簡単に手に入れられたわ」

　やはり、王家の図書室の本を盗んだのは、ヴァレリアだったのか。

「『富貴花』の花庭に成長促そく進しん剤ざいを撒いたのもエメリー国の間者よ。本当に愚かなことをしたものだわ」

「ヴァレリア様は、わたしたちハミルトン王国のお味方なのですよね？」

　そう問わずにはいられなかった。

　この今の状態では、とてもヴァレリアは味方とは思えない。思えないけれど、セラフィーナはそれでも信じたかった。

　ヴァレリアはきょとんとセラフィーナを見下ろした。そうして、そっと目を細める。

「わたくし、この美しいハミルトン王国を……、『富貴花』と『富貴華石』を愛しているの」

「……はい」

「だからね、ハミルトン王国を、わたくしのものにしたいのよ」

　無む邪じや気きとすら見える笑顔だった。

「え……？」

「エメリー国のものでもないわ。わたくしだけのものにしたいの」

　セラフィーナのアイスブルーの瞳が、大きく見開かれる。

「アンドリュー殿下が王となられたら、わたくしは王の子を授さずかるわ。そうして子どもが生まれたら、王にはお隠れになっていただくの」

　お隠れ。

　その言葉に、セラフィーナはぞくりと背筋を震ふるわせる。

「それでね、まだ幼いわたくしの子は、王にはなれないから、わたくしが女王になるのよ」

　それが想像や空想ではなく、現実のものになることを確信している眼まな差ざしだった。

　だからこそセラフィーナは、悪お寒かんを覚おぼえずにはいられない。

「仮にアンドリュー殿下がお隠れになられても、その時にはイヴァン様が……」

　口にしかけ、けれどその途中で、ヴァレリアがなんと返すのかが分かってしまった。

「邪魔になる方は、すべてお隠れいただかないといけないわ」

　壮そう絶ぜつな危機感に、セラフィーナはいまだ回復していない身体を、無理に起こした。だが長椅子から立ち上がろうとした途端に、くん、と足首を引かれ、つんのめって床に落ちてしまう。

「あ……ッ！」

「まあ、セラフィーナ、気をつけて」

「え、あ……」

　引かれた左足首に思わず目をやると、細い鎖くさりで繫つながれていた。

　鎖の先を辿たどってゆくと、長椅子の脚あしに結ばれている。

　床に座りこむセラフィーナを、リリとシャシャが両側から支え、あらためて長椅子に座らせた。

　眠っている間に、別の部屋に移動させられていたことに、セラフィーナは今気づいた。

　そこは、初めて見る部屋だった。

　高い天てん井じように天窓。その天窓から陽光が降ふり注いできている。

　もう夕刻だろうか。やわらかなオレンジ色の光が、真っ白な壁にずらりと掛けられている螺旋模様の仮面──エメリー国の古の神……ハーシェラスピラルを美しく照らしている。

　扉が右手前方にひとつ。ガラスケースが、あちこちにあった。

　察するに、装そう飾しよく品ひんを仕し舞まう小部屋のようだった。

「ここにしばらくいてね、セラフィーナ。この部屋には、エメリー国の間者も出入りができないわ。ここはね、わたくしの宝物を集めた部屋なの。貴女もここに入れてあげるわ」

「ヴァレリア様」

「必要なものは、リリとシャシャが持ってくるから、なんでも言ってね」

「ヴァレリア様、わたしを北の翼棟へ帰してください」

　ヴァレリアはにこりと笑った。

「セラフィーナはもう少し眠った方がいいかしら。ね？　シャシャ、お茶を持ってきて」

「かしこまりました」

　ヴァレリアの命令は絶対なのだろう、シャシャはいつもと変わらず、主の求めにうなずいた。

　なんとかしなければ、と猛もう烈れつに焦るが、足あし枷かせをつけられたセラフィーナにできることはほとんどない。

　──ならば。

「ヴァレリア様、お話をさせてください。眠るのは、どうかそのあとで」

　ヴァレリアが、そしてエメリー国が今後どう動くのか、少しでも把は握あくしておきたかった。

　ここまでエメリー国とヴァレリアの内情を聞かされて、無事でいられるかは甚はなはだ疑問だが、恐らくは最後の『守護富貴華石』を壊すまでは、生かしておいてくれる。

　生かしておいてもらえたらいいのだけれど、とセラフィーナは願う。

「お話？　ええ、よくてよ」

　ヴァレリアは機き嫌げんよくうなずいた。

「エメリー国が『守護富貴華石』を破壊しようとしているのは、やはりこの国を手に入れようとしているからでしょうか」

　アランデル領の『守護富貴華石』の破壊を目論もくろんだクレメンツ元侯爵は、エメリー国と通じていたのだろう。

『守護富貴華石』を壊せば、いずれはクレメンツがハミルトンの王となれる、と唆そそのかして。

「そうよ。属ぞつ国こくにすれば、『富貴華石』を収穫し放題と思っているのでしょう」

「では、『富貴華石』が目的なのですか？」

　ヴァレリアはうなずいた。

「祖母が亡なくなって以降、具体的に侵略を考えたことがあったらしいわ。けれどどうしたことか、いずれも失敗に終わったのだそうよ」

「これまでも……？」

「ええ、進軍しようとしたのに、突然嵐に巻きこまれたり、かつてない豪ごう雪せつに見舞われたり、そういった自然災害によって、軍が壊かい滅めつ状態になったとか」

　不思議だけれど、だからこそこの国は『神々に愛された国』と呼ばれているのかもしれないわねと、ヴァレリアは言う。

「でも数年前に、エメリーはクレメンツと通じたことで、ハミルトンを守護している『守護富貴華石』の存在を知った。それで、半信半疑ながら、ためしに『守護富貴華石』を破壊してみよう、ということになったのだそうよ」

　エメリー国も、最初はただの石が国を守護するなど、信じていなかったという。

　けれど件くだんの石が、どんな手段を講じても砕くだけないこと、そしてアランデル領内の石の据え換えの一件で、これはあるいは、と調査を進めた。

　そして調査の結果、特別な石には寿じゆ命みようがあり、その石を創る者と、壊せる者がいることをエメリー国は知った。

「知ったとはいえ、まだまだ理解していないことばかり。貴女とイヴァン殿下の命を狙ったのは、『守護富貴華石』の仕組みをよく知らないから。『守護富貴華石』だけでなく、『富貴花』や『富貴華石』のことも、漠ばく然ぜんとしか理解していないの」

「ヴァレリア様は、ご存じなのですね」

「ええ、だってわたくし、たくさん勉強したもの。ハミルトン王国の女王になりたいと願ったその日から、ずっとね」

　夢見るように、ヴァレリアは目を細めた。

「……ヴァレリア様、いずれアンドリュー殿下は王になられます。ヴァレリア様は王おう妃ひ様さまに。それでは、いけないのですか？」

　セラフィーナの問いに、ヴァレリアはゆっくりと首を振った。

「駄目よ。だってわたくし、誰よりも『富貴花』に近い場所にいたいのだもの。それはこの国の王でしょう？　だから王の妻ではなく女王でなければいけないの」

「いいえ、『富貴花』に一番近い場所にいるのは、王ではありません」

「……王ではない？」

「ええ。『富貴花』は王のもの、この国のものです。けれど『富貴花』に一番近いのは、それをわが子のごとく育て、花を咲かせた──娘たちです」

「──」

「ヴァレリア様、どうか土に触れてみてください。『富貴花』を生かすために、それ以外の草を抜き、水を与え、肥ひ料りようを与え、声をかけ、愛し、日に日に成長してゆく『富貴花』から喜びを得る。そんな日々を、経験してみてください」

　セラフィーナは繫がれたまま、身を乗り出した。

「花から鉱こう物ぶつへと変わる、その奇き跡せきの瞬間を、ご自分の手で、経験してください。ヴァレリア様には、それができるのですから」

　ハミルトン家の祖母を持つヴァレリアには、『富貴花』を咲かせることができるのだから。

　ヴァレリアは、黒い瞳をまあるく見開いて、小首を傾げた。

「まあ、セラフィーナ。わたくし、土に触さわるつもりはないわ。だってそれは、貴族の娘がすることでしょう？　わたくしは貴族の娘ではないもの」

「確かにそうですけれど、……あの、貴族の娘が『富貴花』を咲かすのではなくて、王家の血を引く者が『富貴花』を咲かせられるのです」

「セラフィーナ。わたくしは土には触れません」

　ヴァレリアはにっこり笑った。

　──わたしの言葉は、ヴァレリア様には届かない……？

　初めて会った時と少しも変わらない、ヴァレリアの優しくて美しい笑顔。

　それなのに、ヴァレリアがまるで別人に変へん貌ぼうしてしまったように感じる。

　優しく笑いながら、ハミルトン王国を、『富貴花』を、自分だけのものにするのだと告げる。

　そのために邪魔になるものはすべて排はい除じよする。

　ヴァレリアはその行為を、悪いこととは少しも思っていないのだ。

　恐らくセラフィーナがそれを問えば、どうしていけないの？　と心底不思議そうに首を傾げるに違いない。

　セラフィーナはもどかしい思いのまま、小さく首を振る。

「ヴァレリア様は、アンドリュー殿下をお慕したいしていらっしゃらないのですか？」

　ヴァレリアは、夫の名を聞いても、少しも揺らがなかった。

「わたくしがこの世で一番愛しているのは『富貴花』よ。──さあ、セラフィーナ、飲んで。シェリシェラのお茶、美味しかったでしょう？」

　シャシャが用意した、澄んだ紫色のお茶を手で示される。

　躊ちゆう躇ちよするセラフィーナへ、ヴァレリアはまるで幼おさな子ごに対するように優しくたしなめた。

「セラフィーナ、わたくしの言うことを聞いてちょうだい。そうでなければ、違うお薬を使わなければならないわ」

「……お薬、ですか？」

「ええ。エメリーは薬品も扱っているのよ。火を使わず効率よく金属を溶とかすための研究をしていて、そのさなかにいろんな薬品が偶ぐう然ぜん出来上がったの。その中には、記憶を曖あい昧まいにしたり、意識を失わせて、ひとをお人形のようにしたりできる薬もあるわ」

　セラフィーナは、こくりと喉のどを鳴らした。

　すう、と背筋が寒くなる。

「そういうお薬は、できたら貴女には使いたくないの。さ、飲んで」

　再度茶器を指し示されて、セラフィーナはそれを手に取った。

　ゆっくりと唇を縁ふちにつけ、ひと口飲みこむ。

「セラフィーナ。今度はもう少し深く眠ってね。──いい夢を」

　どこまでも優しいヴァレリアの声に抗あらがうように、セラフィーナは拳を握る。

　だがやはり、眠気にはかなわず、そのまま再びの暗黒へと誘われていった。
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　その日、イヴァンが北の翼よく棟とうに戻ったのは日も暮くれかけた頃で、イヴァンは侍じ女じよから、セラフィーナが南の翼棟に行ったと報告を受けた。

　恐おそらく行き先はアンドリューのもとだろう。

　セラフィーナの部屋には、今彼女が解読に勤いそしんでいる本がなく、またいつも行動をともにしているペットのカシュカシュが留る守す番ばんをしていたからだ。

　本はアンドリューから預かったものだし、カシュカシュはアンドリューが大の苦手、ということから推測したことだった。

　イヴァンはセラフィーナの部屋で帰りを待つが、日が落ちても戻ってこない。

　ふと、嫌いやな予感がイヴァンの胸を過よぎった。その予感は消えるどころか、時が経たつにつれ、どんどん大きく膨ふくらんでいく。

「いったいどうしたんだ」

　なるべく北の翼棟から出ないでくれと言ったイヴァンに、セラフィーナはうなずいた。

　日課にしていた散歩も控ひかえ、本当は行きたいであろう花はな庭にわへ足を運ぶのも我が慢まんしていた。

　唯ゆい一いつイヴァンが安心して送り出せる場所は、異母兄のアンドリューのもとだ。

　南の翼棟ならばと、セラフィーナも供をつけずに向かったのだろう。

「御ぎよ者しやによれば、確かに南の翼棟の正門前の馬ば車しや留どめで、セラフィーナ様を降おろしたそうです。セラフィーナ様が真まっ直すぐに翼棟に入ったのを確認しております」

　グレンからの報告を受けたイヴァンは、科学省に足を運んだのだが、中に入れなかった。

　というのも、日中研究棟内で少しばかり大きめの爆発が起こってしまったのだという。

　頑がん丈じような造りの研究棟は、爆発ひとつ程度ではびくともしないが、中にあった研究材料の半分が吹き飛んだり壊こわれたりと、大変な状態だということで、現在科学省の者たちが総出で片付けているそうだ。

　アンドリューはといえば、その爆風に煽あおられてのびてしまったらしい。

「あ、もちろんお命に別状はございませんが、どうも爆発の際煙けむりを吸いこんでしまったらしく、それが少々強きよう烈れつだったようで目を回してしまわれまして……」

　ずっと部屋で休んでいるという。

　そしてその場にいた全員に確認したのだが、セラフィーナは研究棟にはやってこなかったというのだ。

「爆発以降、後始末で研究棟にはほぼ全員が集合しておりましたから、間違いありません」

　彼らもセラフィーナが行方ゆくえ不ふ明めいと聞き、心配そうに眉み間けんにしわを寄せる。

「わたくしどももお捜さがしいたしましょう。皆、手を休め、セラフィーナ様を捜そう索さくするぞ！」

　片付けをしていた者たちは、おう！　と叫さけぶと、続々と部屋から出てきた。

「殿でん下か、南の翼棟内の探たん索さくは、我々にお任まかせください」

　毎日ここで働いている科学省の者たちの方が、この場の捜索には適しているだろう。

　イヴァンは彼らにこの場を任せることにし、足早に研究棟を去る。

　中央玄関口に向かったイヴァンは、ふと視線を感じ、大階段を見上げた。

　大階段の真ん中に、ヴァレリアの姿があった。

　双ふた子ごの侍女のうち、ひとりを連れている。

「まあ、イヴァン殿下。このような刻限に、いかがされましたか？」

　特別な催もよおしがない限り、日が暮くれてから他棟に足を運ぶのは、基本的にタブーとされている。

「アンドリュー殿下のお招まねきでいらっしゃいますか？」

　ヴァレリアは、ゆっくりと大階段を下おりてきた。

　目の前に立つ義理の姉は小こ柄がらで、イヴァンの肩ほどしか背せ丈たけがない。

「お騒さわがせして申し訳ない。義あ姉ね上うえ、セラフィーナが義姉上の部屋に参りませんでしたか？」

「セラフィーナがどうしましたか？」

　姿が見えないことを告げると、ヴァレリアの眉間に、小さくしわが寄った。

「それは心配ですね」

　イヴァンは、もし気づいたことがあれば教えてほしいと言い、早そう々そうに踵を返す。

「ヴァレリア様、リリ殿、こちらにいらっしゃったのですか……！」

　と、そこへ息を切らしながら、セスがやってきた。

　イヴァンの姿に気づいたセスは、慌あわてて礼をするが、すぐにヴァレリアへと向き直った。

「ヴァレリア様、大変申し訳ないのですが、気付けによいお茶はございませんか？　アンドリュー様が吸った煙が、どうにも妙なものだったらしくて、おかしなことばかり申されるのです」

　焦るセスに、ヴァレリアは大変ね、と首を傾かしげる。

「お茶ではありませんが、いい薬があります。リリ、シェンの薬を、セスに用意してあげて」

「かしこまりましたー。セス様、リリと参りましょうー」

「ありがたい。では失礼いたします」

　あわただしくその場をあとにするセスとリリを見送る形になったイヴァンもまた、ヴァレリアの前から歩きだした。

「イヴァン殿下」

　振り返ると、ヴァレリアはたおやかな面おもてに、ひっそりと笑みを浮かべていた。

「貴方も気をつけて。トリシアの聖堂では、おふたりとも命を狙ねらわれたのでしょう？」

「──」

「『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』、無ぶ事じの据すえ換かえを祈いのっていますわ」

　宮きゆう殿でんを出た時に、イヴァンは振り返った。

　──トリシアの聖堂から戻ったあとに、セラフィーナはいつ義姉上と会ったんだ？

　命まで狙われたことは、自分とセラフィーナしか知らない。だが、セラフィーナはなるべく外に出ないようにしていたし、トリシアの聖堂から戻って以来、アンドリューから渡された本の解読に勤しんでいたはずだ。

　十日に一度は誘われていた茶会もなかったように記憶している。

　イヴァンは南の翼棟──ヴァレリアの部屋がある二階を見上げた。

　分ぶ厚あつい窓掛けが幾いく重えにも掛かっているから、中の様子は少しもうかがえない。

　もやもやとした得体の知れないものが、頭から消えない。

　自分は何かを見落としているのではないか。

　そんな焦しよう燥そうが、イヴァンの胸のうちを、強く圧あつ迫ぱくする。

　イヴァンは、だがヴァレリアの部屋から無理やり視線を外はずすと、角灯ランプを手に歩きだした。

　──セラフィーナ、無事でいてくれ。
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　翌日も捜索は続いた。

　北の翼棟を守る護ご衛えい士しや使用人、科学省の者たちの手を借りて、宮殿内を隅すみ々ずみまで捜したのに、セラフィーナの痕こん跡せきは一切見つからない。

　もちろん通常入れない場所もあるから、正しい意味で『隅々まで』とは言えないのだが、そういう特別な場所を除のぞけば、ほとんどすべて捜したといっていい。

　ここまで捜してなお見つからないということは、セラフィーナは普通立ち入れない『特別な場所』にいるか、もしくは宮殿の外に連れ出されてしまったか、どちらかしかない。

　イヴァンは今にも宮殿から飛び出したくなる己おのれを、必死に押さえつけていた。

「イヴァン様、どちらへ？」

「中央宮殿だ」

　宮殿内で捜していないのは、もう王が住まう内殿か、あるいは特別な儀ぎ式しきをするための『聖せい礼れい拝はいの間』くらいだ。いずれも中央宮殿の奥深くにあり、王家の者、王に許された者、または聖礼拝に従事する者しか、出入りを許されていない場所だった。

「イヴァン様、そこへ探索の手を伸ばすということは、陛へい下かをお疑いになるということです」

　低い声で諫いさめられても、イヴァンは止まらなかった。

　イヴァンが扉とびらを開けようと手を伸ばした、その一瞬前に、廊ろう下か側がわから勢いよく扉が開かれた。

「ただいま戻りました、嬢じよう様さま──！　ぅぷ……っ」

　飛びこんできた小柄な人物が、勢い余ってイヴァンの胸元に激げき突とつした。

「いたたた……。は、鼻が……。あ、で、殿下……!?　し、失礼いたしました──！」

　小動物のような動作でぴょこぴょこ頭を下げるのは、パメラだった。

「パメラさん？　ずいぶん早かったですね！」

　イヴァンの背後から走り寄るのは、本気で驚いているグレンだ。

「ええ、少しでも早く戻ろうとあたしもがんばりましたし、馬もがんばってくれましたよ！」

　トリシア領を出る際にひと悶もん着ちやくあったのだろう、パメラはグレンを睨にらみつけた。

「あの、ところで、嬢様は？」

　大きな男ふたりに阻はばまれて、部屋の中が見えないのか、パメラは頭を左右に振る。

　と、ふたりの背後から、カシュカシュがパメラの胸に飛びこんだ。

「カシュカシュ！　元気だった？」

［カシュー］

　キャッキャと喜ぶカシュカシュを抱きながらも、次第にパメラの表情が曇くもってゆく。

「イヴァン殿下、嬢様は何処いずこにいらっしゃるのですか？」

　主あるじ想いの侍女が不在中の事件だ。イヴァンは己の不ふ手て際ぎわを、パメラに説明する義務があった。

　話していくうちに、パメラの顔がどんどん青ざめてゆく。だが最後までひと言も口を挟はさまず、何かを堪こらえるように、ぎゅっと拳こぶしを握にぎっていた。

「では嬢様が囚とらわれているとしたら、陛下の御み元もとしかないと、そう仰おつしやるのですか？」

　その言葉を聞いた瞬間に、イヴァンはまだ捜していない場所があることに気づく。

　その場所を告げると、パメラは大きな目をさらに見開いて、ポカンと口まで開けた。

「え？　ちょ……、それはありえませんよ……！」

「もちろん、俺もそれはないと思っている。単純に、まだ俺が入っていない部屋というだけだ」

　三人は顔を見合わせ、黙だまりこんだ。

「アンドリュー殿下の力をお借りしましょう」

　最初にそう告げたのは、グレンだった。

「え、でも、なんて言うんですか？」

「正直に告げるべきかと」

「で、でも、もし間違いだったら？」

「その時にはアンドリュー殿下になんとかしていただきましょう」

　グレンはさらりとアンドリューに罪をなすりつけようと言う。

　呆あきれるパメラの横で、イヴァンもまたあっさりうなずいた。

「そうしてもらうか。行くぞ」

「ええ～!?　ちょ、ひどすぎませんか、おふたりとも……！」

　と言いつつ、当然のようにパメラもついてきた。




　だがひどいのはお互いさまと、パメラもこの惨さん状じようを見れば心の底から同情してくれただろうと、イヴァンは胸のうちで呟つぶやく。

　床とこに伏していたはずのアンドリューは、自室にいなかった。自室にいなければ、科学省に違いないと、イヴァンたちは護衛士の案内のもと、研究棟へと赴おもむく。

　研究棟へ足を踏ふみ入れた途と端たんに、イヴァンは絶句し、その場に立ち竦すくんだ。

　目の前の光景に、イヴァンの頭は考えることを拒きよ否ひしている。

［カ。……カ、シュ……］

「……これはすごいな」

　すごいと言いつつ、グレンのその声はただひたすら呆れているように聞こえる。もちろん、イヴァンも同様だ。

「あれって……、エメリー国から成婚の祝いにと贈おくられたからくり人形じゃあ……」

　そう呟いたきり、パメラは言葉を失っている。

「からくり人形。……あれがか」

　形といい大きさといい、『人形』と呼ぶ者は誰もいないだろう。

　身の丈たけは成人よりさらに頭五つ分高く、ボディは頑丈な金属でできている。

　長い手と太い足、そこまでは、以前セラフィーナに聞かされたものと同じだった。

　だが。

「なんだそのふざけた頭は──ッ!?」

　イヴァンは思うさま叫んだ。

「あ、イヴァーン。来てくれたんだー！」

　見て見てーと手を振るのは、からくり人形の一体を操縦するアンドリューだった。

「アンドリュー!!」

　イヴァンはつかつかとからくり人形に歩み寄った。

　近づけば近づくほど、イヴァンのこめかみに青筋が浮かんだ。

「いったいなんだそれは！」

　ビシィッと指すと、アンドリューは、えへへと笑った。ただの笑みではない。照れくさそうで、それでいて大事な宝物を自じ慢まんするような、そんな笑顔だった。

「これはねー、僕の一番のお気に入り。からくりイヴァン号だよ！」

「──────」

　からくり人形の頭は、もともとただの楕だ円えん形けいだったと聞いている。その楕円形の頭が、そっくり挿すげ替かえられていたのだ。──イヴァンを模もしたに違いない、頭と。

　跳はねる赤い髪と茶の目。溶よう接せつしたらしい鼻は、武器になりそうなほど鋭するどく尖とがっている。

　イヴァンが一番耐たえられなかったのは、口だった。大口を開けて、笑っていたのだ。

　阿あ呆ほうのように笑う、自分を模したからくり人形──。

　イヴァンは本気で頭が痛くなり、ぐっと額ひたいを押さえた。

　しかも、からくり人形は『イヴァン号』だけではなかった。

　セラフィーナはもちろん、セスやグレン、パメラを模した顔もある。当然お気に入りのカシュカシュまであって、当のペットは恐ろしさのあまり、パメラの腕にしがみついて離れず、哀あわれにもキューキューと切ない鳴き声をあげている。

　アンドリューは身軽にイヴァン号から飛び下りた。

「ねーイヴァンも乗ってみない？　イヴァン号に乗るイヴァン。ふふふ、すっごくいい」

　罵ば倒とうしたい。思うさま怒ど鳴なり散らしたい。
















　だが今、そんな余裕はない。一瞬我を忘れたが、イヴァンはここに来た目的をすぐに思い出し、アンドリューに向き直った。

「アンドリュー、セラフィーナの行方が昨日きのうから分からなくなっている」

　イヴァンの硬かたい声に、アンドリューは一度、瞬まばたきをした。

「南の翼棟に行くと言ったきり、戻ってきていない」

「あー、……なるほど。じゃあ行こうか」

　アンドリューは小さく息をつくが、すぐにきゅっと唇くちびるを引き結んで歩きだす。

「行くってどこにだ」

「君もセラちゃんの居場所を予想したから、僕のところに来たんじゃないの？」

「……」

「花庭が荒らされたから激げき怒どしてるかなーと思ったけど、そうきたか」

「何を言ってるんだ、アンドリュー」

　アンドリューは一度、歩みを止めると、くるりと振り返った。

「セラちゃんは、ここの二階にいる」

　見てきたかのように、アンドリューは告げたのだった。

「アンドリュー様、おひとりで部屋をお出にならないでくださいませ」

　研究棟の入り口で、セスが盛せい大だいに肩かたを落としている。

「イヴァン号があともうちょっとでできるところで、薬品が爆発しちゃったでしょ？　早く完成させたくてさ」

　察するに、目覚めた途端にアンドリューはひとりで科学省へやってきて、このがらくたを完成させたようだ。

「科学省のみんながいないから、どこに行っちゃったんだろうって思っていたんだけど、セラちゃんを捜してたんだね。ごめんごめん」

　ごく軽い口く調ちようで謝りながら、アンドリューは歩を進める。

「待て、アンドリュー。おまえどうして上にセラフィーナがいると知っているんだ」

「え、セラフィーナ様、見つかったのですか？」

　セスもまた驚いているから、アンドリューだけが知っていることなのか。

「んー、何から話せばいいかな」

「全部だ」

「じゃあ二階の部屋に着くまでの間に話せるだけね」

　そう言って、アンドリューは歩きながら話しはじめる。

「まず、螺ら旋せんの仮面をどこかで見たことあるなと思ったのが最初。ちょっと前に思い出したんだけど、あの螺旋の仮面は、ハーシェラスピラルという神様を模したものなんだよ」

「ハーシェラ、スピラル？」

　ってなんですか、とパメラが首を傾げる。

「エメリー国の、ふるーい神様。ものすごい田舎いなかか、あるいは王家くらいしか、その存在を覚おぼえていないんじゃないかな。二歳の頃、エメリー国に慶けい賀がの儀ぎで招しよう待たいされた時に王宮で迷子になったことがあって、そこであの螺旋模様の面を見たんだ」

「二歳……」

　それを覚えてたんですかと、パメラは目を丸くする。

「自主的に迷子になっただろう」

　イヴァンの尖った声に、アンドリューはえへへと笑った。

「だからあの仮面を使うとしたら、やっぱりエメリー国だろう。『守護富貴華石』を壊そうとしたんだから、エメリー国はハミルトンが欲しいんだなって」

「……ああ」

「ウィルグレッドでイヴァンから『守護富貴華石』を奪おうとしたのは、単純に、新しい『守護富貴華石』を奪えば据え換えができないからだろうなと思っていたんだけど、もうひとつ目的があったんだ」

　アンドリューは、ほら、と上着のポケットから、いくつかの石を取り出し、イヴァンの目の前にかざした。

「『富ふ貴き華か石せき』？　これがどうしたんだ」

「どこにあった『富貴華石』だと思う？」

「分かるか」

　早く言えとイヴァンが急せかすと、アンドリューは、せっかちだなあと笑った。

「『からくり人形』の頭部と胸部、それと手足に埋うめこまれてた」

　それがどういう意味を持つのか、イヴァンには理解できなかった。その場にいる全員がそうだろう。

「アンドリュー、分かるように説明しろ」

「えっとね、つまり、『富貴華石』は、あのからくり人形の動力源になってるんだ」

「動力源？」

「そう。普通からくりを動かすには、歯車やゼンマイを使うんだけど、あのからくり人形には、それがない。じゃあなんで動くのか確認しようとしてた時にね」

　セラちゃんが触さわったら、あの人形壊れちゃったんだよ、とアンドリューは言った。

「あ、思い出しました。確かに、嬢様が触った途端にバラバラになっちゃったんですよ！」

　そういえば、とその時研究棟にいたパメラとセスもうなずいた。

「セラちゃんが触って壊れたってことは、からくり人形に『富貴華石』が使われているってことだ。なんでからくり人形に『富貴華石』が？って思うじゃない。それで壊れたからくり人形を調べてみたら、どうやら『富貴華石』が動力源になっていることが分かったってわけ」

「『富貴華石』にそんな力があるのか」

「うーん、そこまでは、僕は分からないけど、エメリーの鉱こう山ざんでは昔虹にじ鋼はがねが取れたっていうから、あるいはその虹鋼の残ざん骸がいと『富貴華石』が合体したことで反応したのかもしれない」

　皆『虹鋼』のことを聞きたそうだったし、イヴァンも興味を惹ひかれたが、今は口を挟はさまず、ただ兄の言葉に耳を傾ける。

「からくり人形は、エメリー国の主産物になりえるものだよ。でもあれには『富貴華石』が絶対に必要になる。全部のからくり人形に乗ってみたけど、『富貴華石』が硬かたければ硬いほど……つまり、高価であればあるほど、からくり人形の動きも冴さえていた」

「だから花庭に成長促そく進しん剤ざいを撒まいたのですね。早く『富貴華石』を収穫できるように、と」

　グレンの言葉に、そうか、とセスとパメラもうなずいた。

「そう。で、『守護富貴華石』だ。からくり人形に、国を守護できるほどの力を持つ『守護富貴華石』を使ったら？」

　あ、と全員が声をあげた。

「ちょっと想像つかないくらい、精せい度どのいい兵器人形ができるだろうね」

　だから仮面の者は、『守護富貴華石』を奪おうとしたのか。

「ああ、時間切れだ」

　かの者の部屋が見えた。

「セラフィーナがここにいるという根こん拠きよは？」

「彼女が一番大事なのは母国じゃなくて、『富ふ貴き花か』と『富貴華石』だからだよ」

　アンドリューは真ま面じ目めにそう言うが、その答えは、イヴァンには理解できないものだった。

「イヴァン、とりあえず僕とセスが中に入るから、ここで待ってて。一応、説得してみる」

「アンドリュー殿下？」

「ヴァレリアはいる？」

　部屋を守る護衛士は、目の前の顔ぶれに怪け訝げんそうだったが、アンドリューの問いにうなずいた。

「開けて」

「──はい」

　護衛士は静かに扉を引き開けた。

　アンドリューはセスだけを連れて、真っ直ぐに部屋に進む。

「まあ、アンドリュー殿下。いかがされましたか？」

　突然の訪問に、本を読んでいたヴァレリアはきょとんと首を傾げた。

「その本、セラちゃんに貸した僕の本だよ。どうして君が持っているの？」

　焦こげ茶ちや色いろの古い本だ。だがヴァレリアは、静かに微笑ほほえむばかり。

「セラフィーナから貸していただきましたの。とっても興味深いことが書いてありますわ」

「読めるの？　すごいな」

　アンドリューは目を丸くして、焦げ茶色の本を手にし、中を開いた。

「わ、真っ黒──あっそうか！」

　アンドリューはヴァレリアの隣に座ると、すかさず本のページを、灯あかりに透すかしてみた。

「なるほど、こうやって読むのか。ヴァレリアが考えついたの？」

「いいえ、セラフィーナがページの半分をインクで真っ黒にしておりましたの。ですからわたくし、続きが読みたくて、すべてのページを黒くしてみました」

「ふーん。──『咲かしの王たるは、炎と大地の色を纏まとい、枯らしの王たるは、光と水の色を纏う』……わあ、読める！」

　アンドリューはにこにこ笑いながら、パタン、と本を閉じた。

「それでね、ヴァレリア」

「はい？」

「セラちゃんを返してくれないかなあ。イヴァンが心配してるんだ」

　笑みはそのままに、アンドリューはそう告げた。隣に座るヴァレリアの指先が、一瞬だけ強こわ張ばりを見せたが、すぐにアンドリュー同様、完かん璧ぺきな微び笑しようを、その頰ほおに浮かべた。

「何を仰っているのか分かりませんわ」

「……うーん。頼んでも駄だ目めか」

　仕方ない、とアンドリューは長なが椅い子すから立ち上がると、つかつかと奥の部屋に歩んだ。

「殿下」

　ヴァレリアの声は、あくまでもやわらかい。だが歩みを止めさせようという、強い意志が透けて聞こえる。それでもアンドリューは進んだ。

「リリ、シャシャ。殿下をお止めして」

　居間と寝室の間の扉の前に立つリリとシャシャは、はい、といつもと変わらない返事をしたかと思うと、目にも留とまらぬ速さで、アンドリューの左右に立ち、両手を摑つかんだ。

「アンドリュー様……！」

　主の危機に、遅まきながらセスが走り寄る。けれどアンドリューの左隣にいた侍女が、セスの接近を許さなかった。

　セスの背後に回ると、無む造ぞう作さに手を捻ひねり上げたのだ。

「いっ……ッ！　痛いです、シャシャ殿……！」

　文官のセスは、暴力沙ざ汰たにはからきし縁えんがなく、身体からだを動かすことも大の苦手だった。あっさり腕を取られて、しかもギリギリと捻られ、あまりの痛みにか、半泣き状態だ。

「こういう時ホント、弱いなあセスは」

「こ、言葉もありませ……いたたたたたた──ッ！」

「どうぞお帰りくださいませ、アンドリュー殿下」

　ヴァレリアはおっとりとそう勧すすめる。

「そうでないと、セスの腕が折れてしまいますわ」

「うーわーっ、やめてください、シャシャ殿！」

「セス、ちょっと黙ってて」

「す、みませ……でも痛ぁあああっ！」

　アンドリューはふう、とため息をついた。

「ヴァレリア、ある程度のことなら見み逃のがすけど、セラちゃんやイヴァンを傷つけたら駄目だよ」

　夜空色をした瞳が、じっとアンドリューを見据える。

「すべてご存じでいらした？」

「すべてかどうかは分からないけどね。セラちゃんを返して」

　セスの悲鳴をバックに、アンドリューとヴァレリアの視線が強く交まじり合った。

　アンドリューは、ヴァレリアの返事を待つ。

「……わたくし、セラフィーナの身が心配なのですわ」

「うん。でもそれは君が心配しなくてもいいことだ。セラちゃんにはイヴァンがいるんだから」

「でも心配なのですわ。だって『壊しの王』が害されてしまったら、『守護富貴華石』の据え換えはできなくなってしまいます」

「『咲かしの王』の方はどうでもいいのかなー？」

「『咲かしの王』は自みずからの剣で己を守れますわ。けれどセラフィーナは、なんの力もない、か弱い娘ではありませんか」

　なんの力もない、というところで突っこみを入れたかったアンドリューだが、それは口にせずにおいた。

「でも君のところには置いておけないね。イヴァンが承しよう知ちしないだろうし」

　ヴァレリアが納なつ得とくしないように、アンドリューももちろん引かない。

「嫌ですわ」

　とうとうヴァレリアは、きっぱりと首を横に振った。

　拒否の言葉を引き出してしまったアンドリューは、ため息をつく。

「仕方がない、か。──イヴァーン！」

　リリに腕を取られながら、アンドリューは弟王子の名を呼んだ。

　途端に、イヴァンが部屋に飛びこんできたかと思うと、その場の状態には目もくれず、真っ直ぐに居間を突っ切った。

「奥の部屋だと思う」

「分かった」

「イヴァン殿下、お止まりなさい」

　ヴァレリアの声が、初めて強く張った。だがもちろん、イヴァンの足は止まらない。

「リリ、シャシャ！」

　ヴァレリアがふたりの侍女を呼んだ途端に、主の意を悟さとったリリとシャシャが、セスとアンドリューの腕を放し、イヴァンへと走った。

　イヴァンは抜刀した。振り返りざま峰みねを返し、飛びかかってきた双子に、剣を構える。

「……ッ！」

　だが双子の動きは、イヴァンをして初めて見るほどに素す早ばやかった。その跳ちよう躍やく力りよくは素す晴ばらしく、普通の人間の倍は飛び上がる。

　双子は手に短剣を握っていた。刃は短く、掌てのひらに隠かくれるほどだ。だが部屋の明かりを弾はじいてギラリと光るその刃は鋭く、ひとりはイヴァンの胸元を、もうひとりは首筋を正確に狙った。

　胸への攻撃は剣で受け止めたが、危あやうく首に刃が触ふれそうになる。そこへ駆けつけたグレンの剣が、短剣を弾いた。

　キィンッ、と金属同士がぶつかり合う音が響ひびく。

「ヴァレリア、やめさせて」

　アンドリューの叱しつ責せきに、だがヴァレリアはうなずかなかった。

　リリとシャシャは、まるで獣けもののようにしなやかに素早く動く。その無む駄だのない動きが、イヴァンを奥の部屋の扉に近づけさせなかった。

　四人がやり合っている端はしから、パメラがそろそろと扉目指して進む。

　あともう三歩というところで、パメラの目前に双子が持つ短剣が矢のように飛んできた。

「ひ……ッ！」

　パメラはその場に、ストンと尻しり餅もちをついてしまう。

　それでも涙目になりながら這はって扉まで行くと、精いっぱい手を伸ばしてノブを捻った。

「イヴァン様、行ってください！」

　パメラの活かつ躍やくを見てとったグレンが、扉の方へイヴァンの身体を押す。

　間かん髪はつ容いれず、イヴァンは隣りん室しつに飛びこんだ。パメラも続いたところを見届けて、グレンは扉を引っ張って閉めた。そのまま、扉の前に立つ。

「……ッ！」

　グレンは双子へ向けて、にっこり微笑んだ。

「イヴァン様を追わないでいてもらいましょう」

　だがリリとシャシャは聞かなかった。グレンめがけて、刃やいばを振り上げる。

　その時、ありったけの勇気を振り絞しぼったのだろう、セスが侍女のひとりに飛びついてきた。

　その勇気は、ある意味成功し、ある意味失敗した。

　不意を食らって、双子の一方がドッと扉に全身を打ちつけ、守っていたはずの扉が開いてしまったのだ。

「ああ……ッ！」

　四人諸もろ共とも、隣の寝室へと雪な崩だれこんでしまう。

　セスは自分が飛びついた侍女と一緒に床に倒れこみ、もう一方の侍女はイヴァンを追い、さらに先の扉に走る。寝台をひょいと乗り越えたところを、グレンが腕を引っ張って止めた。

　振り向いた侍女が斬きりかかってくるのを、グレンはしっかりと剣で受け止める。

「セス様、痛い……！」

「わあ、ごめんなさい、シャシャ殿……！」

　床に倒れこんだセスが侍女の上からどこうとした瞬間に、キッと睨みつけられた。

「わたくしリリです！」

　え？　と一瞬ポカンとしたセスの隙すきを狙って、双子の一方が突き飛ばそうとする。そこを慌てて押さえ直した。

「シャシャ殿ですよね？　何を仰ってるんですか」

　セスは押さえこんだ双子をまじまじと覗のぞきこんで、彼にしては珍めずらしくはっきりと告げる。

「どうしてそんなにきっぱり判別なさるんですの!?　わたくしたちを……！」

　グレンと剣を交えながら、一方が悔くやしそうに問う。

「分かりますよ、普通」

「ふ、普通じゃありませんわ、セス様！　普通分かりませんことよ！」

「え、そうかなあ。グレン、君も分かるよね？」

「じっくり見れば、まあ分かるかもしれないが、一瞬では無理じゃないかな」

　ええ？　と首を傾げるセスの下で、立ち上がろうともがいていた一方──シャシャが、急に身体から力を抜いた。

「シャシャ殿、どこか痛みます？　大丈夫ですか？」

　オロオロとセスは腕を放して、シャシャを抱き起こした。

　侍女は俯うつむいたまま、動こうとしない。

　ふわふわの髪で隠れた顔を焦って覗きこんだセスは、シャシャがその目に大おお粒つぶの涙を浮かべていることに気づいて、盛大に慌てふためいた。

「シャ、シャシャ殿」

「……ずるいですわ、セス様は」

「え？」

「わたくしたちをひと目見ただけでどちらか分かるのはヴァレリア様だけでしたのに……。どうしてセス様は、そんなにも容易たやすくわたくしたちを見分けてしまうのですか」

「どうしてって言われても。あの、見分けてはいけなかったでしょうか」

　セスはシャシャをそっと覗くと、次の瞬間、シャシャがぶつかってきた。

「うお……！」

　不意を衝つかれ、セスは仰あお向むけに倒れこんでしまう。

　ゴン、と床に頭をぶつけて、あまりの痛みにか、小さくうめいた。

「困るんですわ、本気で好きになってしまうではありませんか……！」

　シャシャはそのまま、ぎゅっとセスに抱きついてくる。

「は、……わ……、シャシャ殿、ちょ……」

「ずるいです、セス様。シャシャだけ贔屓ひいきをするなんて！」

　命がけのやりとりをしていたはずのリリが、床に寝転ぶセスと己の片割れを見た瞬間に、グレンから飛び離れた。そして短剣を放り投げると、さらに上からセスに伸のしかかってくる。

「ぐわ……ッ！」

　ふたり分の体重を受け止め、その重みに堪たまらずセスは悲鳴をあげた。

「リリだってセス様が好きですー！」

　双子はユニゾンで、うわんうわんと泣きだす。

「ちょ……、あの、おふたりとも泣かないで。というか、なんで泣いてるんですか」

　困こん惑わくのあまり、縋すがるようにグレンを見上げる。だが王子の従者として長い付き合いのあるグレンは、双子に抱きつかれているセスを生なま温ぬるい笑顔で見下ろすばかり。助け起こしもしない。

「もてて大変だな、セス。がんばれ」

「え、ちょっと待って、グレン……!?」

「さて、セラフィーナ様はこの隣かな」

　グレンは剣を鞘さやに収おさめ、三人をその場に放ってさらに隣の部屋へと進んでいった。










　イヴァンとパメラがほかの者に先んじて入った第二の部屋──居間の隣の寝室には、ひとひとりいなかった。

　美しく整えられた寝室は、昼日中であるにもかかわらずカーテンが閉めきってあり薄暗い。

　ふたりは室内をぐるりと見回した。

「いらっしゃいません……！」

［カシュー！］

　パメラの焦る声を背に、カシュカシュがさらに奥の扉に向かって走った。

　カシュカシュの導みちびきに従って、次の扉を開ける。

　衣い装しよう置き場の部屋には、たくさんのドレスが掛けられている。

　数百にも及およぶドレスの波の間を早足で歩きながら、ふたりはセラフィーナの姿を捜した。

　だがここにもいない。

「嬢様……、どこにいらっしゃるの」

［カシュー、カシュ！］

「カシュカシュ、どこ？」

　主の気配に引き寄せられるのか、部屋の奥から、カシュカシュの鳴き声がした。

　奥の壁には、大きなタペストリーが掛けられている。

　カシュカシュは、雄ゆう大だいな風景が描かれているタペストリーを、前まえ肢あしでカリカリとひっきりなしに引ひっ搔かいていた。

　イヴァンがタペストリーをめくりあげる。

　するとタペストリーの下に、壁と同色でノブもない扉を見つけた。

　ここに違いないと確信する。

　イヴァンはノブのない扉を開けるべく、隙すき間まに爪つめの先を引っかけた。

　ぐ、と確かな手ごたえを感じ、力任せに扉を指先で引っ張る。

　そのまま思いきり引くと、重い音をさせて、扉が開いた。

「──セラフィーナ」

　真っ白な部屋。

　壁も、床も、天てん井じようも純白のその部屋には、不ぶ気き味みにも螺旋模も様ようの仮面──ハーシェラスピラルの神が整然と飾られていたが、イヴァンはそれには見向きもしなかった。

　ただ部屋の中央に置かれた長椅子に横たわるセラフィーナしか、イヴァンの目には映うつらない。

「嬢様……！」

　パメラが駆け寄り、セラフィーナのそばに跪ひざまずく。

「ひどいわ、鎖くさりで繫つなぐなんて……」

　涙声でパメラが呼ぶのに、セラフィーナの目は開かなかった。

　頭の中が真っ白になる。

　──まさか。

　手足が冷たく凝こごり、イヴァンはその場に立ち尽つくした。

「イヴァン殿下……！」

　泣きながら呼ばれて我に返ったイヴァンは、すぐさまセラフィーナの傍そば近くに膝ひざをついた。

「セラフィーナ」

　顔を寄せて、呼吸を確かめる。

　──ちゃんと息をしている。

　思わず安あん堵どの息が漏もれた。

「セラフィーナ、……セラフィーナ」

　強く手を握りしめ、イヴァンはセラフィーナを何度も呼んだ。

　すると、セラフィーナの金色の睫まつ毛げが、微かすかに震ふるえた。

「嬢様！」

　パメラもまた、セラフィーナを呼ぶ。

「……ん」

　花びらのような淡あわい色合いの唇から、小さな声が零こぼれる。

　吐と息いきが溢あふれ、そうしてじれったいほどゆっくりと、アイスブルーの瞳ひとみが、姿を現した。

「嬢様……！」

「パメ、ラ……？」

　ぼんやりと焦しよう点てんの合っていないセラフィーナの目に、次第に力が込められてゆく。

「そうですよ、パメラです！」

「お帰りなさい。毒、は？」

「もうピンピンしてますよ。待っててください、鎖、外しますから……！」

［カシュー……、カシュ？］

　セラフィーナの胸元に座るカシュカシュが、そっと主を覗きこむ。

「ああ……、カシュカシュ。この毛の感かん触しよく、なんだか久しぶりのような気がするわ」

　セラフィーナはカシュカシュの背を優しく撫なでた。

　そうして、自らの手を握るイヴァンへと、殊こと更さらにゆっくり視線を向けてきた。

「イヴァン、様……」

「ああ。……大丈夫か？　どこか痛むか？」

「大丈夫です……。すみません、ご心配をおかけしてしまって」

「詫わびはいい」

　ぶっきらぼうにそう言った次の瞬間、イヴァンはセラフィーナの背と長椅子の間に掌を差し入れると、抱き起こした。そしてそのまま引き寄せる。

「無事でよかった。こんなにも時間がかかってしまってすまない」

　いいえ、とセラフィーナは首を振る。

　取り戻せた、と。

　身体中から力が抜けてしまったかのような脱力感に、イヴァンは息を零す。

　この手に戻ってきたセラフィーナを、思いきり抱きしめようとし……だがその身に痛みを与えないよう、イヴァンはひたすらに優しく、腕に力を込める。

「イヴァン様……」

　セラフィーナもまた、イヴァンの背に腕を回し、今ある精いっぱいの力であろう、しがみついてきた。





[image: ]






　隣室から四人の声と剣を交える音が響いてくるが、ヴァレリアもアンドリューも、そちらを一いち瞥べつもしなかった。

「……いつから気づいていらっしゃったのですか」

「ん？」

「わたくしの望みを」

「うーん、わりと前からかな？」

「わたくし、そんなに分かりやすかったですか？」

「うん、僕にはね。だって君ときたら、いっつもおんなじ顔をしているのに、『富貴華石』の前でだけ、ホント表情変わるからさ。分かりやすいなあって思ってたよ」

　ヴァレリアは、己の頰にそっと掌を当ててみた。

　王家の者ならば、いついかなる時にも、たとえ目の前で大おお鉈なたを振り回されたとしても、決して取り乱してはならないと、幼おさない頃から教育されてきた。もちろんヴァレリアは、己が完かん璧ぺきにその教育を実じつ践せんできていると、そう思っていた。

　──それはただの勘かん違ちがいだったのだろうか。

「さっきも言ったけど、ある程度は好きにしてもいいけど、セラちゃんとイヴァンにちょっかい出すのはやめてほしいな。あのふたりは君のままごとに付き合っている暇ひまはないんだから」

「ままごと」

「うん、そう。そういうのだったら僕が付き合ってあげるよ」

「ままごと」

「ままごとだよ」

　ヴァレリアの瞳に、我知らず力が込もる。

　己の長年の夢を『ままごと』と断じる夫へ、ヴァレリアは初めてひとつの感情を抱いだいた。

「──殿下は、わたくしの望みを知っていながら、どうしてわたくしを娶めとったのですか」

「君と過ごす時間は退屈そうだけど、もしかしたら面おも白しろくなるかもしれないって思ったから、かな」

「……はい？」

「仮面みたいに整った、だけどつまんない君の顔がね、最初から君の目論見もくろみを知っていたよって言われた時、どんなふうに変わるか、興味があったんだ」

　──つまんない君の顔。

　誰に何を言われても動じたことなどなかった。

　けれどそう言われた瞬間に、ヴァレリアの心に、カッと激しい炎が宿った。

「わたくし……！　子を生なしたあとは、貴方を亡なき者にしようと思っておりましたのよ！　それでもそんな吞のん気きなことを言っていられますの……!?」

　ヴァレリアは、生まれて初めて声を荒らげ、叫ぶ、という行為を自らに許した。

　アンドリューは、物ぶつ騒そう極きわまりないことを叫んだ若妻をきょとんと見つめ……そうしてあろうことか、うはははと口を開けて大笑いした。

「何がおかしいんですの！」

「やー、奥さんに命を狙われる日常って、すごく楽しいんじゃないかなって想像しちゃったんだ。スリリングだよね、きっと！」

「楽しいわけないじゃないですか！　貴方何をお考えなの!?」

　──おかしいこのひと……！

　ヴァレリアは、アンドリューの受け答えがほかの者とはまるで違うことに、戸と惑まどいを覚えずにはいられなかった。
















　普通……ヴァレリアにとっての普通は、もしかしたら他者のそれから少し外れているかもしれないが、それでも、命を狙うと言われて心から笑える人物が、そう多いとは思えない。

　婚こん約やくしたのは三年半前。ハミルトン王国にやってきて、五月。結婚して三十日。

　夫となった人物を、ヴァレリアはこの日、初めてひとりの人間として認識した。

「貴方のお命を狙うわたくしと、離り縁えんはお考えになりませんの？」

「残念。ハミルトン王家は、どちらかが死ぬまで別れられないんだよ」

　だから君とは、死ぬまで一緒だね。

　自分の命を狙うと公言している妻に、死ぬまで一緒だねと言って笑う夫を前に、ヴァレリアの心には、何かがぼんやりと形作られてゆく。

　それはまだ、ヴァレリア自身にもどんな形になるのか分からない、不確かな存在だった。

「ん、もしかしたら君、結構いい顔になるかもだよ？」

　アンドリューは無造作にヴァレリアとの距離を縮ちぢめてくる。

「……っ」

「仮面みたいな笑顔なんていらないからさ、もっとガツンと怒ってみたり、赤ん坊のように泣き喚わめいてみたり、嬉しくて嬉しくてたまらなくて、この頰を真っ赤にしてみたり、そういう表情を、これから覚えていくといいよ」

　指先で、つん、と頰を突かれる。

　痛くはない。けれどその指先は、ヴァレリアに、確かに何かをもたらした。

「それから、エメリー国のこともね。今後どんなふうに仕掛けてきても、ちゃんとハミルトン王国を守る。『富貴花』の花庭も、元に戻るように研究するからさ」

　ふ、と笑うアンドリューを、ヴァレリアはただただ見つめた。

「アンドリュー殿下、アンドリュー殿下～！」

「ここにおわしましたか……！　大変でございます、一大事でございますよ！」

　気け色しきばんで部屋に雪崩れこんできたのは、科学省の面々だ。

「どうしたの？」

「からくり人形、大だい暴ぼう走そうでございます～～～～ッ！」

「科学省の壁をぶち破り、何体も外に出てしまいました、誰も機き乗じようしておりませんのに！　いかがいたしましょう」

「ただいま中央宮殿を、歩行中です！」

「あれー、どうしちゃったのかな？　ヴァレリア、話の続きはまた今度ね。あ、もうセラちゃんとイヴァンにちょっかい出さないってことは、約束して」

　まずいことになりましたアンドリュー殿下、いかがいたしましょう!?

　アンドリューについていく研究者たちの慌てる声が、どんどん遠ざかってゆく。

　部屋にひとり残されたヴァレリアは、開け放たれた扉を呆ぼう然ぜんと見つめた。

　敵かなう気がしない。

　弱気が心に、ポツンと落ちる。

　けれど、とヴァレリアは、長椅子に置かれた焦げ茶色の古い本を、ふと見下ろした。

　すべてのページを黒く染そめ、ヴァレリアが読みきったその本には、恐らくアンドリューすらも知らないことが書かれていた。

　──もし。

　アンドリューがあの本を読んだなら、いったいどんな反応をするだろうか。

『咲かしの王』と『壊しの王』としてだけでなく、弟とその婚約者を、アンドリューは殊ことの外ほか愛し、可か愛わいがっている。

　そのふたりが、手に手を取って、すべての『守護富貴華石』を据え換えた時。

　どんな結末が待っているのか……。

　ヴァレリアは本を手に取ると、そっと椅子の下に隠した。

　それからすぐに、イヴァンが、意識はあるもののぐったりしているセラフィーナを抱き上げ、グレンやパメラとともに、最さい奥おうの部屋からやってきた。

　イヴァンはヴァレリアにひと言もなく、部屋を出てゆく。ヴァレリアももはや、引き止めようとはしなかった。

「……そうしてかの地に破壊を与え、命を与え、そののちに連れ去るのだ。──咲かしの王と枯らしの王を」

　ヴァレリアは、『咲かしの王』と『壊しの王』の背中へ、読んだばかりの本の一節を呟いた。
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　頭が重い……。

　ヴァレリアの部屋に監かん禁きんされている間、何度か紫色のお茶を口にさせられた。

　飲むごとに覚かく醒せいは鈍にぶくなり、なかなか意識がはっきりしてくれない。

　はっきりしない意識がもどかしい。

　抱きしめてくれるイヴァンの腕にもっとちゃんと応こたえて、しっかり抱きしめ返したいのに。

　医術師を呼ぶように、というイヴァンの声や、いったい何をされたのでしょう、という不安そうなパメラの声が聞こえてくる。

　──ごめんなさい。心配をかけて。

　早くちゃんと起きなければと焦るのに、どうしても目が開いてくれなかった。

　結局セラフィーナは、救い出されてからも、半分覚醒しながら、うとうとと眠り続けた。

　その間イヴァンはほとんどつきっきりでセラフィーナの傍そばにいて、手を握ってくれていた。

　繫いだ指先や頰や唇に、優しい何かが触れた。

　イヴァンが口づけてくれているのだと気がついたが応えることができず、それがセラフィーナには少し悔くやしかった。

　イヴァンの手が離れる。

　半分眠りつつも、イヴァンの不在が寂さびしくて、握られていた手を、無意識のうちにもう一方の自分の手で握りしめていた。

　早く起きて、イヴァンと言葉を交かわしたい。

　大好きなあの大地の色の瞳を、笑顔を、思う存分見つめたい。

　いまだに力の入らない身体をもどかしく思いながら、セラフィーナはひたすらに覚醒を願う──。
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「うーわー、すごいことになっちゃったなあ……！」

　アンドリュー自慢の研究棟は、崩ほう壊かいしていないことが不思議なほどの状態だった。

　壁には大きな穴が開けられ、巨大な歯車は床に落ちてしまっている。

　柱は無事だったため、建物の倒とう壊かいは免まぬがれたが、修復には相当時間がかかるだろう。

　窓際にきちんと並べていた十数体のからくり人形のうち、その場に留まっているのは六体。約半分だ。残りは勝手に動いて、壁を打ち破り、外に出てしまったらしい。

　中央宮殿の庭の方から、悲鳴が聞こえてくる。

「んー、止めないと。よし、行こう！」

　アンドリューは、その場に残る一体に乗りこんだ。

「みんなも僕に続いて！　からくり君たちを止めるよ！」

　科学省の者たちは、アンドリューの号令に、元気よく返事をした。

　アンドリューが乗ったのは、一番のお気に入り、『からくりイヴァン号』だ。

　アンドリューは上じよう機き嫌げんで、からくり人形が壊した壁の穴から外へと出た。

　背後では、いまだに操縦に慣なれない科学省の者たちが、悪あく戦せん苦く闘とうしている様子がうかがえた。

　だがアンドリューは一体だけで、中央宮殿へと向かう。

　その異様な形からか、居合わせた者たちは、その場に凍こおりついていた。

　ひとが乗っていないのに勝手に動いたのは、己の改造に不手際があったのだろう。

　あまりにも楽しくて、あれもこれもと付ふ属ぞく品ひんをつけたのもよくなかったようだ。あるいは、『富貴華石』をからくりの内部に戻した時、どこかいけない個か所しよに触れてしまったか。

　ちょっと失敗、と肩を竦めながらも、アンドリューの目は、内心の興こう奮ふんを隠しきれず、無む駄だなほどキラキラと輝いていた。

　夏の最後を彩いろどるように、庭には様々な色しき彩さいの生花が咲き誇ほこっている。

　その花の中を、無ぶ骨こつで、しかも誰かを模した、おかしな頭が乗った不気味な物体が、大きな音を立てながら、右う往おう左さ往おうしているのだ。

　すわ、何処いずこの国からかの攻撃かと、貴族の者たちが慌てるのも当たり前だろう。

「いやあ──！」

「く、来るな、来るな……ッ」

　縦じゆう横おう無む尽じんに動くからくり人形たちに、その場にいた者たちは恐きよう慌こうをきたした。

　逃にげる、ということを思いついた者は幸せな方で、大たい抵ていは見たこともない物体に度ど肝ぎもを抜かれ、その場に腰を抜かして座りこみ、ただただ震えることしかできずにいた。

　大きなからくり人形が、地面に倒れる貴婦人を、まがいものの目で、じっと見下ろす。

「やめて、来ないで！」

　華きや奢しやな腕を振り回すが、からくり人形には届かないし、当たれば痛いのは己の方だ。

　からくり人形は、婦人に一歩近づいた。ドレスの裾すそを踏まれたことに気づいた婦人は真まっ青さおになって──気絶してしまった。

　その婦人を無造作に踏みつけようとしたからくり人形の前へ、

「ちょっと待ったー！」

　颯さつ爽そうと登場したのは、『からくりイヴァン号』に乗ったアンドリューだ。

　すると、セスの頭を模した『からくりセス号』が、アンドリューに身体を向けてきた。

『からくりセス号』は、アンドリューイン『からくりイヴァン号』を認識すると、つぎはぎの腕を重々しく持ち上げ──ガァン！　と振り下ろしたのだ。

　危うく避よけたアンドリューだったが、よもや攻撃されるとはと、目を瞠みはった。

「ちょ、セスってばいきなり何するわけ!?」

　うっかりセスと呼んでしまったが、もちろん訂てい正せいする暇はなかった。

　モデルのセスに似せた薄緑色のふたつの目が、キラン、と光ったような気がした。

　セス号はそのままずんずんと進んでくる。

「意外に速いな！」

　アンドリューももちろん負けるつもりはなかった。よく狙って、セス号の頭を、振り上げた腕で、容よう赦しやなく叩たたく。

　グシャッ。

　哀れセス号は、頭部を破は壊かいされ、あまりにもあっさりと動きを止めた。

「弱いわー。さすがセスだね」

　さて、とアンドリューは次に相手をするからくり人形を探して、ぐるりと周囲を見回した。

　科学省の者たちも、なんとかからくり人形を乗りこなしているようだ。あっちにフラフラこっちにフラフラと、少々危なっかしいが、庭にいる貴族たちを助けようと奮ふん闘とうしている。

「あー、あれにしよう」

　アンドリューはさっそく、攻撃対象をロックオンした。

　父王を模したからくり人形だ。

　不ふ敬けい罪ざいで捕つかまりそうだと、誰もが眉まゆを潜ひそめるであろうそのからくり人形目指して、アンドリューイン『からくりイヴァン号』は、勇いさましく進んだのだった。
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　目の前に広がる光景に、弟王子──イヴァンは、頭を押さえずにはいられなかった。

『中央宮殿の庭が、大変なことに』

　そんな報告を受け、いまだに覚醒しないセラフィーナの手を渋々離して様子を見に来たイヴァンの目に映ったのは、自分の顔を模したからくり人形に乗って、生き生きとほかのからくり人形たちをぶっ壊している兄の姿だった。

　いったいなんだってからくり人形同士が戦っているんだ、しかも中央宮殿の庭でと、イヴァンは呆れてものも言えない。

「わたしは敵方ですか。──まあずいぶんと楽しそうですね、アンドリュー殿下は」

　グレンの頭を模したからくり人形が、『からくりイヴァン号』に乗るアンドリューによって、今まさにがらくたと化すところだった。

　及び腰になりつつ、衛えい兵へいたちも人形相手に剣を振り回している。

　明らかにアンドリュー側が優勢だ。

　ここはイヴァンが手を貸さずとも事態は収拾するだろうと、グレンを連れ踵きびすを返した。

　イヴァンは、だがそこで、不ふ吉きつな音を耳にした。

　キィィィィ───ン────

　聞き覚えのある音が耳に飛びこんできたと同時に、イヴァンはハッと身を強張らせた。

　己の従者に目をやると、グレンもまた笑みを引っこめ、厳しく顔を引きしめていた。

「今の音は」

「……『守護富貴華石』」

　次の瞬間、ひと言もなくふたりは一度北の翼棟に戻ると、必要なものを手にして再び馬に乗った。行き先は──ハミルティア宮殿の聖堂だ。

　宮殿の聖堂は、敷しき地ち内ないの最北にある。

　アンドリューたちがからくり人形と戦う中央宮殿から離れて馬を走らせると、次第に建物や花か壇だんもなくなってゆく。代わりに、まるで山林の一部を切り取ったかのような、巨大な森林が前方に見えてきた。

　鬱うつ蒼そうとした森に入った途端、耳を塞ふさぎたいほどの音が響き渡った。

　普段の清せい浄じような静けさはどこにもない。

　イヴァンとグレンは、その嘆なげきの音色を聞きながらひたすら走る。

　やがて森の最さい奥おうにある、尖せん塔とう型がたの聖堂が見えてきた。

　ギィィィ────ンンンンン──

　わずかに濁にごって聞こえるその音は、イヴァンにひどく嫌な予感を抱かせた。

　聖堂の前で馬を飛び下りる。グレンがすかさず進み、聖堂の扉の鍵かぎを開けた。

「……ッ！」

　中の様子を目にしたイヴァンとグレンは、思わず息をのんだ。

「『守護富貴華石』が……」

　──溶とけだしている。

　巨岩は、つい先日確認した時には、以前と変化はなかった。

　それが今は、上部がドロリと溶け、聖堂の床を粘ねん着ちやく質しつの液体で汚していた。

「『守護富貴華石』の暴走が始まるのですか」

　グレンの声は常になく低い。

　今、己の手には新しい『守護富貴華石』がない。

　少なくとも今の花庭では、今日明日の収穫なんて無理だ。

　青黒い液体が、聖堂にぼとりと落ちる。

　溶けた『守護富貴華石』が、外に漏れ出すのは時間の問題だった。

「イヴァン様……！」

　グレンの叫びと同時に、イヴァンは背後に飛び退すさった。

　溶けた『守護富貴華石』が一気に容よう積せきを増し、どっと膨れ上がったのだ。

「……！」

　イヴァンは聖堂の扉を閉めた。

　それまで己を閉じこめていた聖堂を押し流し、のみこもうと、液体となった『守護富貴華石』が、扉といい壁といい、どう、と中から押している。

「このままではもちません、ひとまずこの場は退ひきましょう！」

「ここで退いても何もならない！」

「ここでイヴァン様がのみこまれてしまったら、それこそどうにもならないでしょう。早く！」

　グレンに諭さとされ、イヴァンはその場から馬を走らせた。

　とうとう『守護富貴華石』が暴走を始めた。

　最悪の、このタイミングで。

『守護富貴華石』を持たない己は、『咲かしの王』たる資格はない。これまでやってきたことがすべて無駄になるのかもしれないと思えば、己自身の力不足を痛感せずにはいられなかった。

　背後で、建物が瓦が解かいする音が聞こえてきた。

　とうとう聖堂が壊れたのだ。

　このまま『守護富貴華石』は、少しずつ外へと流れ出し、この森をのみこんでゆく。

　ハミルティア宮殿もまた、のみこまれる。

　ハミルトン王国を、すべてのみこんでしまう。

　諦あきらめはしない。だが、この最悪の事態をどうすればいいのか。

　溶岩がメキメキと音を立てて木を薙なぎ倒してゆく。

　その音から、なすすべもなく離れることしか、今はできなかった。
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　眠りと覚かく醒せいの狭はざ間まにある意識が、ぐっと引っ張られた。

　だるく、重かった瞼まぶたが、ようやく心地ここちよく開く。

「お目覚めですか、『壊こわしの王』よ」

「マキャナリー、侯こう爵しやく様さま……」

「少々強めの気付け薬を使わせていただきましたが、ご気分はいかがでしょう」

「あ、はい、大丈夫です」

　少なくとも、どこも痛まない。

　セラフィーナがパメラに助けられて寝台から身を起こすと、膝ひざに一冊の本を置かれた。

「これは」

　焦こげ茶ちや色いろの表紙の本は、アンドリューから渡されたものと酷こく似じしていた。

「『ハミルティア識しき本ほん』です」

「え……っ？」

　セラフィーナはマジマジとその本を見み下おろし、そうして恐おそる恐る表紙をめくった。

「『華か花かはうたい、うたい、まわり、まわり、めぐり、めぐり、またうたう』……読めますね。もう一冊の本は、インクで黒く染そめなければ読めませんでしたのに」

　ついぽろりともう一冊の本のことを口にしてしまったセラフィーナは、あっ、と唇くちびるに掌てのひらを押し当てた。

　もちろん、いまさらそうしても遅いが。

「それは廃はい棄きとなった古い『ハミルティア識本』でしょう」

　だがマキャナリーは平然とそう告つげる。

「本来ならば処分されるべきものですが、どこをどう巡めぐったか、貴女あなたの手に渡ったのですね。貴女はすでにその本を読みましたか？」

「あ、いえ。最初の一ページ目しか読めませんでした」

　やっと読めると思った直後に、ヴァレリアに監かん禁きんされてしまったからだ。

「ところであの、どうしてこの本をわたしに……？」

　これが本当に『ハミルティア識本』ならば、王にしか読めないものではないのか？

「陛へい下かより、『壊しの王』たる貴女であれば、読んでもかまわないと賜たまわりましたゆえ」

「……わたしであれば、ですか？　あの、イヴァン様は？」

「内容は、貴女の胸のうちに収おさめておいていただけたら、と申されておりました」

　にわかに不安がセラフィーナを襲おそう。

　イヴァンには読ませたくないが、セラフィーナならばいい、というその理由が分からない。

　だがそこに何が書かれているのか、セラフィーナは好奇心を抑おさえられなかった。

　ページをさらにめくる。

「『壊しの王』よ」

「あ、はい」

「『咲かしの王』と『壊しの王』は、イヴァン殿でん下かと貴女です。それは誰にも代われない、おふたりのお役目です」

「……はい」

「終末は近づいております。どうぞよきご決断を」

　マキャナリーの言葉はいつも謎なぞめいている。今もだ。

　だが明確な説明をせず、マキャナリーはセラフィーナの部屋をあとにした。

「なんだったんでしょう？」

「分からないけれど、この前もマキャナリー侯爵様から渡された本には、重要な事柄が書かれていたわ」

　イヴァンがセラフィーナに触ふれていてくれれば、『守護富貴華石』を壊す時の痛みが半減することを知ることができた。

　この本もまた、今の事態を打開してくれるのかもしれない。

　新しい『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』がなくても、据すえ換かえができるような、特別な方法が書いてあるのかもしれない。

　そうでなければ、王しか読めないこの本を、セラフィーナに渡すはずもなかった。

　セラフィーナは急いで本のページをめくった。

　熟じゆく読どくしたいが、今は時間がない。とにかく目を走らせてゆく。

　内容はたくさん読んだ『富ふ貴き花か』の本と同様に、比ひ喩ゆ的てきで少し理解に時間がかかる。

　そんななか、セラフィーナの目が引き寄せられる文章があった。





　美しき孤独なる華

　七つの場所に据え置かれた華の歌は、

　嘆なげきと喜びをひとびとにもたらす

　抱きしめよ

　美しき孤独なる華を

　抱きしめ死を与え生を与えよ






「死を与え、生を与えよ」

　ぽつりと呟つぶやく。

　それはセラフィーナの力であり、イヴァンの力だった。

　だが具体的にどうすればいいのか、よく分からない。

　セラフィーナが次のページをめくったのと同時に、衛えい兵へいが部屋に走りこんできた。

「セ、セラフィーナ様、お逃にげくださいませ……！」

「どうしたの？」

　衛兵は顔を真まっ青さおにして、震ふるえる指で窓を指す。

　パメラが走って、今は閉じられている窓を一気に開け放った。

　途と端たんに、金属を引ひっ搔かくような嫌いやな音が、津波のように部屋に押し寄せてくる。

「こ、これ……、この音……！」

　パメラが耳を塞ふさぎながら、信じられない音を聞いたように、身を震わせる。

　セラフィーナもまた、寝台から飛び下おりた。急に動いたために、ガクン、と床に膝をついたが、すぐに立ち上がって窓へと走った。

「……なんてこと」

　外は、たくさんのひとや馬、馬車で溢あふれ返っていた。何かから逃げようと皆みな必死な形ぎよう相そうをしている。

　ギィィィィ───ンンンン──────ッ！

　音とともに、もう何度も嗅かいだ、果物が熟しきったような甘い甘い匂においもまた漂ただよってきた。

　間違いない、『守護富貴華石』だ。

　なぜ『守護富貴華石』の声と香りが宮きゆう殿でんにまで、と考えるまでもなかった。

　──『守護富貴華石』の暴ぼう走そう……。

　恐れていたことがついに起こってしまった。

「セラフィーナ様、お逃げください！　北の森の方から、溶よう岩がんのようなものが流れてきているのです。すでに森の大半をのみこんでおり、その溶岩が辿たどりつくのも時間の問題です……！」

　セラフィーナは、だが窓から目を離すと、衛兵や使用人たちへきっぱりと首を振った。

「貴方あなたたちは逃げてください。パメラ、貴女もカシュカシュを連れて、みんなと行って」

「冗談じゃありませんよ！」

　断固首を振るパメラに口を開きかけたその時、部屋にイヴァンが入ってきた。

「イヴァン様！」

　セラフィーナはイヴァンに駆け寄る。

「走っても大丈夫なのか？」

　イヴァンはセラフィーナを支えるように腕に触れてくる。

「もうすっかり大丈夫です。──イヴァン様、『守護富貴華石』が暴走を始めたのですね」

　イヴァンは浅くうなずいた。

「だが正直どうやって暴走を止めようか、いい案が浮かばない」

　自じ嘲ちようするようにそう言うが、イヴァンの目は諦あきらめてはいなかった。だからセラフィーナも、にこりと笑う。

「ではとりあえず行ってみましょう。なんとかなるかもしれませんわ。貴方たちは逃げてください」

「何仰おつしやってるんですか、おやめください！」

　パメラばかりか、その場にいた衛兵や使用人たちが一いつ斉せいにそう言い放った。

　その勢いのよさに、セラフィーナもイヴァンも、目を丸くした。

「主あるじより先に逃げるなんて、使用人の名がすたるというものですよ！」

「主を守ってこその使用人でしょう！」

「このまま自分たちだけが逃げるようなヤツを傍そばにおいていたと、まさか思ってはいらっしゃらないでしょうね？」

　全員の勢いにたじろぎながらも、セラフィーナの胸は、温あたたかなもので満たされてゆく。

「気持ちは分かったが、おまえたちは避ひ難なんしておけ」

　ですが、と声を揃そろえて言う使用人たちに、イヴァンは笑みを向けた。

　滅めつ多たに見ない、素すの笑顔に、彼ら彼女らは言葉をのみこんだ。

「無ぶ事じに済んだら、またここで働いてくれ」

　セラフィーナ、と手を出される。

　セラフィーナは迷わずイヴァンの手を取った。そのままふたりで扉とびらへと向かう。

「嬢じよう様さま、あたしも行きます！」

「パメラ、待ってて。行ってきます」

「グレン、おまえもな」

　いつも一緒にいてくれた従者と侍じ女じよをもその場に置いて、イヴァンとセラフィーナは、部屋から飛び出した。










「イヴァン様、初めてとは思えないほど、運転がお上手ですわ！」

　拍はく手しゆをしかけるが、それはやめておけとイヴァンに止められる。

　さすがに馬を乗りこなすのとは勝手が違うのだろう、イヴァンの声は真剣だった。

「そうだわ。これ、『富ふ貴き華か馬ば』って名づけたらいかがでしょう？」

「好きに呼べ」

　イヴァンが背後で苦笑する気配を感じる。

　ふたりは、セラフィーナが作った富ふ貴き華かクッションと『富ふ貴き華か虫ちゆう』の合体作品にまたがっていた。

　北の翼よく棟とうを出た直後に、『守護富貴華石』の暴走を耳にしたメリリースが、セラフィーナを心配してやってきてくれたのだ。

　セラフィーナがプレゼントしたものに乗って。

　運動神経抜ばつ群ぐんのメリリースは、びっくりするほど鮮あざやかに、それを乗りこなしていた。

「メリー、それ貸してちょうだい！」

　これを使って『守護富貴華石』に接近したらどうかと、咄とつ嗟さに考えついたのだ。

「どこに行かれるのですか、早く避難しないと！」

「わたしが行かないといけないの。メリー、お願い」

　真剣な姉に、メリリースはそれでもぐずったが、最後にはうなずいてくれた。

　もちろん、セラフィーナでは心こころ許もとないから、運転はイヴァンにお願いすることにした。

『富貴華馬』は、地面からわずかに浮かんでいるため、暴走した『守護富貴華石』に触れることはない。そのうえ馬に乗るように速く移動できる。

　さらにイヴァンは、『富貴華虫』の取り付け位置を工夫して、浮かんだままその場に留とどまることまでしてのけた。

　溶けた『守護富貴華石』の動く速度は一定ではなかった。

　幼おさな子ごが初めて歩くほどに、ひどくゆっくり動いていたかと思うと、突然粘ねん着ちやく質しつの液体を噴ふん出しゆつさせ、ドッと押し寄せてくる。

　青黒い粘液は、ひとの目には、ひどく汚けがらわしいものに映うつるようだった。

　皆半狂乱になりながら、逃げてゆく。

　セラフィーナは、すでに形を失いつつある『守護富貴華石』を見るのが辛つらかった。

　これまで長きにわたり、ずっとハミルトン王国を守護してくれた『守護富貴華石』が、こんな形で最さい期ごを迎むかえなければならないことが悲しい。

「見えたぞ」

「……あれが」

　浜に波打つように、押し寄せてくる『守護富貴華石』の背後には何もなかった。

　森も、林立していた貴族の館やかたも、美しい花を咲かせていた花か壇だんも、……何もかも。

『守護富貴華石』はこうして、すべてを壊してゆく。あとには何も残らない──。

　だがセラフィーナがこの『守護富貴華石』を壊しても、新しい『守護富貴華石』を据えなければ、地が揺れ続け、やはりハミルトン王国の未来はないのだ。

　いったいどうしたら……とセラフィーナはぎゅっと唇を引きしめた。

「あ、イヴァーン！」

　その、聞き覚えのありすぎる声に、イヴァンがぴく、と肩かたを波打たせた。

「イヴァン、あ、セラちゃん！　もう大丈夫？」

「はい、お陰かげさまで……まあ、アンドリュー殿下、それはイヴァン様ですね。そっくりです、すごく素す敵てき……！」

「えへへ、『からくりイヴァン号』っていうんだー。でもふたりが乗ってるのもすっごくいいね。今度僕も乗せて！」

「ええ、もちろん」

　こんな緊急事態のさなかにあってこの吞のん気きな会話はなんだと、イヴァンが背後でひとりごちている。

「アンドリュー、これ以上は近づくな。『守護富貴華石』は何もかものみこむことを知ってるだろう！」

「うん、知ってる。でも試したいことがあるんだよ」

「この期ごに及およんでか」

「今だからこそだよ。見てて」

　みんな、投げるよ。

　アンドリューの後ろに控ひかえていた、からくり人形に乗っていた科学省の者たちが、せーの！　と黒い棒状のものを投げた。

　と、何本かが、迫せまりくる『守護富貴華石』の上に落ち、あるいは地面に突き刺ささった。

　すると、『守護富貴華石』の進みが、どんどん遅くなってゆく。

「まあ……！」

「それは、役目を終えた『守護富貴華石』か」

「そう！」

『守護富貴華石』は止まらない。けれど、格段に遅くなった。

「イヴァン、セラちゃん、ここで待ってるからね。ちゃんと帰ってくるんだよ」

　セラフィーナはアンドリューを振り返り、はい、とうなずいた。

　前を向きかけたセラフィーナの視界に、ふと、何かが過よぎった。

「……？」

　視線をそこへ戻す。

「あ」

　セラフィーナの小さな声を拾ったイヴァンが、同様にそちらへ目を向けた。

「……父上」

　逃げ惑まどう宮きゆう廷てい人じんたちの中で、誰よりも安全な場所で守られているべき存在であるアルダス王が、供をひとりつけただけでやってきた。

　馬上のアルダス王は、その場にいた全員に等しく視線を向ける。

「行くのか」

　アルダス王の声は、まるでイヴァンが行くのを止めたいかのような響ひびきをしている。

　セラフィーナは、それを奇き妙みように思った。

　今、まさにハミルトン王国は瓦が解かいしかけている。にもかかわらず、どうして王は『咲かしの王』たるイヴァンのおこないを、こうまで否ひ定ていするのだろう。

　イヴァンは、自分が王の実の子ではないかもしれないから、そして母の元婚こん約やく者しやに酷こく似じしているから、王に疎うとまれているのだと思っているようだった。

　けれどそれは、本当だろうか？

「行きます」

　イヴァンがはっきりと言い放つと、王はぐっと眉み間けんにしわを寄せた。

　──あ。

　セラフィーナは、その王の顔に、イヴァンと似た感情を見つける。

　王の子ではない……そんな噂うわさは、噂でしかなかったのだと、セラフィーナは直感した。

　顔立ちは確かにまったく似ていない。けれど苦痛を堪こらえる表情は、こんなにも似ているではないか。

「殿下のお気持ちは固かたいようです。陛下、さあ」

　供としてやってきたマキャナリーは、この場に王がいることが気がかりでならないようで、常からの落ち着きが消失していた。

「父上、イヴァンに何か仰りたいのでしたら、今をおいてないのでは？」

　アンドリューがさらりと父王の背中を押した。

　王が小さな呟きを零こぼした。

　その声は微かすかなものだったが、イヴァンにもセラフィーナの耳にも、確かに聞こえた。

　行くな、と。

「父上はハミルトンがどうなってもいいのか……！」

　イヴァンは苛か烈れつに叫んだ。

「国を救うためには、『咲かしの王』と『壊しの王』両名の命が必要だとしてもか！」

　常に覇は気きのない、いつだって細く密ひそやかな声しか聞いたことのない王の怒声に、セラフィーナの肩がびくりと震えた。

　驚きは、王が告げた言葉により、さらに膨ふくれ上がる。

「『ハミルティア識本』にあったのだ。『すべての守護富貴華石を据え換えた時、『咲かしの王』と『枯らしの王』もまた連れ去るだろう』と」

「──」

　全員が、言葉もなかった。

『連れ去る』

　それはなんと不吉な言葉だろう。

「命いのち懸がけで国を救う『王』らが、何ゆえ連れ去られなければならない。そんな道理などないではないか。何者かに守られ、犠ぎ牲せいの上で成り立つ平和など、偽いつわりでしかない。それならばすべてを壊し、その上で再び新しい国を作るべきではないか……！」

　王は何もかもをぶちまけるように叫さけんだ。

　セラフィーナはドキドキと波打つ胸を、そっと掌で押さえた。

「──わたしは父としても王としても失格だ。国を救わねばならないのに、おまえの命と国とを秤はかりにかけた……」

「……陛下」

　──陛下がイヴァン様の行動を快こころよく思っていなかった原因が、ようやく分かった。

　王として国を救わなければならない。けれどイヴァンに国を救ってほしくなかったのだ。

　イヴァンに『咲かしの王』としての責を全まつとうさせたくなかった。

　その思いの根底は明らかではないか。

「陛下はイヴァン様を愛していらっしゃるのですね」

「セラフィーナ……！」

　セラフィーナの直ちよく截さいな表現が我が慢まんならなかったのか、背後のイヴァンが鋭く言葉を遮さえぎった。

「咲かしの王たるは、炎と大地の色を纏まとい、枯らしの王たるは、光と水の色を纏う」

　マキャナリーが、密ひそやかな声で呟く。

「『ハミルティア識本』ですね？」

「そうです、『壊しの王』よ。陛下はイヴァン殿下が生誕した直後に、『咲かしの王』であると気づき、ずっと苦悩を抱かかえておられました」

『咲かしの王』として送り出すべきか、『守護富貴華石』に一切触れさせないべきか。

　国を取るか、息子むすこを取るか。

　王としての責せき務むと父としての愛ゆえにこそ、イヴァンとどう接するべきか、思い悩んでいたのだろう。

　だが、最後の最後で、王はイヴァンに行くなと言った。

　それが、セラフィーナには我がことのように嬉うれしかった。

「マキャナリー、それは本当なの？」

「それ？」

「だから『連れ去る』ってところだよ。成功しても失敗しても、どちらにせよイヴァンとセラちゃんの命はないってこと？」

　アンドリューが、常にはない鋭い口く調ちようで割って入る。セラフィーナは思わずイヴァンを振り返った。

　イヴァンの面おもてもまた険けわしい。

　こくり、と喉のどが鳴る。

「本当でございますよ。『ハミルティア識本』にはそう書かれていました」

　イヴァンの腕が、セラフィーナをぎゅっと抱きしめる。

　その温かくて力強い腕に、セラフィーナは指を重ねた。

　セラフィーナは『守護富貴華石』の核かくがある、遙はるか先を見据えた。

　イヴァンに生きていてほしい。イヴァンとともに生きていきたい。

　家族を作りたい、と願った。

　すべてはイヴァンがいてくれてこそだ。

　青黒い粘ねん液えきが、少しずつ、しかし確実に近づいてくる。

『守護富貴華石』にのみこみ尽つくされたこの国を、セラフィーナは想像する。

　大切なひと、大好きな場所。

　美しく咲く花──『富貴花』。

　それらすべてが、消え失うせる世界を。

　王は他者の犠牲の上での平和など偽りだと言った。

　確かにそうだと、セラフィーナも思う。

　長い長い間、この国を守ってくれていた『守護富貴華石』を壊さなければならないことに、セラフィーナはいつも胸を痛めた。

　感謝と謝罪は、いつも同時に感じていたことだ。

　けれど、それでも。

　セラフィーナは、この国が失われるのは嫌だった。

　ただただ、頑がん是ぜ無ない子どものように、失いたくないと、そう願った。

　セラフィーナはぎゅっとイヴァンの手を握にぎった。それ以上の力で握り返される。

　痛みを感じるほどに強く握られた時、セラフィーナは、イヴァンと想いは同じであることを悟さとった。

　こくん、とうなずいた刹せつ那な、イヴァンは『富貴華馬』を走らせた。

「イヴァン……！」

「イヴァン、セラちゃんッ!?」

　セラフィーナは振り返った。

「行ってきます！」

「待って！」

　アンドリューの声は、『守護富貴華石』の嘆きの声にかき消された。

　セラフィーナは、微かすかに頰を強こわ張ばらせながらも、イヴァンに向かってにこりと笑う。

「同じことを考えていましたね」

「言っておくが、自滅するつもりはない」

「……そうなのですか？」

「やるにせよやらないにせよ命がないのだとしたら、とりあえず生き延びる可能性のある方を選ぶべきだと思っただけだ」

　確かに『守護富貴華石』を放っておけば、いずれのみこまれ、命はない。

　新しい『守護富貴華石』がないのだから、あるいは地じ揺ゆれでハミルトン王国はなくなってしまうかもしれない。

　けれど今、一番やるべきことは、暴走した『守護富貴華石』を止めることだった。

「『ハミルティア識本』に何が書いてあるか知らないが、覆くつがえることもあるかもしれない」

　セラフィーナは、ふふ、と笑った。

「前向きですね」

　壊しの王の命が奪われるかもしれないと知った時、イヴァンはセラフィーナを聖堂には連れて行かないと宣せん言げんした。

　けれど今のイヴァンは違う。この先にあるものがなんだとしても、決してセラフィーナを離すまいと、そう思ってくれている。

　それがセラフィーナには、何よりも嬉しかった。

「だが駄だ目めだった時のために、先に詫わびておく」

「イヴァン様。わたしの幸せは、イヴァン様と一緒にいられることです」

　置いていかれるのでなければ、わたしはひとつも文句は言いません。

　セラフィーナはそっとイヴァンに凭もたれかかった。

　イヴァンはセラフィーナの髪に頰ほおを当て、頭の天てつ辺ぺんにキスをした。

　やがて目指す『それ』が見えてきた。

「『守護富貴華石』の核……」

　いまだに見上げるほど大きな『守護富貴華石』。

　ドロドロと絶たえず粘液を放出し、辺あたりを青黒く染めている。

　ギィィィィィ───ギィィィ───

　饐すえた甘い匂いが一帯に立ちこめ、目に沁しみて痛い。

　と、ドンッ、と音を立てて、粘液が大きく噴出した。

「あ……ッ！」

　青黒い粘液の塊かたまりが、ふたりに飛んでくる。

　イヴァンに庇かばわれるように、腕を回される。だがセラフィーナは、咄嗟に己おのれの掌を、その塊に突き出した。

　すると瞬時に『守護富貴華石』が液体から固体に変化し、ピシッとヒビが入った。

「固まりますね」

　セラフィーナは下を流れる青黒い粘液に、指先を落とした。

　先刻同様に、『守護富貴華石』が徐々に固まってゆき、それから割れてゆく。

『守護富貴華石』に触れることで、痛みがセラフィーナを襲う。けれどイヴァンがずっとセラフィーナを離さずに抱きしめてくれているから、耐たえられない痛みではなかった。

　セラフィーナは『富貴華馬』から、足先を伸ばして『守護富貴華石』にそっと触れた。

「ああ……っ」

　一瞬で爪つま先さきから頭にまで、鮮せん烈れつな痛みが駆かけ上がる。

　震える身体をイヴァンに支えてもらいながら、固まりひび割れた『守護富貴華石』に、ふたりは下り立った。

　セラフィーナが歩むたびに、『守護富貴華石』の道ができる。ふたりは決して互いから手を離さず、尖せん塔とう形けいの『守護富貴華石』を目指した。

　キィン、キィン、と嘆きかあるいは歌声か、『守護富貴華石』は絶えず音を発した。

　そうして手が触れられるまで近づいた『守護富貴華石』を、セラフィーナは見上げた。

　地が、揺れる。

　この地の守護が、失われはじめている。

『守護富貴華石』を壊したあとに、ハミルトン王国の形は残っているだろうか。

　今、これからふたりがすることは、間違ってはいないだろうか。

　ふと、不安がセラフィーナの胸に浮かぶ。

　思わず隣のイヴァンを見上げた。

　イヴァンもまた、ずっとセラフィーナを見ていたのだろう、視線が絡からみ合う。

　ただそれだけで、セラフィーナの動どう悸きは穏おだやかに凪ないだ。

　言葉はなかった。

　セラフィーナは『守護富貴華石』へと右手を伸ばす。

　ありがとう。ありがとう。これまで本当にありがとう。

　そんな想いが自然に溢れ、セラフィーナは無意識のうちに、最後の『守護富貴華石』を抱きしめていた。

　ぬめる感触は、すぐに硬い石のものへと変化する。

「……っ、あ、あ……、ああ……っ」

　身体の芯しんをガクガクと揺さぶられるような強きよう烈れつな痛みで、セラフィーナの目が霞かすむ。

　それでも『守護富貴華石』から離れない。イヴァンと繫つないだ左手をぎゅう、と握りしめる。

　もし、これが最期ならば。

　セラフィーナは霞む目を、左側に向けた。

　イヴァンの姿を探す。

　イヴァンもまた、左手をいっぱいに伸ばして、『守護富貴華石』に触れて抱きしめていた。

「……イヴァン様」

　イヴァンの笑みが、辛かろうじて見えた。セラフィーナも、痛みに怯おびえることなく微笑ほほえむ。

　繫いだ手と手に、力を込める。

　すると。

『守護富貴華石』が、少しずつ少しずつ小さくなってゆく。

　青黒い色から水の青色へ、雨雲のごとき灰色へ、森の緑色へ、大地の茶色へ、夜へと落ちる一瞬前の夕空の紫色へと、めまぐるしく変わっていく姿を、ふたりは言葉もなく見守った。

　ひび割れながらも、最後の『守護富貴華石』は粉々に砕くだけない。

『守護富貴華石』はどんどん縮ちぢんでゆく。

　闇やみ夜よの色になり、血の赤色になり、炎の赤せき褐かつ色しよくになり──そうしてとうとう、新しい『守護富貴華石』ほどの、小さな小さな塊かたまりになった。

「……どういうことだ」

「イヴァン様、地揺れが……」

　ふと気づけば、地揺れが治まっていた。

　いったい何が起きたのか、ふたりにはまるで分からない。

　分からないが、とりあえず今、ふたりが『連れ去られて』はいないことは確かだった。

　と。

　──キィィィン。

　地に落ちた赤褐色の塊が、密やかな声をあげた。

「イヴァン様、もしかしてこれ」

　色こそ違うが、形といい、この『声』といい、これは。

　セラフィーナはその時、マキャナリー侯爵から与えられた『ハミルティア識本』の中にあった言葉を思い出す。

「死を与え、生を与え……」

　咲かしの王であるイヴァンと、壊しの王のセラフィーナが同時に触れ、抱きしめたことで、『守護富貴華石』に死を与え、生を与えた。

『守護富貴華石』は生まれ変わった、──そういうことなのだろうか。

　セラフィーナは、その場にへたりこんだ。イヴァンが慌あわてて支えてくれた腕の中に、ゆっくりと身を寄せてゆく。

　安あん堵どに、セラフィーナはそのまま意識を失いそうになる。

　──キィィン。

『それ』が、澄すんだ歌声をあげる。その歌声は、次第に大きくなってゆき、一帯に響き渡った。そうして音とともに、小さな『それ』の中から、やわらかな光が溢れ出した。

　一本の真まっ直すぐな線のように、天へと放たれた光を、ふたりは言葉もなく見上げた。

「イヴァン様、あれ……！」

　光は一条ではなかった。

　一条、また一条と、最初の一条と交まじり合うように、あちこちから光が飛んでくる。

「全部で七本……。あ」

「各聖堂からか」

「きっと……！」

　七本の光は、帯おびとなってひとつに溶けた。かと思えば、晴れ渡った空に、ゆるりと弧こを描えがく。

　光はさながらベールとなって、キラキラと瞬またたきながら地上に降り落ちてきた。

　ハミルトン王国全域に降ふったであろう、光の雨、新しい『守護富貴華石』がすべて据え置かれた、祝福の光雨だ。

　ふたりの上にも、余さず光の雨は降り落ちた。
















　だがその光に触れた途と端たん、セラフィーナはすう、と全身から力が抜けるのを感じた。

「え……？」

　突然の脱力に、セラフィーナは縋すがるようにイヴァンを見つめる。だがイヴァンもまた、セラフィーナ同様に、地に掌をついて身体からだを支えていた。





　そうしてかの地に破壊を与え、命を与え、そののちに

　連れ去るのだ

　咲かしの王と枯らしの王を






　連れ去られてしまう……？

　すぐ傍にいるのに、イヴァンの顔が見えない。

　だが意識がゆらりと溶とけてゆく瞬間に、セラフィーナはイヴァンの腕の感触を得た。次ついで引き寄せられ、その胸に抱きしめられる。

　どこであろうと、イヴァン様とともにいられれば──。

　そう、ちゃんと言えただろうか。

　セラフィーナの意識は、そこでぷつりと途と切ぎれた。
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　アンドリューがアルダス王らとともに、第七の聖堂へと辿り着いた時、ふたりは赤褐色の『守護富貴華石』のすぐ脇わきで、抱き合って倒れていた。

「イヴァン、セラちゃん……！」

　走り寄ったアンドリューが、ふたりを揺さぶる。

　けれどふたりの目は硬く閉じられたまま、決して開かなかった。
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　花はな庭にわの様子は、いつもと違っていた。

　小こ振ぶりだが蕾つぼみがひとつ、ふたつ、みっつ。

　全部で十二個あることは、昨日きのうのうちに確認済みだ。

　ほかの貴族の花庭のような広さはない。

　夫から聞いた話によると、もともとこの花庭は、彼の異母弟の母親が、自みずからの楽しみのために作った生花の花か壇だんだったという。

　そこを、夫の異母弟が『富ふ貴き花か』の花庭として作り直した。そしてさらに自分へと譲ゆずり渡されたのだ。

　昨年の夏の終わりに起きたトラブルで、ここも貴族の娘たちの花庭も全ぜん滅めつしそうになった。

　ところが『富貴花』から作られた『富ふ貴き華か土ど』が、予想以上の活かつ躍やくをしてみせ、枯かれた花庭が生き返ったのだ。

　すべて元どおりというわけにはいかなかったが、それでも、小こ粒つぶながらも、美しい『富ふ貴き華か石せき』が収しゆう穫かくできていると聞いている。

　そして今日、この小さな花庭にも、『富貴花』が咲く。

　昨日から、まだかまだかと、気持ちが急せいてたまらない。

　朝、待ちきれずに花庭に向かうと、昨日よりさらに蕾が大きくなっていた。

　そろそろだわ、と慎しん重ちように花庭に入った。

　早く花びらが開くところを見せて。そうしたら絶対にタイミングよく触ふれるから、どうか美しい『富貴華石』となって。

　祈いのるように、その時を待つ。

　すると、その願いに応こたえるように、ふるり、と蕾が震ふるえた。

　そうしてゆっくり、ゆっくりと、蕾が開いてゆく。

　淡あわい紫むらさき色いろの花。内側は透明感のある白色で、縁ふちに向かうに連れ、濃こい紫色になってゆく。

　その、美しい花に、思わず見み惚とれ……覚おぼえず、目の縁が熱くなった。

　すべての花びらが開いた瞬間に触れなければならないのに、そのことを忘れてしまった。

「あ、……！」

　思い出した時には、『富貴花』は咲ききってしまっていた。慌あわてて触れたが、もう『富貴華石』にはならない。

「わたくしとしたことが、最初の一いち輪りんを失敗してしまいましたわ……」

　一いつ時とき、しゅん、と俯うつむくが、落ちこんでいる暇ひまはないと、すぐ隣の蕾に目を向けた。

　こちらもすでに、開花が始まっている。

　今度こそと、じっと熱い眼まな差ざしを注そそぎ──触れた。

『花から鉱こう物ぶつへと変わる、その奇き跡せきの瞬間を、ご自分の手で、経験してください』

　以前に聞かされた言葉を思い出す。

　花びらが次第に透とう明めいになってゆき、そうして少しずつ硬かたい鉱物へと変化してゆく。

　それはまさに、奇跡の瞬間だった。

「できたわ……」

　咲きたての『富貴華石』を、そっと手に取る。

　小さい『富貴華石』。多分、あまり硬くもない。

　大きさも硬さもないから、さほど価値はないだろう。

　けれど、自らが育て、咲かせ、収穫した、初めての『富貴華石』は、とてつもない感動を、自身にもたらしてくれた。

「ヴァレリアー、調子はどう？　ちゃんと収穫できた？」

「入ってはなりません！」

　感かん涙るいはあっという間に引っこみ、夫を鋭するどい声で制止した。

「端はしっこだけ、ね、いいでしょ？」

「なりません。貴方あなたはご自身の壊こわし癖ぐせを、きちんと認識すべきですわ」

「あ、ヴァレリア」

「邪じや魔ましないでくださいませ」

「いや、ほら、そっち咲きそう」

「えっ!?」

　花庭の主あるじ──ヴァレリアは、慌てて夫の指す方へ目をやった。すると、あと一瞬ですべての花びらが開きそうな『富貴花』を見つけ、ヴァレリアは足早にその一ひと株かぶへと向かった。

　間かん一いつ髪ぱつ間に合ったと、ホッとする。

「ほら、僕も手伝いくらいできるって」

「貴方が邪魔しなければ、わたくしひとりでちゃんと『富貴華石』を収穫できますわ」

　つん、とそっぽを向くヴァレリアへ、夫は愉ゆ快かいそうに笑った。

「んー、段々つまんなくない顔になってきたね、ヴァレリア」

　そろりと夫へ、視線を戻す。

『つまんない顔』と言われたことは、きっと死ぬまで忘れないだろう。

　言われた時には気づかなかったが、あの時自分は恐おそらく傷ついていたのだ。

「『富貴華石』の収穫が終わったらこっちにおいで。その泥どろで汚れたほっぺを拭ふいてあげる」

「え」

　汚れている？　と慌てて指で頰ほおを探さぐったら、夫はくすくすとさらに笑った。

「指、指！　そっちが泥だらけなんじゃない？」

「ああ……！」

　本当だ。

『富貴華石』の収穫の前に、雑草を見つけたから丁てい寧ねいに取り除のぞいたのだ。

　顔に泥なんて、なんてみっともない、とヴァレリアは泣きそうになる。

「ああ、本当にもう、つまんなくない顔だね」

　夫はそう言うと、入ってきては駄だ目めと言ったのに、花庭に足を踏ふみ入れてきた。

「ほら、こっち向いて」

「嫌いやです」

　泥で汚れた顔など、見せたくない。

「じゃあそのままにしておく？　僕は結構可か愛わいいと思うから、別に構わないけど」

　う、とヴァレリアは言葉に詰まる。

　可愛いなんて噓うそ。

　けれどヴァレリアは、ちらりと夫を見上げた。すると手巾ハンカチで、ぐいぐい無造作に頰をこすられ、痛いですわ！　と思わず首を振った。

「アンドリュー様、子どもみたいなことはやめてくださいませ！」

　頰を紅こう潮ちようさせながら夫へ抗こう議ぎをする。だがアンドリューの方はといえば、そんな妻の怒いかりすら興味深いのか、面おも白しろそうに目をくるりとさせた。

「あの、ヴァレリア様、『富貴花』、全部咲いてしまったようですが……」

　花庭の外から、リリとシャシャを両手に纏まとわりつかせながら、控ひかえめにセスが声をかける。

「え、あ！」

　セスの言うとおりだ。残りの蕾すべてが、開花してしまっている。

「……なんてこと」

　結局ふたつの花からしか『富貴華石』を収穫できなかった。

　あれほど毎日手間をかけて、気を配くばって、一いつ生しよう懸けん命めい育てたというのに……。

　ヴァレリアは消しよう沈ちんのあまり涙ぐみながら、キッと夫を睨にらみつけた。

「旦だん那な様さまが邪魔をするからですわ！　『富貴華石』を収穫できたら、お世話になった方々へお贈おくりしようと思っていましたのに……！」

　花二輪分、十四しか収穫できなかった。これでは足りない。

「また来季がんばればいいじゃない？」

　そんなあっさりした言葉で片付けられるほど、『富貴花』の世話は簡単ではない。何か痛つう烈れつなひと言を言ってやりたいのに、臓ぞう腑ふを抉えぐるような気の利きいた一撃が思い浮かばない。

「ちゃんと育てさえすれば、『富貴花』は毎季咲く。『富貴華石』も収穫できる。──でしょ？」

「そう、ですけど……」

「ね？」

「ヴァレリア様、ファイトですー」

「がんばってくださいませ。応おう援えんしていますわ」

　それは『富貴花』に対してか、それとも勝てる気がしない夫に対してか。

　セスの両隣に陣じん取どり、両手をぐいぐい引っ張り合っていたリリとシャシャが、役に立ちそうもないエールを送ってくれる。

　ヴァレリアは、むう、と唇くちびるを尖とがらせ──そんな妻の子どもっぽくも可愛らしい表情に、夫たるアンドリューは、満足そうに笑った。
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「パメラさん、もう少し落ち着いたらいかがですか？」

　そわそわと落ち着かず、控えの間で歩き回るパメラをやんわりと諫いさめたのはグレンだ。

　パメラはうなずいて椅い子すに腰を下おろすが、すぐにまた立ち上がってうろうろしはじめた。

「まるで花嫁の父のようですよ、パメラさん」

　くすくすと笑うグレンに、パメラはギュッと拳こぶしを握にぎりしめた。

「落ち着きませんよ……！　あの嬢じよう様さまが、なんのトラブルもなく儀ぎ式しきを終えられると思いますか？　何かとんでもないことをしでかすんじゃないかって、もう心配で心配で……」

「とはいえ、いくら心配しても、貴女あなたもわたしもそこへは入れませんから」

　あっさりと返されたパメラは、うう、と小さく唸うなった。

　儀式がおこなわれる『聖せい礼れい拝はいの間』には、王族しか入れない決まりになっていて、お付きの者は、控えの間で待たい機きしていなければならない。

　この日を無事迎えられて嬉しいはずなのに、そばにいられないから不安ばかりが募つのる。

　グレンに、いくら落ち着いてと言われても、安心なんてしていられない。

「パメラさんは本当に主想いのいい侍じ女じよです。ですが」

　ふいに手を引っ張られたパメラは、予想していなかったためにあっさりグレンに引き寄せられてしまった。

「ちょ、っと……！」

　座るグレンの膝ひざに乗るという、とんでもない状態に気づいた途と端たん、パメラは弾はじけるように飛び退のこうとした。だがその動きを予期していたグレンは、すかさずパメラを胸に抱き寄せた。

「な、な……、この神聖な日に何をなさるんですか!?」

「しー。少し声を落として」

　耳元で囁ささやかれると、息が耳じ朶だに触れてぴくんと震える。

「グレンさ……、いい加減にしてくださいな」

　下ろしてください、と言っても、グレンの腕はちっとも揺ゆるがない。

　服越しに触れ合う個か所しよが多くて、ドキドキしてたまらない。

　顔も熱くて、もう今すぐグレンを突き飛ばして、この部屋から出て行きたい。

「今日の装よそおい、とても綺き麗れいですね」

「……だ、旦那様に誂あつらえていただきました」

「アランデル男だん爵しやく様？」

「そうです。……それが何か」

「今度わたしに、貴女のドレスを誂えさせてください」

「なんでですか。貴方にそうしてもらう理由なんてありませんけど」

　素そっ気けなく断るが、ありますよ、とグレンはますます身体からだを密着させてきた。

「ほかの男が誂えたドレスが貴女に似合えば似合うほど、この場で剝はいでしまいたくなるので」

　パメラは、何を言われたのか一瞬分からなかった。だが理解した途端、思いきりグレンを突き飛ばし──そのためにパメラは床に落ちてしまった。

「あ、痛ぁ……ッ！」

「大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫じゃありませんよ！　なんて破は廉れん恥ちな冗談を仰おつしやるんです……ッ！」

「冗談ではなく本気ですが」

「なおさら駄目！」

「でしたら、頭の先から爪つま先さきまで、わたしが用意した装いで、貴女を飾らせてください」

　冗談ではなく本気だと、グレンは言葉だけでなく眼差しでも迫せまってくる。

　絶体絶命。逃にげたいのに、グレンはもう、逃がしてはくれないかもしれない。

「そろそろ観かん念ねんして、わたしのものになってくださると嬉うれしいのですが」

「～～～～ッ！」

　冗談のように聞こえたが、決してそうではなかった告白を受けてから、もうずいぶん経たつ。

　その都つ度どどうにかかわしてきたけれど、もう限界かもしれない。

　パメラがうなずくのを、グレンは無言で待っている。

　パメラはひとつ、息をついた。

　覚かく悟ごは、本当はもうできていた。ただ、ちょっと勇気がなかっただけだ。

　パメラはグレンの目を見み据すえながら、実にパメラらしい言葉で返事をした。

「あたしが貴方のものになるんじゃなくて、貴方があたしのものになるんでしたら、考えてもいいですけど！」
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　ななつの華はなに守られし、うるわしの国、華か花かの国ハミルトン

　それは神より賜たまわりし守しゆ護ご花か

　それは神より賜りし至し宝ほう花か

　王家の御み世よよ天てん壌じよう無む窮きゆうであるように、富貴花の華よ、永久に




　澄すみきった美声が、純白の間にたおやかに響ひびき渡る。

　白に包まれた部屋だった。

　床も壁も天てん井じようも、そのすべてが純白──白い『富貴華石』で敷き詰められていた。

　白金プラチナ色の靴くつを履はいた足先が、その『富貴華石』が敷かれた場所に、静かに下ろされる。

　一歩、二歩。

　やがて無人の祭さい壇だんへと辿たどり着く。

　祭壇もまた、白い『富貴華石』で作られていた。

　その祭壇の真まっ直すぐ上は明あかり窓になっていて、そこから陽光が降ふり注いでくる。

　純白の間は、『聖礼拝の間』と呼ばれている。

　王家の者が、夫婦として生涯ともに添うことを誓い合う場所としてのみ使われる。

『聖礼拝の間』には、結婚をする当の本人たちしか、入室を許されていない。

　先に祭壇に着いた花嫁は、アイスブルーの瞳ひとみで興味深く祭壇に彫ほられた文字を追った。

　美しい花嫁だ。

　ウェーブのあるまばゆい金髪は緩ゆるく結ゆい上げられ、そこにティアラとベールをつけている。

　細い首筋には、繊せん細さいな首飾りをつけ、白い肌はだを美しく彩いろどっている。

　純白のドレスは、長く裾すそを引きずるタイプのものだ。

　ウエストから広がるラインは緩やかで、ドレスと同色の白糸で丹たん念ねんに刺し繡しゆうが施ほどこされていた。

　純白と金色に包まれる花嫁は、だが頭ず上じようにつけた小振りなティアラの一部にのみ、黒い石を使っていた。

　花嫁の支し度たく係がかりは、その黒い石はやめておきませんか、黒は不ふ吉きつとされておりますのでと何度か進言したのだが、当の花嫁は頓とん着ちやくなく、首を横に振った。

「大事な石なので、これがいいんです」

　と。

　結局ティアラの両りよう端はしにその黒い石を置き、あとは大小さまざまな、透明な『富貴華石』を使うことで折り合いがついた。

　首飾りには、妹がつい先日収穫し、プレゼントしてくれた『富貴華石』を使った。

「アランデル家の花庭からできた『富貴華石』ですわ。これを姉様のお式で使っていただきたいのです」

　そう言って渡してくれた『富貴華石』は、驚くほど美しく立りつ派ぱで、わたしの妹はなんて優ゆう秀しゆうなのと、会うひと会うひとに自じ慢まんしたくなったものだ。

　装そう飾しよく士したちが儀ぎ式しきに間に合うよう、大変な目に遭あったというが、首飾りは申し分なく美しく仕上がった。

　今日の成婚の儀を迎むかえるまでのことを思い出し、花嫁は小さく笑みを浮かべた。

　実はティアラだけでなく、手袋に包まれた指にも、黒い石の指輪が嵌はめられている。

　初めて花はな婿むこからいただいた指輪だ。

　花嫁はそっと手袋越しにその指輪に触れた。

　と、花嫁が入場した方とは逆側の扉とびらが開く音が聞こえた。

　歩む音を聞きながら、そのひとが隣に並ぶ瞬間を待つ。

　やがてやわらかな気配とともに、花婿が隣に並んだ。

「セラフィーナ」

　呼ばれて、花嫁ははい、と花婿を見上げた。

　マジマジと相手を見つめ、そうしてにっこり微笑む。

「とっても素敵です、イヴァン様」

「……それは俺が言うべきことだと思うが」

「え、そうですか？　ですが本当にイヴァン様にお似合いです」

　花婿は黒に近い紫し紺こん色しよくの装いだ。赤せき炎えん色しよくと呼ばれているその髪に、とてもよく合っている。

　花婿はいつもどおりの花嫁に、苦笑を零こぼした。

「おまえも美しいぞ」

　衒てらいのない褒ほめ言葉に、花嫁の頰がやんわりと紅こう潮ちようする。

「手を」

「……はい」

　花婿は左手を、花嫁は右手を出し、重ねる。

　その状態のまま、ふたりは祭壇に刻きざまれた誓ちかいの言葉を、声を揃そろえて読みあげる。




　華花守りたるこのハミルトン王国の下、

　死して互いの身が別たれるまでともに添そうことを誓う




　誓いの言葉を述のべ、別々に入室したふたりが、手に手を取って『聖礼拝の間』を出る。

　成婚の儀は、それで終わりだ。

　花嫁──セラフィーナは、夫──イヴァンを見上げた。

　──このひとと、『死して互いの身が別たれるまで』添うて生きていく。

　イヴァンと知り合ってからのことが、次々とセラフィーナの胸に去きよ来らいする。

『富貴花』の花庭での出会い。

　北の翼よく棟とうでの日々。

『守護富貴華石』の存在を知り、己おのれの手が役に立つことを知った。

　そして、初めてひとを恋こうことができた……。

「どうした？」

　見上げた先にある瞳ひとみは、天窓から降りてくる光を受けて、明るい茶の色をしている。

　穏おだやかな眼差しとその声に、セラフィーナはそっと目を細め、口元を綻ほころばせた。

「今までのことを、いろいろ思い出していました」

　そう告げると、イヴァンもまた何かを思い出すように、わずかに目を細めた。

「いろいろあったな」

「はい。でもこれからもっといろいろなことがありますね」

「命いのち懸がけで何かをすることは、もうごめんだが」

　くすりとイヴァンは笑った。セラフィーナは、あら、と目を見開いて、夫を見上げる。

「わたしはなんでも楽しいと思いますわ」

「死にかけてもか？」

「イヴァン様と一緒でしたら、何処いずこへなりと、喜んで参ります」

「──」

　イヴァンの眉み間けんにわずかにしわが寄る。

　四つの季節をともに過ごしたセラフィーナは、それはイヴァンが照れている時に浮かべる表情であることを知っているから、にこりと微笑ほほえんだ。

　笑うセラフィーナに、イヴァンは少し怒ったような顔をするも、すぐに眉間のしわを解いた。

　見下ろしてくるイヴァンの瞳はやわらかな光を湛たたえている。

「何処へなりと？」

「喜んで」

　近づいてくるイヴァンの顔をじっと見つめ、そうして唇が触れる寸前に、セラフィーナはそっと目を閉じた。










　最後の『守護富貴華石』の据すえ換かえ──七番目の『守護富貴華石』は、壊れたあとにまた再生したので、据え換えとは言えないかもしれないが──が終わり、光の雨がハミルトン王国に降り注いだあの日。

　セラフィーナはあの場面で、自分は『ハミルティア識しき本ほん』にあったとおり、『連れ去られて』しまったのだろうと思った。

　ところがセラフィーナもイヴァンも、意識は失ったものの鼓こ動どうは止まっていなかった。

　すぐに駆けつけてくれたアンドリューとアルダス王により、北の翼よく棟とうに運ばれたふたりは、だがそれ以降、しばらくの間目を覚まさなかったのだ──と、のちにパメラから聞いた。

　やはり『守護富貴華石』は、『咲かしの王』と『壊しの王』を連れていってしまったのではと、北の翼棟内では暗あん澹たんたる空気が流れたという。

　そこへやってきたのは、双ふた子ごの侍女を従えたヴァレリア姫だった。

『守護富貴華石』の暴走でうやむやになっていたが、セラフィーナを拉ら致ち監かん禁きんした張本人の出現に、グレンは主たちを守るために寝台の前に立つ。

「なんのご用ですか！」

　また主に害をなそうとするなら、あたしが黙だまっていませんよと、パメラはいきり立った。

「これを使いなさい」

「これ？」

　ヴァレリアの手に握られていたのは、青い小さな小こ瓶びんだ。

「気付けの薬です。昏こん睡すい状態に陥おちいった者を目覚めさせることができるほど強きよう烈れつなものですが」

「それを信用して使えと？」

　信じるもんですかと、パメラの目は厳しい。

　お待ちを、と進み入ったのは、アンドリューの従者だ。

「その気付け薬には見覚えがあります」

　先日アンドリュー様の気付けにと賜ったものです、とのセスの証言を受けて、ようやくパメラは肩から力を抜いた。

　ヴァレリアが持参した気付け薬は効きいた。

　イヴァンとセラフィーナはその薬により、無事意識を取り戻したのだ。




『守護富貴華石』に連れ去られそうになったふたりが、その後自身の変化に気づいたのは、しばらく経ってからだった。

『壊しのセラフィーナ』とあだ名をつけられていたセラフィーナの手が、『壊し手』ではなくなっていた。

　イヴァンもだ。

　咲かしの王としての力は失われていた。

　あの日以降、『守護富貴花』が咲くことは二度となかった。

「『守護富貴華石』同士は繫つながっていたのでしょうね」

　七筋の光が交差した、美しいあの瞬間を、セラフィーナは折に触れ思い出す。

「古い『守護富貴華石』が駄目になりそうになったら、俺の花庭に新しい『守護富貴花』が咲くって？」

「恐らく。いつもタイミングが合っていましたもの」

『咲かしの王』と『壊しの王』の出現も漏もれなくセットで、と言うと、イヴァンは軽く笑った。

「──確かにな」

「それで、イヴァン様の『咲かしの力』も、わたしの『壊しの力』ももう不要になったから、古い『守護富貴華石』がその力のみを『連れ去って』いったのではないか、と」

　壊すことなく『富貴華石』に触れることができる──。

　それはセラフィーナにとって、喜ばしいことだ。

　でもどうしてだろう、ほんの少しだけ、寂さびしい気持ちもする。

「どうして寂しいのかしらって思ったんです」

「うん？」

「わたしがまだ幼おさなかった頃、物を壊す自分が嫌で、泣いたことがあったんです。そうしたら、お祖じ父い様さまが、『それはセラフィーナの個性だよ』って慰なぐさめてくださいました。個性をひとつなくしてしまったのが、少し寂しいのかしらと思いました」

「確かに、おまえが『壊しのセラフィーナ』でよかったと、心から思うぞ」

　セラフィーナは、まあ、と目を見開き、そうして朗ほがらかに笑った。

「そのようなことを仰るのは、きっとイヴァン様だけですわ」

　セラフィーナこそ、壊す自分をも認めてくれるイヴァンと出会えたことを、心から嬉しく思った。




　それから式の日取りで揉もめ──なにぶん、宮きゆう殿でんの半分が『守護富貴華石』の暴走により破は損そんしたので、まずは建て直しが先となり、また成婚の儀の前に晩ばん餐さん会かいをしなければならないと言われ、その晩餐会では、しゃしゃり出てきたアンドリューによって、ハミルトン王族始まって以来の無ぶ礼れい講こう……つまりドンちゃん騒さわぎになり、さらにはメリリースから、ぜひアランデル家の花庭で収穫した『富貴華石』をお式に使ってほしいから待ってほしいと懇こん願がんされ──結局あちこちが落ち着いた春に式を挙げることとなった。

　春のうららかな陽気の下、イヴァンとセラフィーナは、グレンとパメラをはじめ、大勢の付添い人と護ご衛えい士したちに付き従われ、中央宮殿へと向かった。

　これから『富貴華石』に彩られた四頭引きの馬車に乗り、王都ハミルティアで、パレードがおこなわれるのだ。

　その前に、ふたりはアルダス王のもとへと赴おもむいた。

『王の間』──その玉座におわすアルダス王へ、成婚の儀が無ぶ事じ済んだことを報告した。

　王の背後には、マキャナリー侯こう爵しやくの姿もある。

「ふたりのこれからが光ある日々であることを願う」

　アルダス王は、密ひそやかな声でそう告げた。

　はい、とふたりがうなずくと、王は立つように促うながす。

　ふたり揃って立ち上がると、王もまた、玉座から腰を上げた。

　一歩、また一歩と近づいてきた王は、己より背せ丈たけの伸びた息子の前に立った。

　イヴァンを見上げると、ぎこちない笑みを浮かべた。

「おめでとう、イヴァン」

　セラフィーナはもちろん、イヴァンも王の微び笑しようを見るのは初めてだったようだ。

　ふたりが目を丸くしていると、アルダス王もまた、驚かれたことに怯ひるんだようで、互いに無言になってしまう。

　く、と笑ったのはマキャナリーだ。

　それにつられ、セラフィーナも思わず笑みを零す。

　これまで親子としての触れ合いのなかったふたりだから、互いの態度がぎこちないのは仕方がない。けれどこれから、少しずつでいいから距離を縮ちぢめてゆけばいい。

　時間はあるのだから。










　中央宮殿の正面入り口には、半円状の露台バルコニーがある。

　そこへふたりが姿を現すと、わあっと歓かん声せいが起こった。

　露台から十段下りた先には馬ば車しや留どめがあり、その周囲は、たくさんのひとで溢あふれ返っていた。

　馬車留にまでやってくると、ふたりは口々に祝いの言葉をかけられる。

　その大勢の中に、セラフィーナは家族の姿を見つけ、パッと顔を綻ばせた。

　父と母、三人の妹とふたりの弟たちも笑顔で手を振ってくれる。

　メリリースの腕の中では、カシュカシュがキャッキャと声をあげていた。

「嬢じよう様さま、馬車へ」

　パメラに囁かれたセラフィーナはうなずくと、歩を踏みだした。イヴァンの手に導みちびかれ、豪ごう奢しやな馬車の踏み台に足をかけた──ところで、

［カシュー！］

　カシュカシュが、主めがけてメリリースの腕の中から飛び出した。

　胸へと飛びこんでくるカシュカシュを抱き留とめかねて、セラフィーナはよろめいた。

　咄とつ嗟さに馬車に手を伸ばしたところ、『富貴華石』の飾りを、むんずと摑つかんでしまった。

「嬢様……！」

　あとはもう、いつものとおり、と言うべきか。

　馬車を飾っていた『富貴華石』は、無残にもブチブチと音を立てて引き千ち切ぎれてしまった。
















　成婚の儀の直後に、なんと縁えん起ぎの悪いことだと、その場にいた見物人たちは皆みな思っただろう。

　もちろんセラフィーナも、こんな大事な日になんてことをと消沈する。

　だがすみませんと首を竦すくめるセラフィーナに、夫はくすくすと笑った。

「まったくらしいな。──行くぞ、セラフィーナ。飾り程度でしょげるな」

　大らかな言葉に、セラフィーナはホッとする。

　あらためてイヴァンの手が差し出された。

　もう『咲かし手』ではないその掌てのひらは、けれどセラフィーナのこれからの人生を咲かせてくれる、かけがえのないひとのもの。

『壊し手』ではないこの手と繫いで、ともに歩んでいくひと。

　温あたたかく大きなイヴァンの掌に、セラフィーナは自らの手を重ねる。

　そうして、これからもずっと離れないように、離さないようにと、しっかりと指と指を絡からめ合った。





了
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『ハミルティアの花庭ガーデン』、最終巻です。

　今は安あん堵どする気持ちと、これでハミルティアの世界を書くのも終わりかと思うと、寂さびしいなあという気持ち、その両方を嚙かみしめているところです。

　でもしんみりするのはハミルティアキャラにそぐわないなーと思いますので、ここは最終巻恒こう例れい（？）のメインキャラの裏話的なものを書きますね。

　主人公はこれまであまり書いたことのない、天然な子がいいなと思い、『高価なものほど壊こわしてしまう女の子』セラフィーナが生まれました。

　そういう子の相手は、ちょっと陰かげのある男前かなあ、ツンデレでもいいね！　と。

　イヴァンはのんびりセラフィーナの影響で、巻を重ねていくごとに、どんどんヘタレ……ではなく恋にも国に対しても一いつ生しよう懸けん命めいながんばり王子になっていきました。

　まあメロメロ王子もいいよね！　という感じで。

　担当さんと話していて、一番話題になったキャラはアンドリューだったかと。

　セラフィーナもそうなんですが、アンドリューだったらこういう場面ではこういうことやりそう、言いそう、というイフ＆アンサーが、すごく明確に浮かんできて、それがとても楽しかったのです。

　執しつ筆ぴつ前まえのキャラ設定から一番変わったのはヴァレリアでした。当初の予定では、ムチが似合う女王様的な面も持っていたのです。……それはそれで面おも白しろかったかもしれませんが、そうすると、アンドリューとは殺さつ伐ばつとした関係になりそうなので、今のお姫様でよかったかな。

　主人公だけでなく、脇役も楽しんで書けました。楽しすぎて、最終巻の初しよ稿こうで規き定ていページを大おお幅はばに超えてしまい、改稿ではとんでもない目に遭あったことも、今ではいい思い出です。

　たくさんのキャラクターを（仮面とか、からくり人形とか妙なもの含め）描いていただいた羽は鳥どりまりえ先生には、感謝してもしきれません。

　ハミルティア～のキャララフを初めて拝はい見けんした時の感動は、今でも鮮せん明めいに覚おぼえています。

　時折ラフの横に、素す敵てきすぎるひとことや可か愛わいいキャラクターが描いてあって、そこから思いも寄らないシーンが閃ひらめいたこともありました。

　華はなやかな表紙（裏表紙も毎巻描いていただきました！）、毎回描き下ろしをしていただいた登場人物紹介、躍やく動どう感かん溢あふれる挿さし絵えと、作者としてだけでなく、一読者としてもいつも楽しみにしていました。

　一緒にお仕事ができて本当に嬉うれしかったです。ありがとうございました！

　今後の羽鳥先生のご活かつ躍やくを、心よりお祈りいたします。

　ハミルティア～から担当をしていただいているＹさん。いつもありがとうございます。お話しするのが楽しくて、つい長電話になるうえ、毎回何かしらご迷めい惑わくをおかけしてしまってすみません。もっともっと精しよう進じんしますね。

　これからもどうぞよろしくお願いいたします。

　また、この本の出版にあたり、お世話になりましたたくさんの皆さんへ、お礼を申し上げます。

　最後に、ここまで読んでくださった読者さま、本当にありがとうございました。

　ハミルティアの花庭は今巻で大団円を迎むかえましたが、携けい帯たいサイト『ぽけっとB's‐LOG』にて、番外編を掲けい載さいしていただいております。

　よかったら、そちらもごらんいただけたら嬉うれしいです。

　あっ、二巻に続き、カラー表紙の下を、ぜひ覗のぞいてみてくださいね。セス……！

　それでは、また新しい話でお会いできますように。





香こう月づき　沙さ耶や　拝












※携帯サイト『ぽけっとB's‐LOG』のサービスは終了しております。
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６月11日生まれ・双子座・Ｂ型・埼玉県在住

ハミルティアの花庭、最終巻です。

楽しんでいただけたら嬉しいです！




弥涼暮月

http://s-kohzuki.jugem.jp/
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９月14日生まれ・乙女座・Ｂ型・千葉県在住

最終巻です！

セラフィーナやイヴァン達と共に私も色々な経験をさせて頂きました。

感無量とはまさにこのこと……。

こんな時は野菜ジュースとスポーツドリンクを混ぜて飲むに限ります。

美味しいんですよほんと！
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